
岩村町岩村町

東野東野

三郷町三郷町

大井町大井町

武並町武並町

笠置町笠置町

飯地町飯地町

中野方町中野方町

長島町長島町
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平
成
二
四
年
度
は
八
度
目
の
会
と
な
り
、

八
月
二
九
日
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
市
内
八
中
学
校
の
代
表
生
徒
一

六
人
と
、
市
長
、
教
育
長
、
総
合
計
画
推
進

市
民
委
員
会
会
長
が
討
論
方
式
で
「
リ
ニ
ア

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
を
し
た
。

　

恵
那
市
子
ど
も
展　

こ
の
作
品
展
は
、
市

の
小
・
中
学
校
の
教

職
員
で
作
る
恵
那
市
教
育
研
究
会
の
事
業
の

一
つ
で
あ
る
。
市
内
の
児
童
生
徒
の
作
品
を

一
堂
に
持
ち
寄
り
、
年
に
一
度
展
示
交
流
す

る
も
の
で
あ
る
。
広
く
市
民
に
も
公
開
す
る

の
で
、
多
く
の
参
観
者
が
来
場
す
る
。

旧
市
か
ら
引
き
継
い
だ
形
の
展
示
会
で
あ

る
が
、
新
市
誕
生
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
、
絵
画
や
版
画
、
彫
刻
な
ど
創
意
と
工
夫

に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
び

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

あ
っ
た
。

　

防
災
教
育　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
学
校
現
場
で
も
「
防
災
教
育
」
と
い

う
言
葉
を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、「
命
を
守
る
訓

練
」
を
含
め
れ
ば
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
学
校
で
防
災
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。　

し
か
し
、
教
科
や
学
校
行
事
な
ど
の
他
領
域
で
実
施
し
て
い
る
の
は
、
全
国

的
に
見
て
半
数
ほ
ど
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、小
中
学
生
に「
防

災
士
」
の
資
格
の
取
得
を
啓
発
す
る
な
ど
、

市
の
取
り
組
み
は
先
進
的
で
あ
る
。
中
で

も
、
武
並
小
学
校
で
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
六
年
間
で
、
学
年
に
合
わ
せ
た
防
災

学
習
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
先
進

的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
武
並
小
学

校
は
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
「
平

成
三
〇
年
度
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

中
学
生
、
市
長
と
語
る
会　

「
中
学
生
、
市
長
と
語
る
会
」
は
、
市
長
を

始
め
と
す
る
市
の
幹
部
職
員
と
市
内
の
各
中

学
校
の
生
徒
会
の
役
員
と
の
懇
談
を
通
し
て
、
中
学
生
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）、「
ま

ち
づ
く
り
に
若
い
中
学
生
の
意
見
を
生
か
し
た
い
」
と
、
可
知
市
長
の
提
案
で

始
ま
っ
た
。

武並小学校の防災教育

中学生、市長と語る会
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キ
を
使
用
し
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
館
内
で
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
社
会
開

放
施
設
と
し
て
地
域
の
方
々
に
も
親
し
み
の
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
ト
イ
レ
の
洋
式
化 

各
小
・
中
学
校
が
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
こ
と
も
考
え
て
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の

事
業
は
、
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
令
和
四
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
、

校
舎
と
体
育
館
の
ト
イ
レ
の
乾
式
化
と
洋
式
化
を
行
っ
た
。

こ
の
改
修
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
、
清
潔
で
快
適
な

ト
イ
レ
と
な
っ
た
。

（
三
）
エ
ア
コ
ン
の
設
置 

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
の
猛
暑
に
よ
り
、
教
育
現
場
で
命
を
な
く
す
事

故
が
あ
り
、
全
国
的
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
市
で
も
、
平

成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
全
て
の
こ
ど
も
園
に
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。
市
内
の
小
・
中
学
校
で
も
順
次
行
わ
れ
、
そ
の
年
の

二
学
期
が
始
ま
る
ま
で
に
全
て
の
小
・
中
学
校
に
設
置
が
完
了
し
、
教
育
活
動

に
適
し
た
良
好
な
室
内
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四　
給
食 

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応　

学
校
給
食
は
必
要
な
栄
養
を
摂
る
手
段
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
「
食

の
大
切
さ
」「
食
事
の
楽
し
さ
」
を
理
解
す
る
た
め
の
教
材
と
し
て
の
役
割
も

三　
学
校
の
施
設 

（
一
）
校
舎
・
体
育
館
の
新
増
築 

　

恵
那
北
小
学
校
校
舎　

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
一
五
日
、
恵
那

北
小
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
が
新
築
さ
れ
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
た
。
新
し
い
校
舎
は
、
総
事
業
費
一
二
億
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
児
童
の
安
全
に
配
慮
さ
れ
た
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
施
設
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

恵
那
北
小
学
校
は
、
こ
の
年
の
四
月
か
ら
毛
呂
窪
小
学
校
と
統
合
さ
れ
、
毛
呂

窪
地
域
の
児
童
も
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
岡
小
学
校
校
舎
と
体
育
館　

山
岡
小
学
校
は
、
築
四
二
年
が
経
過
し
、

現
校
舎
お
よ
び
体
育
館
が
老
朽
化
し
て
い

た
た
め
、
平
成
一
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
事
業
着
手
し
た
。
平
成
二
一
年

度
よ
り
工
事
に
着
手
し
、
平
成
二
二
年
度
に
工
事
が
完
了
し
た
。

校
舎
は
木
造
二
階
建
て
で
、
体
育
館
は
木
造
平
屋
建
て
で
あ
る
。
柱
や
梁
に

は
県
内
産
の
ス
ギ
、
内
壁
は
市
内
産
の
ヒ
ノ
キ
を
原
木
量
で
一
八
一
〇
㎥
使
用

し
て
い
る
。

　

武
並
小
学
校
体
育
館　

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
二
〇
日
、
武
並

小
学
校
の
新
し
い
体
育
館
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
建
て
ら
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

旧
体
育
館
に
代
わ
り
、
新
し
い
体
育
館
は
木
造
建
築
で
内
装
は
県
内
産
の
ヒ
ノ
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給
食
フ
ェ
ア　

毎
年
、
文
部
科
学
省
の
全
国
学
校
給
食
週
間
（
毎
年
一
月

二
四
日
か
ら
一
週
間
）
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
地
方
の
郷
土

料
理
、
な
つ
か
し
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
た
特
別
献
立
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
市
民
に
学
校
給
食
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
、
学
校
給
食
の
一
層
の
充
実
と
発
展
を
目
的
に
、
恵
那
市
内
全
て
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
二
九
日
に
は
、
市
内
に
あ
る
四
つ
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
給
食
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
施
設
見
学
や
給
食
の
試
食
が
行
わ

れ
た
。
献
立
は
「
え
な
ハ
ヤ
シ
シ
チ
ュ
ー
」
で
、
具
材
に
は
山
岡
産
の
寒
天
が

使
わ
れ
る
な
ど
、
地
元
食
材
が
多
く
使
用
さ
れ
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合　

合
併
当
初
、
旧
恵
那
市
は
一
つ
の
セ
ン
タ
ー

で
給
食
を
賄
っ
て
い
た
。
恵
南
五
町
村
も
各

地
域
に
一
つ
ず
つ
給
食
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
合
併
後
、
施
設
の
老

朽
化
や
運
営
の
効
率
化
の
た
め
統
廃
合
の
動
き
が
進
ん
だ
。
こ
れ
は
、
合
併
当

初
か
ら
の
行
財
政
改
革
の
重
要
事
項
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
優
先
順
位
の

高
い
市
の
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

平
成
一
九
年
四
月　

�

串
原
小
・
中
学
校
の
共
同
調
理
場
を
明
智
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
統
合

平
成
二
〇
年
四
月　

�

上
矢
作
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
岩
村
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
統
合

令
和
四
年
四
月　
　

�
岩
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
山
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

担
っ
て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
も
同
じ
よ
う
な
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
た
め
、
市
は
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
施
設
の
整
備
お
よ

び
取
り
組
み
を
平
成
二
九

年
度
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
重

点
的
に
実
施
し
た
。
具
体
的

な
取
り
組
み
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
度　

�

恵
那
市
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
検
討
委
員
会
の

設
置

平
成
三
〇
年
度　

�

①
恵
那
市
対
応
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
一
〇
品
目
に
統
一
（
卵
、

乳
、
落
花
生
、
え
び
、
か
に
、
ご
ま
、
イ
カ
、
カ
シ
ュ
ー

ナ
ッ
ツ
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
く
る
み
）
除
去
食
対
応
②
一
日

の
献
立
の
中
で
、
二
料
理
ま
で
対
応
可
能
と
し
た

令
和
三
年
度　
　

�

恵
那
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
ア
レ
ル
ギ
ー
室
を
増
築

令
和
四
年
度　
　

�

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
モ
デ
ル
校
を
設
け
順
次
対
応

令
和
五
年
度　
　

�

完
全
実
施

恵那市学校給食センター アレルギー室
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成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
明
智
商
業
高
等
学
校
と
合
併
し
閉
校
す
る
。
閉
校

ま
で
に
一
万
三
〇
〇
〇
人
余
り
が
卒
業
し
た
。
閉
校
後
校
舎
は
恵
那
南
高
等
学

校
岩
村
校
舎
と
し
て
平
成
二
一
年
度
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

　

明
智
商
業
高
等
学
校　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）、
組
合
立
恵
南
高
等
学

校
と
し
て
創
立
。
そ
の
後
幾
度
か
学
校
名
を
変
え
、

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
明
智
商
業
高
等
学
校
と
し
て
閉
校
し
た
。
岩
村

高
等
学
校
と
合
併
し
て
の
閉
校
で
あ
る
。

（
三
）
統
合
・
新
設
さ
れ
た
高
等
学
校
（
恵
那
南
高
等
学
校
） 

明
智
商
業
高
等
学
校
と
岩
村
高
等
学
校
が
統
合
し
、
明
智
商
業
高
等
学
校
の

場
所
に
恵
那
南
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
よ

り
開
校
し
た
。

教
育
目
標
は
「
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
主
体
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
資

質
や
能
力
を
培
い
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
を

図
る
」
で
あ
る
。

市
は
新
制
恵
那
南
高
等
学
校
の
活
性
化
の
た
め
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
や
通

学
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
し
て
い
る
。

　

総
合
学
科
の
概
要　

恵
那
南
高
等
学
校
総
合
学
科
に
お
い
て
は
、
一
年
次

は
全
員
が
同
じ
科
目
を
学
習
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
進
路
に
関
す
る
学
習
を
し
た
後
に
、
一
人
一
人
が
自
分

の
進
路
に
必
要
な
科
目
を
選
択
し
、
二
年
次
か
ら
学
習
（
系
列
）
の
準
備
を
す

る
。
二
年
次
か
ら
は
各
系
列
に
分
か
れ
自
分
の
進
路
に
応
じ
た
学
習
を
行
う
。

お
よ
び
明
智
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合

五　
高
等
学
校 

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
の
時
点
で
市
内
に
高
等
学
校
は
三
校
あ
る
。
恵
那

高
等
学
校
、
恵
那
農
業
高
等
学
校
、
恵
那
南
高
等
学
校
で
あ
る
。
恵
那
南
高
等

学
校
は
新
市
が
誕
生
し
て
か
ら
で
き
た
新
設
校
で
あ
る
。

（
一
）
従
来
か
ら
あ
る
高
等
学
校 

　

恵
那
高
等
学
校　

学
科
と
し
て
は
普
通
科
と
理
数
科
が
あ
る
。
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
先
端
科
学
を
担
う

人
材
育
成
の
た
め
の
特
色
あ
る
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

恵
那
農
業
高
等
学
校　

比
較
的
新
し
い
高
等
学
校
で
昭
和
四
一
年
（
一
九

六
六
）
創
立
の
農
業
に
特
化
し
た
職
業
学
校
で
あ

る
。
学
科
は
、「
食
の
農
業
科
群
」
と
「
花
と
緑
の
農
学
科
群
」
の
二
系
統
で

四
学
科
、生
産
科
学
科
、食
品
科
学
科
、環
境
科
学
科
、園
芸
科
学
科
を
持
つ
。

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
積
極
的
に
社
会
に
発
信
し
て
い
る
。

（
二
）
閉
校
に
な
っ
た
高
等
学
校 

新
市
誕
生
後
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
岩
村
高
等
学
校
と
明
智
商
業

高
等
学
校
が
少
子
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
生
徒
数
減
少
に
よ
り
閉
校
と
な
っ

た
。

　

岩
村
高
等
学
校　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
恵
南
実
科
女
学
校
と
し
て
創

立
。
昭
和
二
三
年
に
岩
村
高
等
学
校
と
改
称
し
た
。
平
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で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
平
成
一
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二

六
年
度
か
ら
は
吉
田
小
学
校
が
閉
校
し
、
明
智
小
学
校
に
統
合
し
た
の
で
、
そ

れ
か
ら
は
四
校
で
の
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

六　
恵
那
特
別
支
援
学
校 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
が
特
別
支
援
学
校
の
整
備
の
た
め
策
定
し
た
「
子
ど
も

か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
恵
那
特
別
支
援
学
校
を
恵
那
市
岩
村
町
の
旧

恵
那
南
高
等
学
校
岩
村
校
舎
に
移
転
開
校
し
た
。
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）

四
月
二
九
日
に
は
移
転
開
校
式
が
行
わ
れ
新
し
い
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

開
校
式　

児
童
生
徒
代
表
が
「
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
み
ん
な
が
仲
良

く
、
一
つ
一
つ
の
行
事
が
素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
努

力
し
た
い
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。
ま
た
、
地
元
住
民
か
ら
の
歓
迎
の
旗
の
贈

呈
と
地
元
岩
邑
中
学
校
の
生
徒
の
合
唱
披
露
が
あ
り
、
式
に
花
を
添
え
た
。

第
四
節　
生
涯
学
習 

一　
三
学
の
ま
ち
推
進 

（
一
）
生
涯
学
習
の
考
え
の
変
遷
と
推
進 

昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
頭
に
か
け
て
学
校
教
育
を
中
心
と
す
る
考
え
方
か

ら
、
個
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
を
重
視
す
る
考
え
方
に
変
わ
っ
て
き

た
。
そ
れ
ま
で
「
生
涯
学
習
」
と
似
た
言
葉
と
し
て
「
社
会
教
育
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
学
校
以
外
の
一
般
社
会
の
中
で
行
わ
れ
る

系
列
ご
と
の
定
員
は
な
い
の
で
自
分
の
望
む
系
列
で
勉
強
で
き
る
。
全
て
の
教

育
活
動
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
性
の
育
成
を
基
本
と
し
て
い
る
。

平
成
二
九
年
度
（
二
〇
一
七
）、
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
校
と
し
て
恵
那
南
高
等
学
校
が
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
創
立
以
来
関
係
者

の
努
力
で
少
し
ず
つ
教
育
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

　

三
者
が
協
定　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
五

月
六
日
、
恵
那
南
高
等
学
校
と

株
式
会
社
恵
那
川
上
屋
、
恵
那
市
の
三
者
に
よ
る

連
携
協
定
が
結
ば
れ
た
。
六
次
産
業
を
実
施
し
て

い
る
恵
那
川
上
屋
の
技
術
を
基
に
、
生
徒
が
栗
の

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

で
、
同
校
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
や
地
域
経
済
を

担
う
人
材
の
育
成
、産
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
る
。

　

ロ
マ
ン
学
園
構
想　

明
智
町
内
に
あ
る
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
が
連
携
し
て
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、

お
互
い
の
教
育
の
質
を
高
め
、
地
域
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
学
校
の
連
携
組
織
で
あ

る
。
明
智
小
学
校
、吉
田
小
学
校
、明
智
中
学
校
、

恵
那
南
高
等
学
校
、
恵
那
特
別
支
援
学
校
の
五
校

三者による連携協定明智ロマン学園の取り組み
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つ
が
結
び
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
生
き
が
い
が
地
域
の
パ
ワ
ー
へ
と
変

わ
る
。
こ
れ
を
市
が
目
指
す
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
、
教
育
基
本
計
画

の
改
正
に
対
応
し
た
。
そ
し
て
、
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
を
平
成
二
二
年
（
二

〇
一
〇
）
に
策
定
し
、
生
涯
学
習
を
力
強
く
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
郷
土
の
先
人
、
佐
藤
一
斎
の
「
三
学
の
精
神
」
を
理
念
と
し
て
い
る
。

三
学
戒　
言
志
晩
録
六
〇
条

　
少
に
し
て
学
べ
ば　
則
ち
壮
に
し
て
為
す
有
り

　
壮
に
し
て
学
べ
ば　
則
ち
老
い
て
衰
え
ず

　
老
い
て
学
べ
ば　
　
則
ち
死
し
て
朽
ち
ず

　

三
学
の
精
神　

「
社
会
に
役
立
つ
有
為
な
人
に
な
ろ
う
と
、
生
涯
学
び
続

け
る
志
」
こ
れ
は
、
岩
村
藩
出
身
の
儒
学
者
佐
藤
一
斎
の

言
葉
で
、「
三
学
戒
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
こ
の
三
学
戒
を
「
三
学

の
精
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
少
、
壮
、
老
と
生
涯
を
通
じ
て
社
会
に
役
立
つ

有
為
な
人
に
な
ろ
う
と
志
を
も
っ
て
学
べ
ば
、
そ
の
精
神
は
朽
ち
る
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
の
施
策　

こ
の
理
念
の
基
に
、
三
学
の
ま
ち
推
進

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。「
読
書
の
す
す

め
」「
求
め
て
学
ぶ
」「
学
ん
で
生
か
す
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
内
容
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。

柱
一　
読
書
の
す
す
め　
－
読
書
の
ま
ち
を
つ
く
る
－

読
書
は
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
、
豊
か
な
感
性
を
育
み
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ

教
育
と
い
う
意
味
合
い
が
濃
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
生
涯
学
習
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
就
学
期
間
を
含
め
た
一
生
に
お
い
て
、
い
つ
で
も
個
人
そ
れ

ぞ
れ
が
望
ま
し
い
生
き
方
を
習
得
す
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

市
に
お
い
て
も
こ
の
考
え
方
に
立
ち
、
生
涯
学
習
は
総
合
行
政
と
し
て
市
全

体
で
考
え
る
べ
き
も
の
と
し
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
一
日
、
教
育

委
員
会
部
局
か
ら
市
長
部
局
に
移
管
し
、
市
全
体
で
力
強
く
推
進
す
る
体
制
を

整
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
社
会
教
育
課
と
し
て
い
た
部
署
を
生
涯
学
習
課

と
し
、
そ
の
考
え
方
に
立
っ
た
行
政
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
八
年
度
よ
り
第
二
次
総
合
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
生
涯
学
習
担
当
部
署
は
、
再
び
教
育
委
員
会
部
局
へ
と
戻
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
二
）
市
民
三
学
運
動 

恵
那
市
が
合
併
し
た
二
年
後
の
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
教
育
基
本
法

の
改
正
が
行
わ
れ
、生
涯
学
習
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
国
民
一
人
一
人
が
、

自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯

に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る
」

と
明
記
さ
れ
た
。

　

三
学
の
ま
ち
推
進
計
画　

生
涯
学
習
に
は
、
自
己
の
教
養
や
技
能
を
高
め

る「
個
人
の
創
造
」と
、地
域
の
課
題
を
解
決
し
、

豊
か
な
地
域
社
会
を
創
る
「
地
域
の
創
造
」
の
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
こ
の
二
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ど
、
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
こ
と
で
宣
言
の
発
表
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

宣
言
ま
で
の
経
緯

平
成
二
二
年
二
月　

�

第
一
次
恵
那
市
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
策
定

平
成
二
三
年
三
月　
『
地
域
の
誇
り　
恵
那
の
先
人　
三
十
人
』
を
発
行

平
成
二
三
年
四
月　
「
生
涯
学
習
都
市　
三
学
の
ま
ち
恵
那
宣
言
」
制
定

平
成
二
三
年
六
月　

�

市
中
央
図
書
館
で
「
生
涯
学
習
都
市　
三
学
の
ま
ち
恵

那
宣
言
」
の
制
定
記
念
碑
を
除
幕

以
後
、
読
書
活
動
や
市
民
講
座
、
三
学
の
ま
ち
講
座
、
大
学
連
携
講
座
が
設

け
ら
れ
、
学
び
の
機
会
が
充
実
し
た
。
ま
た
各
地
域
で
は
市
民
三
学
地
域
委
員

会
に
よ
り
、
学
び
の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

宣
言
の
制
定
記
念
式
典
が
平
成
二
三
年
六
月
十
一
日
、
市
民
三
学
運
動
の
柱

の
一
つ
「
読
書
の
す
す
め
」
の
拠
点
で
あ
る
市
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
恵
那
三
学
塾
」
の
開
講　

市
で
は
、平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月
に
、

「
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成

二
三
年
四
月
に
は「
生
涯
学
習
都
市　
三
学
の
ま
ち
恵
那
宣
言
」を
行
う
な
ど
、

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
民
講
座
は
、
個
人
的
な
趣
味
や
教
養
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、内
容
に
偏
り
が
大
き
く
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
市
民
三
学
運
動
を
知
ら
な
い
市
民
が
半
数
弱
で
あ
る
調
査
結
果
も
あ

り
、
進
め
方
の
問
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
総
合
的
に

解
決
し
、
市
民
挙
げ
て
の
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

る
学
習
の
ベ
ー
ス
と
な
る
。

柱
二　
求
め
て
学
ぶ　
－
市
民
の
意
欲
を
育
む
－

生
涯
学
習
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
学
ぶ
意
欲
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
目
標
を
持
つ
こ
と
と
、
い
つ
で
も
学
ぶ
環
境
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。柱

三　
学
ん
で
生
か
す　
－
地
域
社
会
に
還
元
－

生
涯
学
習
で
得
た
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
地
域

や
社
会
に
還
元
し
、
そ
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
課
題
を
さ
ら
に
学
習
す
る
。
そ

の
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

「
三
学
の
精
神
」
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、「
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」
に
示
さ
れ

た
二
二
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
市
民
三
学
運
動
を
進
め
て

い
く
と
し
た
。

　

生
涯
学
習
都
市
宣
言　

生
涯
学
習
の
考
え

方
を
強
く
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
市
は
、
平
成
二
三
年
（
二
〇

一
一
）
四
月
一
日
、生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
行
っ

た
。
学
習
の
拠
点
と
な
る
新
し
い
図
書
館
が
で

き
た
こ
と
、
当
時
の
小
泉
首
相
が
佐
藤
一
斎
の

言
葉
（
三
学
戒
）
を
引
用
し
て
生
涯
学
習
の
大

切
さ
を
国
会
で
訴
え
た
こ
と
、
市
長
が
生
涯
学

習
の
推
進
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
な

生涯学習都市　三学のまち恵那　宣言
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て
、
地
域
の
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
き
た
。

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）、
中
央
公
民
館
の
み
残
し
、
他
の
公
民
館
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
た
（
中
公
民
館
は
市
民
会
館
と

名
称
が
変
わ
っ
た
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
と
な
り
、
公
民
館
活

動
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
公
民
館
機
能

に
ま
ち
づ
く
り
機
能
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
住
民
が
使
い
や
す

い
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
平
成
二
八
年
よ
り
振
興
事
務
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
統
合
し
た
。
そ
し
て
、公
民
館
長
に
か
わ
り「
三
学
の
ま
ち
推
進
員
」

が
配
置
さ
れ
た
。
各
地
域
の
振
興
事
務
所
と
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
館
長
の

役
職
が
な
く
な
り
、振
興
事
務
所
長
が
兼
務
す
る
形
と
な
っ
た
。
結
果
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
地
域
の
地
域
振
興
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
館
長
で
あ
っ
た
役
職
が「
三
学
の
ま
ち
推
進
員
」と
な
り
、戸
惑
い
が
あ
っ

た
と
も
聞
く
。
そ
の
後
、「
三
学
の
ま
ち
推
進
員
」
か
ら
「
三
学
塾
塾
長
」
と

い
う
呼
び
名
に
変
わ
っ
た
。

（
二
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
主
に
三
学
塾
塾
長
と
主
事
で
行
っ
て

い
る
。
三
学
塾
塾
長
は
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
の
事
務
局
で
、
そ

の
地
域
の
生
涯
学
習
の
推
進
役
で
あ
る
。
主
事
は
市
民
講
座
の
推
進
役
で
、
地

域
の
講
座
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
う
。
振
興
事
務
所
長
（
大
井
町
、
長
島

町
は
振
興
室
長
）
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
ま
ち
づ
く
り

の
側
面
か
ら
推
進
し
て
い
く
役
割
で
あ
る
。

平
成
二
五
年
度
か
ら
生
涯
学
習
講
座
を
一
元
化
・
体
系
化
し
た
市
民
大
学
「
恵

那
三
学
塾
」
を
開
講
し
た
。

恵
那
三
学
塾
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
を
一
元
化
や
体
系
化
し
て
再
編
し
、

新
た
に
政
策
や
産
業
経
済
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
さ

ら
に
市
民
参
画
が
進
む
よ
う
に
、
自
主
企
画
講
座
や
市
民
登
録
講
師
制
度
を
再

整
備
し
た
。
市
は
、
こ
の
「
恵
那
三
学
塾
」
が
幹
と
な
り
、「
み
ん
な
で
学
ん

で
幸
せ
に
な
ろ
う
」
と
す
る
知
の
循
環
が
起
こ
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
と
い
っ
た
枝
葉
を
広
げ
「
生
涯
学
習
都
市　
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
と
い

う
花
を
咲
か
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
る
。

二　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

（
一
）
公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ 

市
に
は
、
合
併
前
か
ら
各
地
域
に
一
つ
ず
つ
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

合
併
後
は
そ
の
ま
ま
新
市
の
施
設
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
旧
恵
那
市
に
八
つ
の

公
民
館
、恵
南
の
町
村
に
五
つ
の
公
民
館
が
あ
り
、合
計
一
三
施
設
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
地
域
の
名
前
を
冠
し
た
公
民
館
で
あ
る
が
、
大
井
町
と

長
島
町
の
み
、
他
の
機
能
も
併
せ
持
つ
た
め
名
前
が
異
な
っ
て
い
た
。
大
井
町

は
中
公
民
館
、
長
島
町
は
中
央
公
民
館
と
呼
ん
だ
。

公
民
館
の
歴
史
は
古
く
、
社
会
教
育
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
二
四
年
（
一
九

四
九
）
ま
で
遡
る
。
社
会
教
育
法
は
、
学
校
教
育
と
並
ぶ
社
会
教
育
の
重
要
性

に
鑑
み
施
行
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
公
民
館
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
法
律
に
沿
っ



254

第二部　新市の変遷 

振
興
会
長
が
「
先
人
の
意
思
を
受
け
継
い
で
、
集
会
や
行
事
、
文
化
活
動
、
人

づ
く
り
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。小
坂
市
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
学
び
や
ふ
れ
あ
い
、
娯
楽
、
交
流
の
場
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
た
。

三　
恵
那
市
中
央
図
書
館 

（
一
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
開
館　

 

市
民
に
親
し
ま
れ
、
共
に
成
長
し
、
永
き
に
わ
た
り
市
民
が
誇
れ
る
「
知
の

殿
堂
」
と
し
て
の
図
書
館
を
目
指
す
と
い
う
理
念
の
下
恵
那
市
中
央
図
書
館
が

設
立
さ
れ
た
。
こ
の
理
念
に
沿
っ
て
、

市
は
、
中
央
図
書
館
を
学
び
の
場
、

読
書
推
進
の
核
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

具
体
的
な
図
書
館
事
業
の
柱
と
し
て
、

・
市
民
に
よ
る
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

・�

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

・�
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

環
境
の
整
備

の
三
本
立
て
で
各
種
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

恵那市中央図書館開館式典

生
涯
学
習
課
は
、
情
報
交
流
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
定
期
的
に
塾
長

会
、
主
事
会
を
開
催
し
て
い
る
。

（
三
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設 

主
な
施
設
の
新
築
・
改
修
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築　

武
並
町
竹
折
に
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
。
建

物
は
、
鉄
骨
平
屋
約
九
九
〇
㎡
、
三
〇
〇
人
収
容
の
集
会
室
や
調
理
実
習
室
、

和
室
な
ど
が
あ
る
。
武
並
小
学
校
に
隣
接
し
、
公
民
館
に
振
興
事
務
所
を
併
設

す
る
施
設
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
竣
工
式
は
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

中
野
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築　

公
民
館
と
振
興
事
務
所
が
併
設

す
る
中
野
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月
四
日
の
竣
工
式
に
は
、

地
元
関
係
者
約
一
二
〇
人
が
出
席
し
た
。
式
後
の
地
域
主
催
の
祝
賀
会
で
は
、

中
野
方
小
学
校
六
年
生
に
よ
る
杵
振
り
踊
り
の
他
、
め
れ
た
ば
や
し
保
存
会
、

中
野
方
音
頭
保
存
会
に
よ
る
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
た
。

　

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修　

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
五
三
年
（
一

九
七
八
）
の
完
成
か
ら
四
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、
屋
根
防
水
工
事
や
外
壁
塗

装
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
、
床
の
張
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
平
成
三
一
年

（
二
〇
一
九
）
三
月
二
日
、
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
東
野
開
発
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〇
〇
冊
が
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
平
成
一
九
年
七
月
七
日
、
恵
那
市
中
央
図
書

館
が
開
館
し
、
関
係
者
が
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
開
館
を

盛
り
上
げ
た
。

（
二
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
施
設
の
概
要 

・
位
置　
長
島
町
中
野
二
丁
目
二
番
地
五
、
敷
地
面
積
四
七
三
二
㎡

・�

建
物
規
模　
二
階
建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
造
）、
建
築

面
積　
二
一
三
八
㎡
、
延
床
面
積
二
六
五
二
㎡

・
総
工
費　
約
一
〇
億
円

・�

蔵
書
収
容
能
力　
開
架
図
書
一
〇
万
冊
（
一
般
図
書
八
万
冊
、
児
童
図
書

二
万
冊
）、
閉
架
図
書
一
〇
万
冊
、
合
計
二
〇
万
冊

・�

そ
の
他　
お
は
な
し
テ
ラ
ス
、
雑
誌
な
ど
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
な
ど

（
三
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
の
施
設
の
特
徴 

恵
那
市
中
央
図
書
館
は
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
に
な
る
よ
う

に
四
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
。

①
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
図
書
館

②
快
適
な
読
書
空
間
、
環
境
の
整
っ
た
図
書
館

③�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
利
用
し
や
す
い
図

書
館

④
管
理
し
や
す
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し
や
す
い
図
書
館

令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
の
中
央
図
書
館
の
規
模
は
、
蔵
書
数
約
二
六
万

一
〇
〇
〇
冊
、
来
館
者
約
一
二
万
人
、
貸
出
数
約
二
六
万
冊
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画　

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
重
要
な
位
置
付
け
に
な
る
の

が
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
で
あ
る
。
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
指
摘

さ
れ
る
中
で
、
国
で
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成

一
三
年
一
二
月
一
二
日
施
行)
を
定
め
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
は
「
第

五
次
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
を
策
定
し
た
。

市
で
も
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
行
政
な
ど
が
手
を
取
り
合
い
、
全
て
の
子
ど

も
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
計
画
の
策
定
と
推
進
を
担
う
の
が
中
央
図
書
館
で
あ
る
。

　

開
館
ま
で
の
経
緯　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
、
㈶
伊
藤
青
少
年

育
成
奨
学
会
（
伊
藤
喜
美
理
事
長
）
か
ら
図
書
館
を

建
設
し
、
市
に
寄
付
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
市
は
、
建
設
に
向
け

恵
那
市
中
央
図
書
館
建
設
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
協
議
会
で
図
書
館
の
運
営

方
法
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
新
し
い
図
書
館
の
姿
を
ま
と
め
た
も
の
が
市
長
に
答

申
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
市
民
と
共
に
新
し
い
図
書
館
の
整
備
を

進
め
た
。

平
成
一
九
年
七
月
一
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
中
央
図
書
館
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
㈶
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会
か
ら
図
書
館
の
施
設
と
蔵
書
二
万
三
〇
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民
目
線
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初
の
計
画
ど
お
り
、「
三
学
の
ま

ち
推
進
計
画
」
の
柱
一
「
書
に
学
ぶ
」
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
を
確
か
な
も

の
に
し
た
。

中
央
図
書
館
五
年
間
の
歩
み

平
成
一
九
年　
七
月　

�

市
中
央
図
書
館
開
館
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
へ
配
送
サ
ー
ビ
ス

を
開
始

　
　
　
　
　
　
九
月　
小
・
中
学
校
図
書
室
へ
配
送
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
二
〇
年　
二
月　

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
予
約
図
書
の
受
け

取
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

平
成
二
一
年　
三
月　
「
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
策
定

平
成
二
二
年　
四
月　

�

二
五
歳
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
設
置
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰

　
　
　
　
　
　
七
月　
「
子
ど
も
司
書
講
座
」
開
始

　
　
　
　
　
一
〇
月　
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
開
始

平
成
二
三
年　
六
月　

�

生
涯
学
習
都
市
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
の
記
念

碑
を
設
置

　

天
の
川
イ
ベ
ン
ト　

毎
年
、
恵
那
市
中
央
図
書
館
で
は
、
開
館
時
期
に
開

館
記
念
と
し
て
「
天
の
川
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
て

い
る
。
古
本
市
や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
の
天
の
川
イ
ベ
ン
ト
は
、
恵
那
市
少
年
少
女
合

（
四
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
、
開
館
五
周
年 

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
七
月
に
開
館
五
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
五
年
間

で
中
央
図
書
館
は
大

き
く
変
化
し
た
。

開
館
当
初
の
蔵
書

は
一
四
万
四
〇
〇
〇

冊
だ
っ
た
の
が
、
毎

年
計
画
的
に
増
加

し
、
二
〇
万
冊
を
超

え
た
。
ま
た
、
本
の

貸
し
出
し
数
は
旧
図

書
館
で
は
、
年
間
一

四
万
五
〇
〇
〇
冊

だ
っ
た
の
が
、
三
七

万
七
〇
〇
〇
冊
を
超

え
た
。

図
書
館
の
運
営
も

職
員
の
み
で
な
く
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
が
加
わ
り
、
市
表２-４-４-１　図書館利用者数の推移

資料：中央図書館

区　　　　　分 蔵書数 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

中 央 図 書 館 251,947 62,147 65,521 64,187 61,139 43,172
東野コミュニティセンター図書室 2,224 1,141 881 366 336 216
三郷コミュニティセンター図書室 2,716 191 178 77 147 141
武並コミュニティセンター図書室 2,281 36 31 11 40 80
笠置コミュニティセンター図書室 2,200 282 268 267 202 199
中野方コミュニティセンター図書室 3,350 87 97 107 128 93
飯地コミュニティセンター図書室 2,010 107 72 95 106 80
岩村コミュニティセンター図書室 8,113 333 384 460 518 404
山岡コミュニティセンター図書室 5,201 1,531 1,275 1,122 1,097 645
明智コミュニティセンター図書室 10,126 1,763 1,613 1,371 1,328 1,268
串原コミュニティセンター図書室 4,133 560 349 292 339 241
上矢作コミュニティセンター図書室 10,924 249 325 209 315 262

合　　　　　計 305,225 68,427 70,994 68,564 65,695 46,801

（単位：冊、人）
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校
が
八
校
あ
り
、
学
校
の
行
き
帰
り
に
は
、
交
通
事
故
や
痴
漢
、
連
れ
去
り
な

ど
の
犯
罪
、大
雨
時
の
水
路
の
増
水
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
。

市
で
は
、
市
内
の
二
三
二
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線
と
各
家
庭

の
音
声
告
知
機
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
の
時
間
を
放
送
し
て
い
る
。

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
市
社
会
教
育
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
「
防
災
行
政
無
線
で
市
民
に
下
校
時
間
を

周
知
し
て
、
住
民
が
見
守
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安
全
に
下
校
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
」
と
発
案
し
た
。
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
市
で
は
、
自

治
連
合
会
や
地
域
自
治
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
平
成
二
〇
年

六
月
か
ら
下
校
の
放
送
を
始
め
た
。

放
送
は
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
つ
な
が
る
よ
う
に
、
小
学
生
が
実
際
に

録
音
し
、
放
送
し
て
い
る
。
放
送
す
る
時
間
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
学
校
に
よ
っ
て
行
事
な
ど
で
下
校
時
間
が
同
一
で
な
い
た
め
で

あ
る
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
壮
健
ク
ラ
ブ
や
青
少
年
育
成
委

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
見
守
り
隊
を
結
成
し
、
登
下
校

の
付
き
添
い
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
地
域
も
あ
る
。

恵
那
市
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
教
育
長
を
運
営
委
員
長
と
し
、
恵
那
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
、
保
護
司
や
学
校
の
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
な

ど
に
指
導
員
を
委
嘱
し
、
主
に
補
導
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
年
、
み
の
じ

唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
幕
が
開
け
た
。
小

学
校
二
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
二
〇
人

が
歌
声
を
披
露
し
て
美
し
い
歌
声
が
館
内
に

響
き
渡
っ
た
。

（
五
）�

中
央
図
書
館
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

セ
ン
タ
ー
図
書
室
、
学
校
図
書
館 

中
央
図
書
館
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
図
書
室
、
学
校
図
書
室
は
図
書
シ
ス
テ

ム
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
蔵
書
を
互
い
に
確

認
で
き
、
配
送
便
な
ど
を
通
し
て
、
本
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
市
で
は
、
各
施
設
の
蔵
書
を
市
民
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
整
っ
て

い
る
。

四　
青
少
年
育
成 

市
が
合
併
し
て
か
ら
も
、
青
少
年
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
も
著
し
く
変
化
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が
健
全
で
主
体
性
を

持
ち
、
地
域
の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
政
や
民
間
が

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

（
一
）
子
ど
も
の
安
全
を
守
る 

　

下
校
放
送　

市
内
に
は
小
学
校
が
一
五
校
（
平
成
二
五
年
度
時
点
、
二
六

年
度
以
降
は
吉
田
小
学
校
が
閉
校
し
た
た
め
一
四
校
）、
中
学 天の川イベント　古本市



258

第二部　新市の変遷 

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
市
内
で
は
夏
休
み
、
冬
休

み
な
ど
の
長
期
休
業
日
を
利
用
し
て
、
各
団
体
が
、
各
種
の
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

　

え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ　

毎
年
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
え
な
し
こ
ど

も
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
る
。
会
場
に
は
手

軽
に
楽
し
め
る
工
作
や
不
思
議
な
科
学
実
験
を
中
心
に
、
二
日
間
で
四
〇
程
度

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
。
実
行
委
員
会
形
式
で
実
施
さ
れ
、
事
務
局
は
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。
夏
休
み
に
入
っ
た
最
初
の
土
日
に
行
わ
れ
、
大
勢
の

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。

　

子
ど
も
会
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　

夏
休
み
の
始
め
に
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
、
笠
置
山
の
「
望
郷
の
森
」
で
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
。
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
さ
れ

る
行
事
で
あ
る
。
夏
の
暑
い
日
で
あ
る
が
、
笠
置
山
の
頂
上
近
く
、
涼
し
い
場

所
で
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。
恵
那
市
子
連
（
恵
那
市
子
ど
も
会
指
導
者
連

絡
協
議
会
）
が
主
催
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
会
ド
ッ
ヂ
ビ
ー　

毎
年
秋
に
、
ま
き
が
ね
公
園
体
育
館
を
会
場
と

し
て
、
恵
那
市
子
連
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
る
。
地
区
の
子
ど
も
会
単
位
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
対
抗
戦
で
試
合
を
行

う
。今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、チ
ー
ム
同
士
の
団
体
戦
形
式
の
対
抗
戦
は
、

あ
ま
り
経
験
す
る
機
会
が
な
い
の
で
、
こ
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
は
、
数
少
な
い

貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
い
る
。

の
み
の
り
祭
に
は
、
多
く
の
指
導
員
が
分
担
し
、
街
中
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

他
に
も
地
域
住
民
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
三

〇
年
（
二
〇
一
八
）
一
二
月
一
四
日
、
大
井
町
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
長

島
町
交
通
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
合
同
年
末
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

恵
那
警
察
署
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
や
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、
地
域
の

隊
員
一
一
二
人
が
大
井
町
の
中
央
公
園
か
ら
市
街
地
一
帯
に
向
け
て
出
発
し

た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
隊
長
は
「
買
い
物
や
仕
事
を
し
な
が
ら
子
ど
も
を
見
守

る
『
な
が
ら
見
守
り
』
は
、
地
域
で
で
き
る
活
動
」
と
話
し
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
犯
意
識
向
上
を
訴
え
た
。こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
子
ど
も
の
心
身
を
鍛
え
る 

子
ど
も
の
心
身
を
鍛
え
る
取
り
組
み
は
、
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
代

表
的
な
も
の
に
「
恵
那
て
く
て
く
の
旅
」
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
一
般

社
団
法
人
恵
那
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
と
地
元
有
志
ら
で
作
る
協
議
会
の
主
催

で
、
小
学
生
の
心
身
の
鍛
錬
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
夏
休
み
の
長
期
休
暇
を

利
用
し
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
か
ら
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
ま

で
の
約
五
〇
㎞
を
二
泊
三
日
で
歩
く
事
業
で
あ
る
。

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
始
ま
り
、
平
成
二
八
年
ま
で
一
〇
回
開
催
さ

れ
た
。
毎
年
、
約
一
〇
〇
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
付

け
る
中
、
仲
間
と
励
ま
し
あ
っ
て
全
員
が
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
。

（
三
）
子
ど
も
の
芽
を
伸
ば
す 

子
ど
も
の
と
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
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か
し
た
り
し
た
。

帰
国
報
告
会
で
は
、
一
人
一
人
が
、
出
発
前
、
現
地
で
の
経
験
、
帰
国
後
の

振
り
返
り
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
発
表
し
た
。
ど
の
生
徒
も
、
こ
の
事
業
で

の
経
験
を
以
後
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
る
。

（
五
）
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
て
る 

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
七
月
二
五
日
、
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
集
ま

り
、
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
市
内
の
八
中
学
校
三
二
人
の

生
徒
が
参
加
し
た
。
お
互
い
の
活
動
を
発
表
し
合
い
、
学
び
合
っ
た
後
、「
自

ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
恵
那
市
の
中
学
生
」
を
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
の
共
同
宣

言
と
し
て
採
択
し
た
。

（
六
）
成
長
を
祝
う 

合
併
以
後
、
各
地
域
（
市
内
六
カ
所
）
で
開
催
し
て
い
た
成
人
式
を
、
平
成

二
三
年
（
二
〇
一
一
）
か
ら
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
一
カ
所
で
統

一
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
（
令
和
三
年
五
月
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
分
散
開
催
を

除
く
）、新
成
人
を
市
全
体
で
祝
福
す
る
一
体
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
毎
年
、

八
月
ご
ろ
か
ら
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、「
恵
那
市
な
ら
で
は
」「
こ
の
年
な
ら

で
は
」の
成
人
式
に
し
よ
う
と
計
画
を
す
る
。半
年
間
の
計
画
期
間
は
あ
る
が
、

実
行
委
員
が
ち
ょ
う
ど
進
学
や
就
職
な
ど
で
市
を
離
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
る

の
で
な
か
な
か
揃
わ
な
い
と
い
う
困
難
さ
も
あ
る
。
市
と
し
て
も
新
年
初
め
の

一
大
行
事
で
あ
り
、
注
目
度
は
高
い
。

令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
か
ら
は
民
法
が
改
正
さ
れ
、
成
人
年
齢
が
一
八

　

子
ど
も
会
か
る
た
取
り
大
会　

恵
那
市
子
連
が

主
催
す
る
冬
の

定
例
行
事
で
あ
る
。
伝
統
的
な
か
る
た
取
り
を
競

う
こ
と
で
、
市
内
各
地
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
七
日
の
開
催

で
は
、
大
井
小
学
校
の
体
育
館
で
か
る
た
取
り
大

会
が
開
か
れ
た
。
小
学
生
九
八
人
と
中
学
生
三
〇

人
が
参
加
し
た
。

（
四
）
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ
る 

恵
那
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
二
五
回
に
わ

た
り
海
外
派
遣
事
業
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
市
の
中
学
生
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ト
ゥ
ー
ン
バ
市
オ
ー
キ
ー
地
区
を
訪
問
し
、
現
地
の
学
校
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
交
流
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
数
回
は
高
校
生
も
参
加
し
て
い

る
。出

発
前
の
事
前
研
修
で
は
、
現
地
で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
準
備
や
、
披
露

す
る
合
唱
の
練
習
を
す
る
。
ま
た
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

と
の
グ
ル
ー
プ
活
動
や
、英
会
話
指
導
も
あ
り
、英
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
ら
れ
る
。現
地
研
修
で
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
し
、

ホ
ス
ト
家
族
と
親
密
な
交
流
が
で
き
る
。
現
地
の
学
校
で
の
交
流
で
は
、
演
劇

の
授
業
に
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
現
地
の
学
生
と
一
緒
に
体
を
動 子ども会かるた取り大会
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徒
は
、
市
の
代
表
と
し
て
東
濃
地
区
出
場
者
選
考
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
、
上
位

に
選
ば
れ
る
と
県
大
会
に
出
場
す
る
。

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
六
月
一
一
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
、
合
併
後
初
の
第
一
回
少
年
の
主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
優
秀
賞
に
「
私

の
大
切
な
お
母
さ
ん
」
を
発
表
し
た
生
徒
と
「
残
し
た
い
わ
が
町
の
祭
り
を
」

を
発
表
し
た
生
徒
が
選
ば
れ
た
。
優
秀
賞
の
二
人
は
、
東
濃
地
区
出
場
者
選
考

委
員
会
に
推
薦
さ
れ
た
。

五　
人
権
・
同
和
教
育 

市
で
は
「
多
種
多
様
な
分
野
に
わ
た
る
人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
・
関
心
を

高
め
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
が
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
人
権
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図

る
」
と
い
う
願
い
で
人
権
啓
発
運
動
を
進
め
て
い
る
。
進
め
る
上
で
は
、
生

涯
学
習
課
が
講
演
会
を
、
社
会
福
祉
課
が
啓

発
を
、
総
務
課
が
市
職
員
の
研
修
を
担
う
な

ど
、
市
の
各
部
署
が
連
携
し
て
人
権
・
同
和

教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

人
権
・
同
和
講
演
会　

平
成
二
八
年
（
二

〇
一
六
）
一
月
三

〇
日
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
・
同

和
問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
教
育

歳
に
な
っ
た
の
を
受
け
、「
成
人
式
」
を
「
二
十
歳
を
祝
う
会　
恵
成
式
」
と

改
称
し
、
引
き
続
き
二
〇
歳
で
祝
賀
会
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
恵
那
の
「
恵
」

と
大
人
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
「
成
」
の
文
字
の
組
み
合
わ
せ
の
造
語
で
あ

る
。（

七
）
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

青
少
年
が
健
全
で
主
体
性
を
持
ち
、
自
立
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

は
、
大
人
や
家
庭
・
地
域
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
悪
化
し
て
お
り
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

を
願
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
支
援
団
体
で
あ
る
。
市
長
を
会
長
に
、
市
内
一
三

地
域
か
ら
推
進
員
を
委
嘱
し
、
運
営
委
員
会
を
形
成
し
て
い
る
。
全
体
を
三
部

会
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
支
援
活
動
を
し
て
い
る
。

「
地
域
活
動
部
会
」
は
、
総
会
な
ど
を
企
画
し
「
少
年
の
主
張
大
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。「
研
修
部
会
」
は
、
会
員
や

市
民
の
研
修
の
機
会
を
企
画
運
営
し
て
い

る
。「
広
報
部
会
」
は
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

少
年
の
主
張
大
会　

市
内
の
中
学
生
が
自

身
の
思
い
を
発
表
す

る
場
と
し
て
「
少
年
の
主
張
大
会
」
を
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
生

恵那市少年の主張大会

人権・同和講演会
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一
八
年
二
月
二
日
に
統
合
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
新
市
の
恵
那
市
文
化
振
興

会
が
発
足
し
た
。
統
合
し
た
の
は
、
旧
恵
那
市
文
化
振
興
会
、
岩
村
町
文
化
協

会
、
山
岡
町
文
化
協
会
、
明
智
町
文
化
協
会
、
串
原
文
化
展
文
化
祭
実
行
委
員

会
、
上
矢
作
町
文
化
協
会
の
六
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
全
体
で
一
体

的
に
文
化
振
興
を
推
進
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
平
成
二
四
年
四
月
、
公
益

財
団
法
人
恵
那
市
文
化
振
興
会
に
移
行
し
た
。

（
二
）
恵
那
市
文
化
振
興
会
の
取
り
組
み 

　

伝
統
芸
能
大
会　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
よ
り
毎
年
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
市
伝
統
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

地
歌
舞
伎
や
文
楽
、
獅
子
舞
な
ど
、
市
内
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸
能
を
一

堂
に
会
し
て
披
露
す
る
も
の
で
あ
る
。

毎
年
一
月
か
ら
二
月
の
間
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。
大
ホ
ー

ル
で
伝
統
芸
能
の
上
演
を
行
い
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
各
種
団
体
の
代
表
に
よ

る
、
お
目
見
え
だ
ん
ま
り
が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
広
重
美
術
館
に
よ
る
版
画

の
刷
り
体
験
、
物
産
展
も
開
設
さ
れ
る
。
市
の
伝
統
と
文
化
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
催
し
で
あ
る
。

　

市
文
化
祭　

市
民
が
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
作

品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

内
容
は
、
華
道
展
、
山
野
草
展
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
市
民
茶
会
、
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
高
齢
者
作
品
展
、
美
術
展
、
短
歌
大
会
、
将
棋
大
会
、
俳
句
大

会
、
囲
碁
大
会
な
ど
一
一
部
門
で
あ
る
。
山
野
草
展
は
、
恵
那
市
市
民
会
館
で

大
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
土
田
光
子
が
、
三
五
年
間
の
中
学
校
で
の
教
員

経
験
を
基
に
講
演
し
た
。
参
加
者
同
士
で
話
し
合
う
時
間
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
改
め
て
人
権
の
問
題
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
は
、
令
和
六
年
二
月
八
日
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
角
岡
伸
彦
を
講
師
に
迎
え
、「
こ
れ
か

ら
の
部
落
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
情
報
化
社
会
の
発
展

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
拡
散
や
誹
謗
中
傷
の
実
態
な
ど
の
話

か
ら
、
参
加
者
の
問
題
意
識
が
高
ま
っ
た
。

第
五
節　
文
化 

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月
に
制
定
さ
れ
た
「
教
育
大
綱
（
教
育
振
興

基
本
計
画
）」
の
伝
統
的
な
文
化
・
芸
術
の
伝
承
の
施
策
に
「
社
会
情
勢
の
変

化
で
、
地
域
内
の
伝
統
的
な
文
化
・
芸
術
の
伝
承
者
不
足
に
よ
る
途
絶
の
危
機

が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
若
い
後
継
者
を
育
成
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
近
い
将
来
、
伝
統
的
な
文
化
・
芸
術
が
消
え
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
市
の
合
併
後
で
あ
っ
て
も
、
従
前
の
文
化
・
芸
術
を
大
切
に
残
す
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
、
組
織
も
新
市
と
し
て
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

一　
文
化
振
興 

（
一
）
恵
那
市
文
化
振
興
会
、
恵
南
文
化
協
会
な
ど
の
統
合 

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
八
月
か
ら
統
合
に
向
け
て
協
議
を
進
め
、
平
成
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言
志
祭　

佐
藤
一
斎
の
教
え
を
振
り
返
り
、
功
績
を
称
え
る
こ
と
が
目
的

で
、
毎
年
一
斎
の
命
日
一
〇
月
一
九
日
に
近
い
土
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
一
〇
月
二
九
日
、
佐
藤
一
斎
生
誕
二
五
〇
年
を
記

念
し
た
「
第
二
六
回
言
志
祭
～
佐
藤
一
斎
ま
つ
り
～
」
が
開
催
さ
れ
た
。
岩
邑

小
学
校
六
年
生
に
よ
る
群
読
の
他
、
献
花
や
顕
彰
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
六

年
生
の
児
童
は
、「
難
し
そ
う
だ
と
思
っ
て
も
、
挑
戦
す
る
こ
と
、
夢
を
叶
え

る
た
め
に
粘
り
強
く
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
斎
先
生
か
ら
学
び
ま
し

た
。」
と
話
し
て
い
た
。

（
二
）
山
本
芳
翠 

山
本
芳
翠
は
日
本
洋
画
界
の
先
駆
者
の
一

人
に
数
え
ら
れ
る
著
名
な
画
家
で
、
早
い
時

期
に
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
、
洋
画
や
舞
台
装

飾
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
日
本
洋
画
の
発
展
に

情
熱
を
燃
や
し
、
そ
の
功
績
か
ら
「
日
本
洋

画
の
父
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

企
画
展　

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
月
二
日
よ
り
三
月
一
一
日
ま
で
、

「
山
本
芳
翠
～
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
画
家
～
」
と
銘
打
っ
て
、

中
山
道
広
重
美
術
館
五
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
展
が
開
催
さ
れ
た
。
明

智
町
の
大
正
村
役
場
内
に
事
務
所
を
置
く
山
本
芳
翠
顕
彰
会
と
共
同
で
企
画
し

た
。

山本芳翠

開
催
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
門
は
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

市
美
術
展
は
、
市
文
化
祭
の
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
公
募
に
よ
る
作
品
展
で
あ

る
。
市
美
術
展
に
は
八
部
門
の
作
品
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
が
、
全
部
門
通
し
て
の

最
高
賞
が
、
芳
翠
大
賞
で
あ
る
。

二　
先
人
顕
彰 

恵
那
市
に
は
、
岩
村
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
人
を
中
心
に
、
著
名
な
人
物
が

い
る
。
こ
れ
ら
の
先
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
文
化

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。偉
大
な
先
人
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、佐
藤
一
斎
、

山
本
芳
翠
、
下
田
歌
子
、
三
好
学
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
先
人
に
対
す
る
記
念
事
業
が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
、
先
人
顕
彰

に
対
す
る
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
「
三
学
の

ま
ち
推
進
計
画
」
策
定
や
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
宣
言
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
一
）
佐
藤
一
斎 

佐
藤
一
斎
は
、
幕
末
の
儒
学
者
で
、
昌
平

坂
学
問
所
の
学
頭
で
あ
っ
た
。
岩
村
藩
ゆ
か

り
の
人
物
で
、人
生
訓
と
し
て
『
言
志
四
録
』

を
著
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
教
え
を
受

け
た
人
物
は
多
く
、
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ

た
人
物
の
多
く
は
、
一
斎
の
教
え
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

佐藤一斎
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歌
子
を
学
祖
と
す
る
実
践
女
子
大
学
の
飯
塚
幸

子
学
長
、旧
岩
村
町
の
鈴
木
隆
一
教
育
長
が
「
家

庭
教
育
の
大
切
さ
、
心
育
て
の
在
り
方
、
故
郷

へ
の
思
い
」
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

以
来
、
下
田
歌
子
賞
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
そ

の
表
彰
式
に
は
形
を
変
え
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
続

い
て
い
る
。

　

下
田
歌
子
生
誕
一
五
〇
年
記
念
行
事　

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
下

田
歌
子
生
誕
一
五
〇
年
を
祝
い
、

「『
源
氏
物
語
』
展
」「『
源
氏
物
語
』
展
記
念
講
演
」「
第
二
回
下
田
歌
子
賞
表

彰
式
＆
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
一
連
の
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

　
『
き
ら
り
う
た
こ
』
寄
贈　

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
二
日
、
下
田

歌
子
の
生
涯
を
漫
画
に
し
た
『
き
ら
り　
う
た

こ
』（
四
六
版
、
本
文
一
六
〇
ペ
ー
ジ
、
口
絵
一
〇
ペ
ー
ジ
）
が
、
実
践
女
子

学
園
親
善
大
使
の
鈴
木
隆
一
か
ら
市
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
市
は
、
中
央
図
書
館
や

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
。

実
践
女
子
学
園　

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
一
一
月
、
下
田
歌
子
が
創
立

し
た
学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
（
東
京
都
日
野
市
）
と
恵

那
市
が
連
携
協
定
を
締
結
し
、
下
田
歌
子
賞
表
彰
式
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ

て
締
結
式
を
開
催
し
た
。（
当
時
の
主
管
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
ま
た
、
大

学
連
携
講
座
と
し
て
、
実
践
女
子
学
園
の
教
授
な
ど
が
講
師
に
な
り
、
市
民
向

　

山
本
芳
翠
生
誕
一
六
〇
年　

山
本
芳
翠
が
明
智
町
野
志
で
生
誕
し
て
か
ら

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
で
一
六
〇
年
を

迎
え
た
。
合
併
か
ら
六
年
後
の
年
で
あ
る
。
恵
那
市
と
山
本
芳
翠
顕
彰
会
が
山

本
芳
翠
の
功
績
や
作
品
を
紹
介
し
、
わ
が
ま
ち
で
誇
る
先
人
と
し
て
称
え
る
記

念
事
業
を
開
催
し
た
。
講
演
会
（
第
一
弾
、
第
二
弾
）、
企
画
展
、
水
墨
画
展

な
ど
、
一
連
の
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
山
本
芳
翠
顕
彰
事
業
に
一
年
先
だ
っ
て
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
に
明
智

町
野
志
の
生
家
の
前
に
看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

（
三
）
下
田
歌
子 

下
田
歌
子
は
岩
村
町
出
身
で
、
明
治
・
大

正
時
代
を
代
表
す
る
女
子
教
育
の
先
駆
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

下
田
歌
子
賞
の
創
設　

岩
村
町
で
は
平
成

一
五
年
度
（
二
〇

〇
三
）
か
ら
岩
村
町
出
身
の
下
田
歌
子
の
業
績
を
顕
彰
し
、
そ
の
生
き
方
、
考

え
方
を
学
ぶ
「
下
田
歌
子
賞
」
を
創
設
し
、
全
国
に
エ
ッ
セ
イ
と
短
歌
な
ど
を

募
集
し
た
。

新
市
に
な
っ
て
か
ら
も
継
続
し
、
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
で
二
〇
回
目

を
迎
え
た
。

第
二
回
の
入
賞
者
の
表
彰
式
に
は
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
審
査
委
員
長
の
作
家
、
童
門
冬
二
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
下
田 下田歌子

下田歌子賞表彰式
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ほ
し
い
。」
と
、
漫
画
本
『「
桜
ノ
博
士
」
三
好
学
物
語
』
を
平
成
二
四
年
（
二

〇
一
二
）
三
月
に
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
本
は
、
全
一
六
〇
ペ
ー
ジ
で
市
内
の
小

中
学
生
約
四
五
〇
〇
人
に
配
ら
れ
た
他
図
書
館
な
ど
市
内
の
主
な
公
共
施
設
に

置
か
れ
た
。

（
五
）
嚶お
う
め
い鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
故
郷
の
先
人
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と

づ
く
り
、
心
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
力
を
合
わ
せ
、
そ
の
取
り
組

み
を
全
国
に
情
報
と
し
て
発
信
す
る
と
共
に
、
切
磋
琢
磨
し
、
先
人
の
志
と
行

動
力
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
で
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
六

月
一
日
に
発
足
し
た
。
毎
年
実
施
さ
れ
る
「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
心
に
、

市
町
長
会
議
、
教
育
長
会
議
、
担
当
者
会
議
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
開
催
し
、
交
流
と
連
携
を
促
進
し
て
い
る
。
恵
那
市
は
、
郷
土
の
先

人
と
し
て
、佐
藤
一
斎
、山
本
芳
翠
、下
田
歌
子
、三
好
学
を
掲
げ
て
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
は
、
後
の
市
民
三
学
運
動
へ

の
気
運
を
盛
り
上
げ
た
。
そ
の
後
も
、
市
は
各
地
で
開
催
さ
れ
る
嚶
鳴
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

平
成
二
一
年
は
、恵
那
市
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。『
言
志
四
録
』を
記
し
、

「
三
学
戒
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
岩
村
藩
出
身
の
儒
学
者
佐
藤
一
斎
の
没
後
一
五

〇
年
祭
と
し
て
行
わ
れ
た
。
言
志
祭
に
は
、
小
泉
元
首
相
も
訪
れ
、
佐
藤
一
斎

の
言
葉
を
引
用
し
生
涯
学
習
の
大
切
さ
を
話
し
た
。

（
六
）『
地
域
の
誇
り　

恵
那
の
先
人　

三
十
人 

』

け
の
講
座
を
開
講
し
た
。

平
成
三
一
年
に
は
、
実
践
女
子
学
園
が
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
、
岩
村
町

で
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
創
立
者
の
思
い
を
再
確
認
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
記
念
日
を
祝
お
う
と
企
画
さ
れ
、
関
係
者
一
四
〇
人
が
出
席
し
た
。
記
念

碑
の
除
幕
に
続
き
、
岩
村
町
獅
子
舞
の
披
露
や
岩
邑
中
学
校
生
徒
に
よ
る
合
唱

と
恵
那
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
あ
り
、
学
園
、
行
政
、
地
元
住

民
が
共
に
記
念
の
日
を
祝
っ
た
。

（
四
）
三
好
学 

三
好
学
は
、
岩
村
町
出
身
で
あ
る
。
若
い

こ
ろ
か
ら
勉
学
に
励
み
、
桜
な
ど
の
植
物
に

興
味
を
持
ち
、
日
本
の
近
代
植
物
学
の
基
礎

を
築
い
た
。
ま
た
天
然
記
念
物
保
護
に
も
力

を
注
い
だ
。
特
に
桜
と
花
菖
蒲
の
研
究
は
有

名
で
、「
桜
の
博
士
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

三
好
学
生
誕
一
五
〇
年
祭　

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
六
月
、
三
好
学

生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
事
業
が
開
催
さ

れ
た
。
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ゆ
か
り
の
品
の
展
示
、
こ
ど
も
植
物
画
の
巡

回
展
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　

三
好
学
の
漫
画
本
が
完
成　

三
好
学
博
士
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
は
、「
先
人
の
功
績
か
ら
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
と
共
に
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
生
き
方
や
考
え
方
を
学
ん
で 三好学
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央
図
書
館
、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
の
図
書
室
な
ど
に
設
置
し
て

い
る
。

三　
文
化
の
伝
承 

（
一
）
地
歌
舞
伎 

岐
阜
県
内
に
は
歴
史
あ
る
芝
居
小
屋
が
数
多
く
現
存
し
、
三
〇
を
超
え
る
保

存
会
が
精
力
的
に
活
動
す
る
日
本
一
地
歌
舞
伎
が
盛
ん
な
県
で
あ
る
。
中
で

も
、
東
濃
地
方
、
そ
し
て
恵
那
市
に
お
い
て
は
県
下
で
も
最
も
多
く
の
保
存
会

が
あ
り
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
市
単
位
で
は
な
く
、
地
域
単
位
で

の
文
化
で
あ
る
の
で
市
の
合
併
に
そ
れ
ほ
ど
関
係
は
な
い
が
、
合
併
後
、
恵
那

市
と
し
て
伝
統
芸
能
大
会
な
ど
で
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ
が
各
保
存
会
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
二
）
筑
前
琵
琶 

毎
年
一
〇
月
、
筑
前
琵
琶
演
奏
会
が
、
恵
那
観
光
大
使
の
筑
前
琵
琶
奏
者�

田
中
旭
泉
を
迎
え
て
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る
。
毎
年
の
恒
例
と

な
っ
て
い
る
。

令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
は
、「
孤
忠
苦
節
の
臣
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

琵
琶
の
音
色
と
声
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
戦
国
武
将
の
石
田
三
成
の
生
き
ざ
ま
が

上
演
さ
れ
た
。

（
三
）
地
域
の
祭
り 

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
合
併
に
よ
り
、
新
恵
那
市
が
誕
生
し
た
が
、

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
市
民
か
ら
選
ば
れ
組
織
さ
れ
た
編
集
委
員
会

が
、
恵
那
市
民
の
誇
り
と
な
る
先
人
三
〇
人
（
一
三
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
二
人
ず

つ
と
、
著
名
な
四
人
を
加
え
た
も
の
）
を
選
定
し
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
紹
介
し

た
冊
子
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
冊
子
は
、
市
民
や
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
、
郷
土
愛
を
育
み
夢
と
誇
り
を
与
え
る
こ
と
を
願
い
作
成
さ
れ
た
。

市
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
も
あ
る
生
涯
学
習
推
進
の
一
環
で
あ
る
。
ま
た
お
互

い
の
地
域
の
先
人
を
知
る
こ
と
は
新
し
い
市
を
作
る
た
め
の
文
化
の
融
合
に
も

な
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
三
〇
人　
古
田
玄
達
、古
屋
慶
隆（
大
井
町
）、西
尾
楚
江
、西
尾
鎌
吉（
長

島
町
）、
篠
原
兵
衛
、
伊
藤
武
右
衛
門
（
東
野
）、
熊
﨑
健
一
郎
、
足
立
保
幸
（
三
郷
町
）、

田
中
守
平
、
加
納
熊
吉
（
武
並
町
）、
山
本
誠
之
助
、
山
本
栄
一
（
笠
置
町
）、
山
田
大
助
、

安
江
赳
夫
（
中
野
方
町
）、
纐
纈
今
次
郎
、
安
藤
ち
ゑ
（
飯
地
町
）、
浅
見
与
一
右
衛
門
、

早
矢
仕
有
的
（
岩
村
町
）、
松
本
団
升
、
梅
村
庄
次
郎
（
山
岡
町
）、
三
宅
正
一
、
橋
本
幸

八
郎(

明
智
町)

、
三
宅
市
郎
、
後
藤
甫
（
串
原
）、
五
島
鹿
之
右
衛
門
、
中
島
近
（
上
矢

作
町
）
の
他
、特
別
な
四
人
、佐
藤
一
斎
、下
田
歌
子
、三
好
学
（
岩
村
町
）、山
本
芳
翠
（
明

智
町
）

編
集
委
員　
小
板
清
治
（
委
員
長
）、
安
藤
和
文
、
宮
崎
光
雄
、
伊
藤
利
貞
、
鈴
木
隆
一
、

後
藤
健
二
、
鈴
木
俊
之
、
三
宅
哲
夫
（
副
委
員
長
）、
平
出
恭
二

（
七
）
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
の
発
刊 

郷
土
愛
を
育
み
、
郷
土
を
担
う
人
材
育
成
の
一
助
と
す
る
た
め
、
市
教
育
委

員
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
」
を
発
刊
し
て
い
る
。
小
学
校
の
授
業
で
の

副
教
材
や
読
み
物
教
材
と
し
て
活
用
す
る
他
、
各
小
・
中
学
校
図
書
館
、
市
中
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み
の
じ
の
み
の
り
祭　

市
全
体
に
関
わ
る
祭
り
と
し
て
は
「
み
の
じ
の
み

の
り
祭
」
が
あ
る
。
こ
の
祭
り
は
、
毎
年
九
月
の

第
四
土
曜
日
と
日
曜
日
に
恵
那
中
央
通
り
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
。
当
初
は
、

松
茸
な
ど
の
味
覚
が
魅
力
で
多
く
人
を
呼
び
寄
せ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
一
三

地
域
の
秋
の
味
覚
を
集
め
た
「
ふ
る
さ
と
ま
ち
じ
ま
ん
」
や
、
郷
土
料
理
で
あ

る
五
平
餅
を
Ｐ
Ｒ
す
る
エ
リ
ア
「
五
平
ロ
ー
ド
」
な
ど
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
て
い
る
。
他
に
も
、
音
楽
や
踊
り
を
披
露
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

各
地
区
の
夏
祭
り　

「
恵
那
の
祭
り
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て

き
た
人
を
自
然
に
迎
え
入
れ
る
、
そ
ん
な
居
心
地
の

良
さ
が
あ
る
。
盆
踊
り
の
輪
に
入
っ
た
り
、
金
魚
す
く
い
に
挑
ん
だ
り
、
家
族

団
ら
ん
、
地
域
の
夏
祭
り
へ
ど
う
ぞ
」
こ
れ
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七

月
号
の
「
広
報
え
な
」
に
掲
載
さ
れ
た
地
元
の
夏
祭
り
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
令
和
元
年
度
の
各
地
区
の
夏
祭
り
の
日

程
で
あ
る
。

七
月
二
七
日
（
土
）
午
後
八
時　
　
恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会・恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園
（
大
井
）

八
月　
三
日
（
土
）
午
後
六
時　
　
い
わ
む
ら
夏
祭
り
大
変
装
行
列
・
岩
村
町
本
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時　
　
藤
納
涼
花
火
大
会
・
藤
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
前
（
武
並
）

八
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
五
時　
　
み
さ
と
野
井
区
夏
祭
り
・
恵
那
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時　
　
永
田
区
夏
祭
り
・
永
田
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
長
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

毛
呂
窪
区
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
毛
呂
窪
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
笠
置
）�

中
野
方
町
夏
祭
り
・
中
野
方
グ
ラ
ウ
ン
ド

少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
成
長
に
よ
る
財
政

難
な
ど
、
負
の
潮
流
が
流
れ
る
中
で
の
合
併

だ
っ
た
。
一
定
期
間
、
合
併
に
よ
る
国
か
ら

の
支
援
が
続
い
た
が
、
そ
れ
も
な
く
な
り
、

新
市
と
し
て
自
立
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
恵
那
市
ば

か
り
で
な
く
、
日
本
全
体
に
流
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
恵
那
市
は
と
り
わ
け
、
合
併
と
い

う
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
、
こ
の
流
れ
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
市
民

に
苦
労
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
地
域
の
小
さ
な
自
治
会
単
位
の
行
事
な
ど
、
合
併
に
さ
ほ
ど
影
響�

さ
れ
な
い
事
柄
も
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
神
社
の
祭
り
な
ど
は
、
合
併
後

も
従
前
と
同
じ
よ
う
に
営
ま
れ
て
い
く
。
た
だ
そ
れ
ら
も
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
後
継
ぎ
や
担
い
手
の
不
足
で
、
中
身
が
簡
素
化
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
祭
り
は
、
神
仏
や
祖
先
を
ま
つ
り
、
祈
願
、
感
謝
、
慰
霊
な
ど
を

行
う
こ
と
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
地
域
振
興
を
目
的
に
し
て
、
開
催
日
が
土
日

祝
日
に
変
更
さ
れ
、
従
来
の
形
態
や
趣
旨
な
ど
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
町
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
祭
り
と
呼
び
、
祭
り
の
仲

間
入
り
を
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
以
前
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
が
、
市
が
合
併

し
た
こ
ろ
か
ら
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
。

（
四
）
市
全
体
と
し
て
の
祭
り 

盆踊りの夕べ　恵那駅前
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催
さ
れ
た
。

大
正
村
の
司
村
長
は
、「
故
郷
に
は
人
の
心
が
あ
る
こ
と
に
感
動
し
た
。
大

正
一
〇
〇
年
に
向
け
て
、
大
正
時
代
の
良
き
文
化
、
良
き
人
の
心
を
全
国
に
発

信
し
て
い
き
た
い
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
心
で
、
三
村
を
保
持
し
、
平
成
の

人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
思
い
を
伝
え
た
。

四　
文
化
の
創
造 

（
一
）
ひ
だ
・
み
の
創
作
オ
ペ
ラ 

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
一
一
日
、「
ひ
だ
・
み
の
創
作
オ
ペ
ラ
」

が
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
県
内
各
地
に
伝
わ

る
歴
史
や
文
化
、
民
話
な
ど
を
題
材
に
し
て
後
述
の
恵
那
音
楽
劇
の
会
が
始
め

た
、
合
唱
を
生
か
し
た
岐
阜
県
独
自
の
民
主
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
一
幕
目
の
「
秋

祭
り
」
は
、
恵
那
市
に
伝
わ
る
民
話
を
題
材
に
し
た
作
品
で
、
創
作
オ
ペ
ラ
初

の
小・中
学
生
や
高
校
生
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
。
二
幕
目
の「
西
忍
池
」は
、

多
く
の
市
民
が
出
演
し
た
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。

（
二
）
恵
那
音
楽
劇
の
会 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
二
月
一
六
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
創
作

音
楽
劇
「
ふ
る
さ
と
の
昔
話
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）

に
行
わ
れ
た
県
民
文
化
祭
恵
那
公
演
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
結
成
さ
れ
た
「
恵

那
音
楽
劇
の
会
」
に
よ
っ
て
、
自
主
公
演
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
音
楽
劇

は
、「
ふ
る
さ
と
昔
話
」
公
演
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
六
回
目
を
迎
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
は
ら
盆
踊
り
・
マ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
い
っ
ぷ
く
前

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
半　
東
野
納
涼
夏
祭
り
・
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り
・
笠
置
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

八
月
一
一
日
（
日
）
午
後
六
時　
　
み
さ
と
椋
実
区
夏
祭
り
・
椋
実
公
会
堂
広
場

八
月
一
三
日
（
火
）
午
後
三
時　
　
ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火
・
岩
邑
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

八
月
一
四
日
（
水
）
午
後
五
時　
　

�

恵
那
納
涼
夏
ま
つ
り
盆
踊
り
の
夕
べ
・
恵
那
駅
前�

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時　
　

�
飯
地
高
原
納
涼
夏
祭
り
・
飯
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場��

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
上
矢
作
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
半　
明
智
町
納
涼
花
火
大
会
・
大
正
村
広
場

八
月
一
五
日
（
木
）
午
後
五
時　
　
武
並
町
夏
ま
つ
り
二
〇
一
九
・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
半　
や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
山
岡
振
興
事
務
所
西
駐
車
場

八
月
一
六
日
（
金
）
午
後
七
時　
　
爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会
・
爪
切
地
蔵
前
（
山
岡
）

　
恵
那
に
は
こ
ん
な
に
も
多
く
の
夏
祭
り
が
あ
る
。

（
五
）
文
化
伝
承
の
取
り
組
み 

　

中
山
道
か
た
り
べ
養
成
講
座　

中
山
道
や
沿
線
の
文
化
財
を
紹
介
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で
あ
る
。

「
中
山
道
か
た
り
べ
の
会
」
の
会
員
が
講
師
と
な
り
、
実
際
に
中
山
道
を
歩
き

な
が
ら
実
地
で
学
習
を
す
る
。
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
文
化
財
を
語
り

継
ぐ
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

日
本
三
村
サ
ミ
ッ
ト　

博
物
館
明
治
村
の
小
沢
昭
一
村
長
、
日
本
大
正
村

の
司
葉
子
村
長
、
日
本
昭
和
村
の
中
村
玉
緒
村
長

が
一
堂
に
会
し
、
三
時
代
の
心
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
「
日
本
三
村
サ
ミ
ッ

ト
」
が
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
一
一
月
三
日
、
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
開
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ザ
イ
ン
な
ど
に
見
ら
れ
、
当
時
の
部
材
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　

明
治
天
皇
大
井
行
在
所
改
修
、
長
屋
門
移
築　

平
成
二
三
年（
二
〇
一
一
）

一
〇
月
、
行
在
所
の
あ
る

岩
井
邸
を
改
修
後
、
資
料
調
査
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
〇
月

か
ら
令
和
三
年
三
月
の
期
間
に
復
元
改
修
を
行
っ
た
。
併
せ
て
敷
地
内
に
、
市

指
定
文
化
財
の
長
屋
門
を
移
築
し
た
。
建
物
内
に
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
併
設

し
、
長
屋
門
と
共
に
一
般
公
開
し
て
い
る
。

　

国
登
録
有
形
文
化
財　

明
智
町
の
日
本
大
正
村
役
場
（
旧
明
智
町
役
場
）

が
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
飯
地
町
の
旧
市
役
所
飯
地
事
務
所
庁
舎

と
サ
イ
レ
ン
塔
が
平
成
二
〇
年
一
一
月
に
、
旧
飯
地
公
民
館
（
五
毛
座
）
が
平

成
二
二
年
三
月
に
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

旧
飯
地
事
務
所
庁
舎
は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
建
築
で
、
正
面
外

壁
や
玄
関
ポ
ー
チ
の
床
面
な
ど
に
タ
イ
ル
が
丁
寧
に
使
わ
れ
て
い
る
。
背
後
の

斜
面
に
は
、
頂
部
に
望
楼
を
備
え
た
総
高
一
〇
ｍ
の
サ
イ
レ
ン
塔
が
築
か
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
地
域
の
生
活
に
身
近
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
さ
れ
て
い
る
。

旧
飯
地
公
民
館
は
、
昭
和
二
六
年
に
建
築
さ
れ
た
。
中
津
川
市
蛭
川
の
蛭
子

座
を
モ
デ
ル
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
蛭
子
座
は
名
古
屋
の
旧
御

園
座
を
モ
デ
ル
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
村
有
林
か
ら
選
り

抜
き
の
ヒ
ノ
キ
材
を
使
っ
た
、
堅
固
な
建
物
で
あ
る
。
内
部
に
は
両
花
道
を
備

こ
の
日
は
、
一
粒
の
豆
に
ま
つ
わ
る
尼
僧
の
物
語
「
豆
の
木
地
蔵
」
と
、
山
の

境
を
巡
っ
て
起
こ
る
悲
劇
「
椿
屋
敷
」
の
二
幕
が
上
演
さ
れ
た
。
市
内
の
小
学

生
を
含
む
多
く
の
市
民
が
出
演
し
、
約
六
〇
〇
人
の
観
客
に
感
動
を
与
え
た
。

こ
の
音
楽
劇
の
会
は
、
新
市
誕
生
と
時
期
を
同
じ
く
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
歩

み
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

五　
歴
史
資
産
（
文
化
財
） 

（
一
）
建
造
物 

　

武
並
神
社
本
殿
再
建　

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
一
八
日
、
武
並

神
社
本
殿
の
大
規
模
改
修
現
場
が
一
般
公
開
さ
れ

た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
以
来
と
な
る
大
規
模
改
修
は
四
年
計
画
で
実

施
さ
れ
た
。

平
成
二
二
年
六
月
二
七
日
に
国
重
要
文
化
財
の
武
並
神
社
本
殿
の
竣
工
祭
が

開
催
さ
れ
た
。
平
成
一
九
年
一
二
月
に
着
工

し
た
工
事
は
、
二
年
八
ケ
月
の
期
間
を
か
け

無
事
完
了
し
た
。
竣
工
祭
に
は
、
約
五
〇
〇

〇
人
が
訪
れ
、
巫
女
舞
や
餅
投
げ
を
楽
し
ん

だ
。
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
再
建
以
来
初

め
て
腐
朽
し
た
本
殿
を
全
面
解
体
し
、
当
時

の
姿
に
修
理
・
復
元
す
る
工
事
で
あ
る
。
調

査
に
よ
り
、
戦
国
時
代
の
特
徴
が
彫
刻
や
デ

再建された武並神社本殿
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え
た
舞
台
や
、
客
席
の
平
土
間
や
桟
敷
席
を
設
け
、
地
芝
居
小
屋
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
史
跡
正
家
廃
寺
跡 

正
家
廃
寺
跡
は
、
地
方
寺
院
の
全
体
像
を

把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
変
貴
重
な
遺
跡

で
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期
の
古
代
恵
奈

郡
の
政
治
や
社
会
経
済
を
知
る
た
め
の
重
要

な
遺
跡
で
あ
る
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

に
奈
良
県
の
飛
鳥
池
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
木

簡
に
よ
れ
ば
、
六
七
七
年
に
は
、
恵
奈
郡
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
八
世
紀
前
半
に
、
東
山
道
の
整
備
が
行
わ
れ
、
そ
の

一
環
と
し
て
恵
奈
郡
が
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
正
家
廃
寺
の
建
設
も
密
接

に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

正
家
廃
寺
の
特
色
は
、
特
異
な
金
堂
の
柱
の
位
置
、
希
少
性
の
高
い
風
鐸
や

奈
良
三
彩
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
遺
物
、
日
本
最
古
の
床
板
が
あ
る
竪
穴
建

物
な
ど
で
あ
る
。

　

保
存
計
画
を
策
定　

市
は
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
〇
六
）
八
月
に
正
家
廃

寺
跡
調
査
整
備
委
員
会
を
設
立
し
、
平
成
二
四
年
五

月
に
「
史
跡
正
家
廃
寺
跡
保
存
管
理
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
正

家
廃
寺
跡
の
特
色
と
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
史
跡
の
保
存
や
管
理
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。

伽藍地の発掘調査

八
世
紀
前
半

（
奈
良
時
代
）

正
家
廃
寺
建
設
着
手

九
世
紀
後
半

（
平
安
時
代
）

主
要
伽
藍
の
火
災
に
よ

り
廃
絶

一
九
三
〇

（
昭
和
五
）
年

史
跡
を
示
す
花
こ
う
岩

製
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
る

一
九
五
六

（
昭
和
三
十
一
）
年

県
史
跡
に
指
定

昭
和
四
〇
年
代

後
半

『
市
史
』
編
さ
ん
の
資
料

収
集
の
一
環
で
本
格
的
な

調
査

一
九
七
六

（
昭
和
五
十
一
）
年

県
指
定
史
跡
正
家
廃
寺

跡
第
一
次
調
査

一
九
七
六

（
昭
和
五
十
一
）
年

　
　
〜

一
九
八
〇

（
昭
和
五
十
五
）
年

南
山
大
学
を
中
心
と
し

た
調
査
団
が
範
囲
確
認

調
査
を
実
施
（
講
堂
の

全
面
発
掘
と
伽
藍
配
置

や
規
模
の
確
定
。
三
彩

陶
器
の
出
土
）

一
九
九
二

（
平
成
四
）
年

寺
平
遺
跡
第
一
次
発
掘

調
査
（
遺
跡
東
端
の
確

認
。
二
彩
浄
瓶
の
出
土
。

鍛
冶
関
連
遺
物
の
出
土
）

一
九
九
三

（
平
成
五
）
年

第
二
次
調
査
の
開
始
（
伽

藍
を
区
画
す
る
築
地
の

検
出
。
床
板
を
有
す
る

竪
穴
建
物
の
検
出
）

一
九
九
四

（
平
成
六
）
年

伽
藍
地
南
東
コ
ー
ナ
ー

の
確
認

一
九
九
五

（
平
成
七
）
年

塔
跡
の
発
掘
（
火
災
に
よ

る
廃
絶
。
風
鐸
の
出
土
）

一
九
九
六

（
平
成
八
）
年

　
　
〜

一
九
九
七

（
平
成
九
）
年

金
堂
跡
の
発
掘
、
伽
藍

北
側
の
調
査
（
金
堂
の

礎
石
配
置
を
確
定
。
講

堂
に
取
り
付
く
回
廊
の
一

部
や
経
蔵
に
相
当
す
る

建
物
を
検
出
）

一
九
九
八

（
平
成
一
〇
）
年

回
廊
の
検
出
。
伽
藍
地

東
側
で
、
築
地
で
囲
ま

れ
た
区
画
さ
れ
た
施
設

を
検
出

二
〇
〇
一

（
平
成
十
三
）
年

八
月

国
史
跡
に
指
定

二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年

正
家
寺
平
歴
史
の
里
整

備
構
想
研
究
会
設
立

二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年

八
月

正
家
廃
寺
跡
調
査
整
備

委
員
会
設
立

二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年

五
月

史
跡
正
家
廃
寺
跡
保
存

管
理
計
画
策
定

二
〇
一
三

（
平
成
二
十
五
）
年

九
月

史
跡
の
公
有
地
化
完
了

二
〇
一
三

（
平
成
二
十
五
）
年

九
月
〜

二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年

市
に
よ
る
発
掘
調
査
を

開
始
。
現
地
調
査
は
四

年
間
で
、
調
査
箇
所
は
、

伽
藍
地
南
側
と
東
区
、

伽
藍
地
西
側

正
家
廃
寺
跡
の
歴
史

表２-４-４-２
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大
き
く
な
っ
て
い
る
石
垣
や
、
大
雨
が
降
る
と
土
砂
が
流
れ
て
し
ま
う
登
城
路

も
あ
り
、
修
繕
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
市
で
は
、
国
史
跡
の
指
定
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
岩
村
城
の

文
化
的
価
値
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
か

ら
発
掘
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

岩
村
町
本
通
り　

歴
史
的
文
脈
を
踏
ま
え
た
歴
史
資
源
の
修
理
・
修
景
を

進
め
る
た
め
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
よ
る
岩

村
町
本
通
り
整
備
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

平
成
一
〇
年
～　
修
景
整
備

平
成
二
一
年
～
平
成
二
三
年　
電
柱
類
地
中
化

以
後
、
岩
村
城
下
町
ま
ち
な
み
保
存
会
が
発
足
し
、
景
観
の
保
存
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

（
四
）
景
観 

素
晴
ら
し
い
風
景
や
景
色
を
「
景
観
」
と
名
付
け
た
の
は
、
地
元
の
先
人
、

三
好
学
博
士
で
あ
る
。
そ
の
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
市
内
に

も
い
く
つ
か
あ
る
。

市
で
は
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
「
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
、
景
観

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
良
好
な
景
観
形
成
に

資
す
る
重
要
な
建
造
物
と
樹
木
を
「
景
観
重
要
建
造
物
」「
景
観
重
要
樹
木
」

と
し
て
指
定
し
、
市
民
共
通
の
財
産
と
し
て
保
全
し
て
い
る
。

正
家
廃
寺
跡
の
遺
構
は
、
地
下
に
あ
る
も
の
と
基
壇
や
礎
石
の
よ
う
に
外
に

出
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
保
存
と
展
示
が
両
立
す
る
整
備
方
法
を
検
討
し

て
、
地
域
と
の
協
働
で
包
括
的
な
保
存
管
理
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

（
三
）
史
跡
岩
村
城
跡 

　

日
本
百
名
城
に
選
定　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
八
月
二
〇
日
、
第
七

回
日
本
三
大
山
城
サ
ミ
ッ
ト
が
恵
那
市
で
開
催
さ

れ
、
㈶
日
本
城
郭
協
会
の
「
日
本
百
名
城
」
に
岩
村
城
を
は
じ
め
、
備
中
松
山

城
、
大
和
高
取
城
が
そ
ろって
選
定
さ
れ
、
認
定
証
の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

日
本
百
名
城
は
、
全
国
の
城
郭
フ
ァ
ン
よ
り
推
薦
を
受
け
た
四
八
七
城
の
中

か
ら
、選
定
会
議
に
よ
り
一
〇
〇
城
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。選
定
対
象
は
、

①
優
れ
た
文
化
財
・
史
跡
②
著
名
な
歴
史
の
舞
台
③
時
代
・
地
域
の
代
表
－
の

三
つ
の
要
素
か
ら
選
定
さ
れ
、
県
内
で
は
岩
村
城
、
岐
阜
城
が
選
ば
れ
た
。

岩
村
城
は
、「
中
世
の
山
城
と
し
て
築
か
れ
、
近
世
に
な
っ
て
も
山
城
の
ま

ま
改
築
さ
れ
、
石
垣
が
築
か
れ
、
縄
張
り
と
し
て
も
曲く
る
わ輪
が
し
っ
か
り
と
近
世

的
に
造
ら
れ
て
い
る
。
石
垣
も
見
事
で
、
明
治
維
新
ま
で
現
役
の
城
と
し
て
長

期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　

基
礎
調
査
を
実
施　

岩
村
城
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
近
世
の
山
城
で

あ
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
廃
城
令
で
建
物

は
解
体
さ
れ
た
が
、
累
々
と
そ
び
え
立
つ
そ
の
石
垣
は
高
い
歴
史
的
価
値
を
備

え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
岩
村
城
跡
は
、
長
い
時
間
の
経
過
と
共
に
ゆ
が
み
が
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館
と
し
て
開
館
し
た
。
名
前
の
と
お
り
、
中
山
道
の
四
六
番
目
の
宿
場
町
で
あ

る
大
井
宿
を
拠
点
と
し
、
浮
世
絵
師
の
歌
川
広
重
が
広
め
た
六
九
次
の
浮
世
絵

版
画
を
中
心
に
し
た
美
術
館
と
し
て
開
館
し
た
。

　

東
海
道
広
重
美
術
館
と
姉
妹
館
提
携　

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
六
月
、

静
岡
県
由
比
町
（
現
静
岡
市
清
水

区
）
の
東
海
道
広
重
美
術
館
と
姉
妹
館
提
携
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
由
比
町
で

提
携
式
が
行
わ
れ
た
。
特
別
展
や
企
画
展
な
ど
、
双
方
の
情
報
交
換
と
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
の
相
互
送
付
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
が
続
い
て
い
る
。

　

開
館
一
五
周
年　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
〇
月
六
日
、
開
館
一
五

周
年
を
迎
え
た
中
山
道
広
重
美
術
館
で
は
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
二
階
「
浮
世
絵
ナ
ビ
ル
ー

ム
」
の
展
示
を
一
新
し
た
。
そ
こ
に
は
江
戸

時
代
に
浮
世
絵
や
版
本
を
販
売
し
て
い
た
絵

草
紙
屋
の
店
先
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
案
内

役
は
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」

を
常
時
配
置
し
、
重
ね
刷
り
体
験
の
呼
び
込

み
や
館
内
案
内
を
日
本
語
と
英
語
で
行
っ

た
。

　

観
覧
料
無
料
日　

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
〇
月
五
日
、
中
山
道
広

重
美
術
館
ス
ポ
ン
サ
ー
締
結
式
が
行
わ
れ
た
。
㈱
銀
の

森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
木
曽
路
物
産
㈱
、
㈱
サ
ラ
ダ
コ
ス
モ
の
三
者
が
ス 入館者を案内するPepper

　

景
観
重
要
建
造
物　

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
一
月
、
日
本
大
正
村

役
場
（
旧
明
智
町
役
場
）、
旧
市
役
所
飯
地
事
務
所
庁

舎
、
旧
飯
地
公
民
館
（
五
毛
座
）
の
三
棟
が
指
定
さ
れ
た
。

日
本
大
正
村
役
場
は
、
明
治
後
期
の
町
役
場
と
し
て
建
築
さ
れ
、
上
下
窓
の

洋
風
庁
舎
で
あ
る
。
観
光
地
で
あ
る
日
本
大
正
村
の
路
地
内
に
あ
り
、
当
時
の

た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
。

旧
飯
地
事
務
所
庁
舎
は
、
地
元
の
団
体
に
よ
り
民
俗
資
料
館
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

旧
飯
地
公
民
館
は
、
歌
舞
伎
が
上
演
で
き
る
由
緒
あ
る
建
物
で
、
飯
地
五
毛

座
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
り
歌
舞
伎
公
演
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
大
切
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

景
観
重
要
樹
木　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
六
月
、「
甚
平
坂
の
ハ
ナ
ノ

キ
」
と
「
下
ケ
淵
の
カ
エ
デ
」
が
指
定
さ
れ
た
。

甚
平
坂
の
ハ
ナ
ノ
キ
は
、
大
井
町
甚
平
坂
公
園
の
隣
に
位
置
し
て
お
り
、
樹

齢
は
推
定
一
〇
〇
年
か
ら
一
五
〇
年
で
あ
る
。
下
ケ
淵
の
カ
エ
デ
は
、
明
智
町

字
川
平
に
あ
り
、
樹
齢
は
約
八
〇
年
。
約
七
〇
本
が
群
生
し
て
お
り
、
秋
に
は

紅
葉
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

六　
文
化
施
設 

（
一
）
中
山
道
広
重
美
術
館 

中
山
道
広
重
美
術
館
は
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
市
の
唯
一
の
美
術
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れ
た
。

（
三
）
文
化
財
、
文
化
施
設
を
災
害
か
ら
守
る 

文
化
財
や
文
化
施
設
を
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
岩
村
町
本
通
り
で
は
、平
成
二
八
年（
二

〇
一
六
）
一
一
月
六
日
、
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
横
断
幕
を
持
っ

た
少
年
消
防
隊
岩
邑
小
学
校
隊
員
を
先
頭
に
、
中
京
高
校
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、

消
防
音
楽
隊
、
ラ
ッ
パ
隊
な
ど
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
者
一
〇
七
人
が
通
り
を

行
進
し
、
沿
道
の
住
民
に
火
災
予
防
を
啓
発
し
た
。

第
六
節　
ス
ポ
ー
ツ 

一　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画 

「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
は
、
市
民
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
様
式
に
応
じ

て
、
主
体
的
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
明
る
く
健
康
で
活
力
の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、市
民
と
地
域
、

行
政
の
取
り
組
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
市
の
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
二
次

総
合
計
画
」
や
「
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

総合型地域スポーツクラブでの活動の様子

ポ
ン
サ
ー
企
業
と
し
て
観
覧
料
金
相
当
額
を
一
年
間
負
担
し
、
来
館
者
の
観

覧
料
を
無
料
と
す
る
協
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
毎
週
金
曜
日
が
観
覧
料
無
料
に

な
っ
た
。

以
後
、
こ
の
制
度
が
継
続
、
拡
充
さ
れ
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
が
観
覧

料
無
料
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館 

大
井
宿
の
有
力
な
商
家
で
あ
っ
た
「
ひ
し
屋
」
古
山
家
は
、
江
戸
時
代
中
期

以
降
、
大
井
村
の
庄
屋
を
務
め
た
家
柄
で
、
明
治
以
降
は
郵
便
取
扱
役
、
恵
那

郡
役
所
掛
屋
（
銀
行
）
に
任
命
さ
れ
、
養
蚕
研
究
や
俳
諧
文
化
の
推
進
に
も
力

を
尽
く
し
た
。
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
は
、
こ
の
古
山
家
の
住
宅
を
改
修
・
復

元
し
、
大
井
宿
の
町
屋
を
体
験
し
て
も
ら
う
施
設
と
し
て
平
成
一
二
年
（
二
〇

〇
〇
）
九
月
に
開
館
し
た
。
建
物
そ
の
も
の
を
最
も
重
要
な
展
示
品
と
捉
え
、

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
の
改
築
の
痕
跡
な
ど
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
解
体

修
理
を
進
め
、
可
能
な
限
り
建
築
当
初
の
状
態
に
近
づ
け
て
い
る
。

東
海
道
町
民
生
活
歴

史
館
と
姉
妹
館
提
携

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
月
、
ひ
し
屋
資

料
館
（
中
山
道
大
井
宿
）
と
東
海
道
町
民
生
活

歴
史
館
（
東
海
道
蒲
原
宿
）
が
、
姉
妹
館
提
携

を
結
ん
だ
。
蒲
原
宿
の
志
田
邸
で
提
携
式
が
行
わ
れ
た
。
双
方
が
連
携
し
た
広

報
活
動
を
実
施
。
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
二
月
に
は
、
提
携
一
五
周
年
記
念

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
第
五
回
街
道
交
流
会
が
ウ
ェ
ブ
で
開
催
さ
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目
的
と
し
、
地
域
住
民
が
主
導
し
て
運
営
し
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
中
心
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
や
県
・
市
の
教
育
委
員
会
も
積
極
的
に
そ
の

立
ち
上
げ
や
運
営
を
支
援
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
学
校
の
部
活
動
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
概
ね
中
学
校
区
単
位
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
新
市
と

な
っ
た
こ
ろ
か
ら
創
立
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
特
徴　
・
興
味
や
体
力
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

家
庭
や
仲
間
、
団
体
、
世
代
を
超
え
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

・�

学
校
の
部
活
動
と
連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
芸
術
・
伝
統
的
な
活
動
を
取

り
入
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
が
で
き
る
。

・
質
の
高
い
指
導
が
受
け
ら
れ
る
。

（
二
）
ぎ
ふ
清
流
国
体 

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
九
日
ま
で
、
岐
阜
県

で
第
六
七
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
岐
阜
県
で
の
開
催
は
昭
和
四
〇

年
（
一
九
六
五
）
の
第
二
〇
回
国
体
に
続
き
二
度
目
と
な
っ
た
。

国
体
の
誘
致
は
、
平
成
一
二
年
、
岐
阜
県
議
会
で
の
「
第
六
七
回
国
民
体
育

大
会
夏
季
・
秋
季
大
会
の
誘
致
に
関
す
る
請
願
」
を
受
け
、
開
催
要
望
書
が
㈶

日
本
体
育
協
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
平
成
一
四
年
度
に
は
県
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
に
国
体
準
備
担
当
が
配
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
国
体
準
備

こ
の
計
画
は
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ふ
清
流
国

体
」
や
、「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
決

定
を
受
け
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
中
で
、
平
成
二
七

年
度
に
策
定
し
、
第
二
次
総
合
計
画
等
関
連
計
画
と
始
期
を
合
わ
せ
、
平
成
二

八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
恵
那
市
の
教
育
行
政
の
基
に
な
る

教
育
大
綱
（
教
育
振
興
基
本
計
画
）
と
も
密
接
に
関
係
が
あ
る
。

　

基
本
理
念
と
基
本
方
針　

市
民
三
三
〇
〇
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
幅

広
い
世
代
の
八
〇
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で

あ
る
。

基
本
理
念
と
し
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
健
幸
ま
ち
づ
く
り　
恵
那
」
と
し
、

基
本
方
針
は
、「
健
康
づ
く
り
」「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」「
観
光
交
流
」「
競
技
力
向
上
」
の
五
つ
と
し
た
。

こ
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
連
携
が
重

要
に
な
る
。
主
な
組
織
と
は
、
体
育
連
盟
や
地
区
体
育
協
会
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
連
絡
協
議
会
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
計

画
は
、
そ
れ
ら
の
連
携
の
在
り
方
も
示
し
て
い
る
。

二　
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

（
一
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
こ
と
を
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園
児
・
児
童
・
生
徒
の
参
加　

市
内
の
各
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
・
中
学

校
で
は
、
運
動

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
や
ミ
ナ
モ

体
操
を
取
り
入
れ
、
国
体
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
、
花
で
飾
ろ
う
」
と
、
プ

ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ

ア
な
ど
の
苗
を
植
え
る
な
ど
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー

で
育
て
ら
れ
た
花
は
、
児
童
生
徒
に
よ
る
選
手
へ

の
応
援
や
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、
市
内
の
各

競
技
会
場
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

　

国
体
炬
火
リ
レ
ー　

平
成
二
四
年（
二
〇
一
二
）

七
月
二
七
日
、
二
八
日
の

二
日
間
、
本
市
で
国
体
の
炬
火
リ
レ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。
乗
鞍
岳
で
採
火
さ
れ
た
国
体
炬
火
が
県
内

の
八
番
目
の
都
市
と
し
て
中
津
川
市
か
ら
引
き
継

が
れ
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
競
技　

「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
の
皮
切
り
に
本
市
で
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
二
四
年
（
二

〇
一
二
）
一
月
二
七
日
に
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
競
技

は
二
八
日
か
ら
三
一
日
ま
で
の
四
日
間
行
わ
れ
た
。
本
市
で
の
国
体
は
昭
和
四 ぎふ清流国体　炬火リレー（三郷）

委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
恵
那
市
は
本
大
会
に
先
駆
け
て
行
う
冬
季
国
体
の
ス

ケ
ー
ト
競
技
と
、
本
大
会
の
弓
道
競
技
の
会
場
と
な
っ
た
。

　

愛
称
、
合
言
葉
、
マ
ス
コ
ッ
ト　

こ
の
決
定
と
同
時
に
行
わ
れ
た
の
が
、

こ
の
国
体
の
愛
称
や
合
言
葉
の
決
定
と

マ
ス
コ
ッ
ト
の
選
定
で
あ
る
。
県
で
は
、「
県
民
総
参
加
の
国
体
」「
県
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
」
と
い
う
二
つ
の
方
針
を
定
め
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）

に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
や
合
言
葉
を
募
集
し
た
。
そ
し
て
、
愛
称
一
万

七
四
件
、合
言
葉
九
四
五
七
件
の
中
か
ら
、次
の
愛
称
と
合
言
葉
を
決
定
し
た
。

・
愛　
称　
ぎ
ふ
清
流
国
体

・
合
言
葉　
輝
け　
は
ば
た
け　
だ
れ
も
が
主
役

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　
ミ
ナ
モ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ミ
ナ
モ
」
は
、
き
ら
き
ら
し
た
川
の
水
面

に
住
ん
で
い
る
妖
精
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
に
ふ
さ
わ

し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
、
職
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
に
し
た
応
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
。
な
お
、そ
の
後
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
向
け
た
合
言
葉「
心

を
ひ
と
つ
に
日
本
再
生
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
県
の
動
き
に
合
わ
せ
て
恵
那
市
で
も
平
成
二
〇
年
度
か
ら
国
体

準
備
担
当
を
配
置
し
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
は
国
体
推
進
本
部
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
、市
全
体
で
推
進
す
る
体
制
を
整
え
、国
体
開
催
に
向
け
準
備
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

長島小学校　ミナモダンス
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が
来
場
し
た
。
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
競
技
を
間
近
に
観
戦
す
る
こ
と

が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
享
受
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
が
っ
た
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
よ
り
大
会
が
支
え
ら
れ
、
後
の
ス

ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
引
き
継
が
れ
た
。

（
三
）
ぎ
ふ
ク
リ
ス
タ
ル
国
体
二
〇
二
一 

第
七
六
回
国
民
体
育
大
会
（
ぎ
ふ
ク
リ
ス
タ
ル
国
体
二
〇
二
一
）
冬
季
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
（
ス
ピ
ー
ド
）
が
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
一
月
二
七
日
よ
り

三
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
当
市
で
開
催
さ
れ
る
冬
季
国
体
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

（
ス
ピ
ー
ド
）
は
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
以
来
九
年
ぶ
り
二
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
下

と
な
り
、
国
体
史
上
初
と
な
る
無
観
客
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

大
会
運
営
で
は
無
観
客
開
催
の
た
め
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放
映
や
市
内

の
小
学
校
と
競
技
会
場
を
つ
な
ぐ
リ
モ
ー
ト
応
援
、
競
技
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
や
テ
レ
ビ
放
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
新
た
な
運
営
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
ス
ケ
ー
ト
場
で
の
直
接
観
戦
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
や
地
元
選
手

の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で
き
、市
民
を
始
め
全
国
に
感
動
を
も
た
ら
し
、ス
ケ
ー

ト
振
興
に
大
い
に
寄
与
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト　

本
大
会
に
先
立
ち
、
令
和
二
年
（
二
〇
二

〇
）
一
月
一
八
日
、
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
公
募
さ

〇
年
（
一
九
六
五
）
以
来
四
七
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
は
、
平
成
二
〇
年
二
月
に
国
際

大
会
、
平
成
二
三
年
一
月
に
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
を
開
催
し
た
経
験

を
基
に
、
円
滑
な
運
営
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
市
内
の
小
学
生
が
の
ぼ
り
旗
に
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
り
、

地
域
住
民
が
五
平
餅
や
寒
天
ラ
ー
メ
ン
と
い
っ
た
地
元
の
味
で
お
も
て
な
し
を

し
た
り
と
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

弓
道
競
技　

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月
一
二
日
、
同
年
一
〇
月
に

開
催
す
る
弓
道
競
技
大
会
に
向
け
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ぎ
ふ
清
流
国
体
は
、
最
初

に
恵
那
会
場
で
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
、
最
後
に
恵
那
の
地
で
弓

道
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
の
本
大
会
が
、
平
成
二
四
年
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
九
日
ま

で
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
恵
那
市
で
は
、
弓
道
競
技
が
一
〇
月
六
日
か
ら
四
日

間
、
ま
き
が
ね
公
園
特
設
弓
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
代
表
三
一
四
人
の
選

手
ら
は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
弓
道
の
技
を
競
い
合
っ
た
。
六
日
に
は
、
皇
族
の
瑤

子
女
王
殿
下
が
お
成
り
に
な
り
、
競
技
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
開
始
式
を
含
む
来
場

者
は
、
目
標
の
一
万
人
を
大
き
く
上
回
る
二
万
六
六
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。

二
つ
の
競
技
会
に
は
、
延
べ
五
万
六
九
〇
〇
人
と
、
恵
那
市
の
人
口
を
超
え

る
入
場
者
が
あ
り
、
恵
那
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
市

内
の
全
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
始
め
、
市
内
各
地
域
か
ら
の
観
戦
応
援
団
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ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
ま
る　

ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー

（
ス
プ
リ
ン
ト
）

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
募
集
し
て
い
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

が
決
定
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
全
国
か
ら
四

四
三
点
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
に
審
査
し
た
結

果
、
京
都
市
の
居
関
孝
男
の
作
品
を
最
優
秀
賞
に
決
定
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
カ
ヌ
ー
連
盟
と
協
定　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
一
二

日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
連

盟
と
市
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。こ
の
協
定
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
連
盟
は
、本
市
で
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
す
る
こ
と
、
市
が
実
施
す
る
市
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
市
は
大
会
に
向
け
た
練
習
場
を
提
供
す
る
こ
と
、

大
会
で
の
活
躍
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
約
束
し
た
。
そ
の
後
、
内
閣
官
房
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
事
務
局

へ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
申
請
を
行
い
、
令
和
元
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
登
録

さ
れ
た
。
併
せ
て
恵
那
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
事
前

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
に
向
け
体
制
を
整
え
た
。

　

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
実
施　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
七
月
一
八
日
か
ら
三

一
日
ま
で
、「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
」
に
出
場
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
（
ス
プ
リ
ン
ト
）

れ
て
い
た
大
会
テ
ー
マ
な
ど
も
決
定
し
、
テ
ー
マ
は
「
ぎ
ふ
ク
リ
ス
タ
ル
国
体

二
〇
二
一
」、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
銀
嶺
に
き
ら
め
く
夢
は
無
限
大
」
と
発
表
さ

れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
選
手
で
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
清
水
宏
保
と
、
元
シ
ョ
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
で
岐
阜
県
出
身
の
勅
使
河
原
郁
恵
を
迎
え

た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

（
四
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
七
月
、
東
京
二
〇

二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
ボ
ー
ト
と
カ
ヌ
ー
に
出
場
す
る
各
国
選

手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
目
指
し
て
関
係
団
体
に
よ
る
誘
致
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
。

協
議
会
と
し
て
は
、
ボ
ー
ト
競
技
の
練
習
場
と
し
て
、
木
曽
川
の
笠
置
橋
よ

り
下
流
で
笠
置
ダ
ム
と
渓
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
湖
で
あ
る
笠
置
峡
を
最
適

地
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
風
が
な
く
水
面
が
穏
や
か
」「
橋
脚
が
な
く

安
全
」「
七
㎞
連
続
し
て
漕
げ
る
」「
一
〇
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
直
線
の
設
定
が
可

能
」「
自
然
美
が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

恵
那
市
は
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）、
岐
阜
国
体
で
恵
那
峡
が
ボ
ー
ト

競
技
の
会
場
に
な
っ
た
。
ま
た
、
恵
那
高
校
ボ
ー
ト
部
が
何
度
も
全
国
大
会
を

制
す
る
な
ど
の
伝
統
が
あ
り
、
ボ
ー
ト
に
対
し
て
熱
意
を
持
っ
た
市
民
が
多
く

い
る
。

図２-４-５-１　ロゴマーク
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二
一
人
が
笠
置
峡
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
年
延
期
と
な
り
、
事
前
キ
ャ

ン
プ
も
延
期
と
な
っ
た
。
ま
た
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
中
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
講
じ
て
の
交
流
と
な
っ
た
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
中
の
市
民
と
の
交
流
は
感
染

防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
が
中
心
と
な
っ
た

が
、
歓
迎
会
や
壮
行
会
で
は
多
く
の
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
の
メ
ダ
ル

の
獲
得
に
よ
り
市
民
に
感
動
を
も
た
ら
し
、
カ

ヌ
ー
競
技
お
よ
び
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
練
習
場
と
し
て
、
笠
置
峡
ボ
ー
ト
・

カ
ヌ
ー
場
を
国
内
外
へ
発
信
し
、
恵
那
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
採
火
式　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
八
月
一
三
日
、

「
東
京
二
〇
二
〇
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
」
が
八
月
二
四
日
か
ら
始
ま
る
た
め
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る

た
め
の
採
火
式
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
へ
出
場
す
る
工
藤
俊

介
選
手
の
出
身
地
で
あ
る
武
並
町
の
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で

行
わ
れ
た
。
種
火
は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
マ
イ
ギ
リ
で
火
を
起
こ 東京オリンピック事前キャンプ

し
、
式
典
で
は
、
工
藤
選
手
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
工
藤
選
手
の
母
校

武
並
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ

る
応
援
ダ
ン
ス
の
後
、
聖
火
ト
ー
チ
に
点
火
し
た
。

こ
の
火
は
「
ク
リ
ス
タ
ル
の
火
」
と
命
名
さ
れ
、
県
内
各
市
町
で
採
火
し
た

種
火
を
八
月
一
六
日
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
へ
集
火
し
、
集
火
・
出
立
式

を
行
っ
た
。そ
の
後
全
国
各
地
で
採
火
し
た
火
を
東
京
へ
集
め
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
で
採
火
さ
れ
た
火

と
一
つ
に
さ
れ
た
。

（
五
）
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト 

市
で
は
、
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を

は
じ
め
、
市
民
体
育
大
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　

市
長
杯
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会　

ス
ケ
ー
ト
競
技
の
強
化
と
振
興
を

目
的
に
平
成
二
八
年（
二
〇
一
六
）

二
月
六
日
に
、
二
回
目
の
市
長
杯
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
が
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
市
長

は
「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
記
録
を
伸
ば
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ス
ケ
ー
ト
場
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
出
る
の
が
私
の
夢
で
す
。」
と

選
手
ら
を
励
ま
し
た
。

スケート競技
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む
、
三
三
〇
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
笠
置
山
コ
ー
ス
と
中
野
方
コ
ー
ス
の
二

つ
の
会
場
で
二
日
間
、
計
七
二
ホ
ー
ル
を
競
っ
た
。
市
民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
、
大
会
終
了
後
も
こ
の
活
動
が
継

続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
大
会
と
な
っ
た
。

　

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会　

平
成
二
九
年（
二
〇
一
七
）

八
月
四
日
、
午
前
六
時
よ

り
ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
広
場
に
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
開
催
さ
れ
た
。
恵
那

市
は
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
り
、
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
平
成
二
七
年
六
月
七
日
に
「
健
幸
都
市
宣
言
」
を

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
、
み
ん
な
の
体
操
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
体
操
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
全
国
生
中
継
さ
れ
た
。

　

二
大
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

恵
那
市
が
合
併
す
る
以
前
か
ら
、
旧
恵
那
市
に
は

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
恵
南
地
区
に
は
日
本

大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
い
わ
む
ら
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
大
き
な

マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
い
わ
む
ら
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
は
中
止
と

な
っ
た
が
、
合
併
後
も
新
市
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
と
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
は
伝
統
を
つ
な
い
で
い
る
。

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
恵
那
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
ス
ケ
ー
ト
場
を
発

着
点
と
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
。
毎
年
四
月
の
第
三
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
。
種
別
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
三
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
三
㎞
親
子
ジ
ョ
ギ

　

遠
藤
二
千
翔
選
手
、
国
体
で
優
勝　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
二
月
に
行

わ
れ
た
特
別
国
民
体
育
大
会
（
八
戸

国
体
）
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
に
て
、
三
郷
町
出
身
の
遠
藤
二
千
翔
選
手

が
ス
ピ
ー
ド
競
技
成
年
男
子
五
〇
〇
〇
ｍ
で
、
大
会
新
記
録
、
六
分
一
八
秒
〇

六
で
見
事
優
勝
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
一
〇
月
二
四
日
に
、
市
体
育
功
労
賞
が

授
与
さ
れ
た
。

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場
で
初
の
国
際
大
会

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
二
月
一

六
日
、
一
七
日
、
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

で
初
の
国
際
大
会
と
な
る
二
〇
〇
八

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ッ
チ
国
際
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で

の
若
手
選
手
三
一
人
が
出
場
し
た
。

　

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
ｉ
ｎ
岐
阜　

第
七
〇
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
ｉ
ｎ
岐
阜
が
平

成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
九
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
県
内
四
二
市
町
村

を
会
場
に
三
八
種
目
が
行
わ
れ
た
。
本
大
会
は
、
唯
一
全
国
規
模
で
行
わ
れ
る

大
会
で
あ
り
、
岐
阜
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
市
内
で
は
、
種
目
別
全
国
大

会
と
し
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
特
別
協
賛
行
事
と
し
て
弓
道
、
協
賛
行
事
と
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
三
種
目
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
〇
人
の

選
手
が
競
技
に
参
加
し
た
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
北
陸
、
関
西
、
四
国
の
七
府
県
か
ら
の
九
〇
人
を
含
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ン
グ
、
三
㎞
フ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
あ

る
。
ま
た
、
参
加
者
の
中
か
ら
遠
来
賞

が
贈
ら
れ
る
。

日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

は
、
明
智
小
学
校
を
主
会
場
と
し
、
明

智
町
周
辺
を
コ
ー
ス
と
す
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
あ
る
。
毎
年
、
三
月
の
第
三
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。
種
別
は
、
一
〇

マ
イ
ル
（
約
一
六
㎞
）、六
マ
イ
ル
（
約

九・六
㎞
）、二
マ
イ
ル
（
約
三・二
㎞
）

が
あ
る
。
ま
た
、
参
加
者
の
中
か
ら
最

高
齢
者
賞
、遠
来
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
る
。

三　
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

（
一
）
ま
き
が
ね
公
園 

　

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

ま
き
が
ね
公
園
は
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）

四
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く
の
市
民
に
利
用

さ
れ
て
き
た
が
、
長
年
の
利
用
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
般
に
わ
た
り
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
、
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
期
間
は

平
成
三
〇
年（
二
〇
一
八
）九
月
～
令
和
二
年（
二
〇
二
〇
）五
月
で
あ
っ
た
。

事
業
費
は
、
約
四
億
二
〇
〇
万
円
を
か
け
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

区  分 市民体育大会 スポーツ教室 恵那峡ハーフ
マラソン

大正村クロス
カントリー 合　計

平成28年度 2,047 1,525 3,669 1,794 9,035
29年度 2,262 2,806 3,116 1,921 10,105
30年度 2,147 2,151 3,279 2,193 9,770

令和元年度 1,453 3,123 3,061 - 7,637
2年度 733 808 - - 1,541

表２-４-６-１　スポーツイベント参加者数の推移� （単位：人）

注）�令和元年度大正村クロスカントリーおよび令和2年度恵那峡ハーフマラソン
は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止

注）�令和2年度大正村クロスカントリーは、令和3年度恵那峡ハーフマラソンと�
合同でリモートマラソンとして開催� 資料：スポーツ課

　

主
な
改
修
内
容　

体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
床
全
面
改
修
、
空
調
改
修
、
照
明

機
器
取
り
換
え
、
健
康
体
力
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
更
新
、
屋
内
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
）、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
人
工
芝
改

修
、
夜
間
照
明
改
修
、
休
憩
所
設
置
）、
野
球
場
（
内
外
野
改
修
、
ダ
ッ
グ
ア

ウ
ト
な
ど
改
修
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
設
置
）
な
ど
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
り
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
各
種
イ
ベン
ト
会
場
の
要
と
し
て
、
利
用
者
が
よ
り
安
心
、

安
全
、
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
なった
。

（
二
）
岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場 

　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン　

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
一
二
月
三
日
、

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

が
武
並
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
国
内
で
最
西
端
に
位
置
す
る
屋
外
四
〇
〇
ｍ
リ

ン
ク
を
岐
阜
県
が
設
置
、
恵
那
市
が
指
定
管
理
を
受
け
管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
。

　

建
設
ま
で
の
経
緯　

岐
阜
県
で
は
ス
ケ
ー
ト
競
技
で
高
校
総
体
や
国
体
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
残
す
中
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
減

少
な
ど
、
ス
ケ
ー
ト
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。
国
体
の
誘
致

が
で
き
る
ス
ケ
ー
ト
施
設
の
必
要
性
か
ら
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
県
の

第
五
次
総
合
計
画
で
「
ス
ポ
ー
ツ
王
国
ぎ
ふ
」
を
目
指
し
て
、
地
域
性
や
競
技

種
目
に
合
わ
せ
中
津
川
・
恵
那
地
域
に
ス
ケ
ー
ト
場
の
設
置
が
位
置
付
け
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
が
誕

生
し
た
。
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る
多
目
的
施
設
で
あ
る
。
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
拠

点
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
夏
、
冬
合
わ

せ
て
七
万
五
〇
〇
〇
人
が
訪
れ
る
、
市
内
で
も

大
き
な
観
光
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

冬
の
楽
し
み
方　
・
初
心
者
無
料
ス
ケ
ー
ト

教
室　
ス
ケ
ー
ト
が
初

め
て
の
人
や
、
初
心
者
の
人
が
楽
し
く
滑

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
コ
ツ
を
教
え
る

無
料
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
で
あ
る
。

・�

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室　
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
が
上
手
に
な
り
た
い
人
の
た

め
に
、
基
礎
か
ら
徐
々
に
上
達
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

・�

カ
ー
リ
ン
グ
教
室　
普
段
は
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・�

ク
リ
ス
タ
ル
ク
リ
ス
マ
ス　
サ
ン
タ
さ
ん
の
そ
り
滑
り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
日
は
、
高
校
生
以
下
の
滑
走
料
が
無
料
と
な
る
。

　

夏
の
楽
し
み
方　
・�

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト　
フ
ッ
ト
サ
ル
や
大
会
な
ど
多�

目
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

目
的　

施
設
の
目
的
は
、
ス
ケ
ー
ト
の
競
技
力
の
向
上
の
拠
点
施
設
お
よ

び
公
式
競
技
が
可
能
な
施
設
の
整
備
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ケ
ー
ト
の
普
及
と
競
技
人
口
の
底
辺
の
拡
大
、
県
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
と
地
域
振
興
で
あ
る
。

　

特
徴　

冬
季
は
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
や
一
般
滑
走
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
他
、
冬
季
以
外
は
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
や
フ
ッ

ト
サ
ル
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
多
目
的
施
設
で
あ
る
。
日
本
で
最
も

西
の
屋
外
四
〇
〇
ｍ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
あ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も

よ
く
風
の
影
響
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

施
設
の
概
要　
・�

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク　
四
〇
〇
ｍ
国
際
規
格
標
準�

ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク

・�

サ
ブ
リ
ン
ク　
六
〇
ｍ
×
三
〇
ｍ
（
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
も
使
用
）

・�

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス　
事
務
室
、食
堂
、ロ
ッ
カ
ー
室
、貸
靴
庫
、多
目
的
ル
ー

ム
、
イ
ベ
ン
ト
ロ
ビ
ー
、
展
示
ロ
ビ
ー
な
ど　

・�

放
送
記
録
棟　
大
会
時
の
審
判
通
告
室
、
役
員
控
室
、
貴
賓
室
、
会
議
室

・�

ス
タ
ン
ド　
約
二
〇
〇
〇
人
収
容

・�

駐
車
場　
二
一
四
台
（
一
部
は
壁
打
ち
テ
ニ
ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
も
使
用
）

冬
季
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
国
際
競
技
会
や

国
体
な
ど
全
国
規
模
の
大
会
開
催
や
一
般
滑
走
を
、
冬
季
以
外
は
イ
ン
ラ
イ
ン

ス
ケ
ー
ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

区  　分 夏　季 冬　季 季　間 合　計

平成28年度 20,095 42,920 1,639 64,654

29年度 20,829 45,636 3,487 69,952

30年度 30,660 48,286 3,336 82,282

令和元年度 25,590 45,559 4,159 75,308

2年度 5,440 35,487 2,333 43,260

表２-４-６-２　岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場施設使用者数の推移�（単位：人）

注）次季までの季間入場者を含む� 資料：スポーツ課
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第四章　教育・文化・スポーツ 

置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場
で
は
カ
ヌ
ー
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
、
ボ
ー
ト
な
ど
水
辺
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
教
室
開
催
、
練
習
地
お
よ
び
実
業
団
チ
ー
ム
な
ど
の
合
宿
地
と
し

て
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト　

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
二
八
日
、
笠
置

峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

式
典
が
開
か
れ
た
。
笠
置
峡
は
、
風
が
少
な
く
水
面
が
穏
や
か
で
、
連
続
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
漕
げ
る
な
ど
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
競
技
に
と
っ
て
好

条
件
が
揃
っ
て
い
る
。
式
典
の
日
は
香
港
ボ
ー
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
明

治
安
田
生
命
ボ
ー
ト
部
が
合
同
練
習
に
励
ん
だ
。

・�
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト　
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
四
〇
〇
ｍ
の
リ
ン
ク
で

は
、
夏
季
シ
ー
ズ
ン
中
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
二
二

日
、
無
料
の
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
教
室

が
開
催
さ
れ
た
。
希
望
者
の
一
〇
人
が
上

達
を
目
指
し
て
汗
を
か
い
た
。
参
加
し
た

小
学
生
は
「
初
め
て
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

ト
を
や
っ
た
。
先
生
が
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
転
ん
だ
け
ど
滑
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。」
と
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

(

三)　

笠
置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場

笠
置
峡
ボ
ー
ト
・

カ
ヌ
ー
場
の
整
備

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
一
一
月
～
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
五
月
、
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
お
よ

び
東
京
二
〇
二
〇

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
た
め
、
笠
置
峡
に
ス
ロ
ー

プ
、
屋
外
ト
イ
レ
を
設
置
、
進
入
路
・
駐
車

場
・
階
段
・
横
断
歩
道
を
整
備
し
、
練
習
環

境
を
整
え
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
後
は
、
笠

笠置峡の整備 インラインスケート
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第三部　資料編

役
職
者
・
議
員
名
簿

　

旧
恵
那
市

市
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

森
川　

 

正
昭

砂
場　

信
次

林　
　

 

昭
夫

土
方　

 

久
博

後
藤　

 

薫
廣

議
員堀　

 　
　

誠

市
川 　

雅
敏

柘
植 　
　

羌

光
岡 　

克
昌

小
林 　

敏
彦

小
倉 　

富
枝

安
藤 　

洋
子

荻
野 　

惠
三

伊
藤 　

一
治

林　

 　

武
義

伊
佐
地 

良
一

柘
植 　

弘
成

水
野 　

善
文

市
川 　

美
彦

藤 　
　

公
雄

土
屋 　

藤
夫

柘
植 　

成
實

渡
邉 　

鈴
政

山
内 　
　

隆

　

旧
岩
村
町

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

山
上 　

哲
司

花
田 　

美
晴

(

助
役
と
兼
任)
鈴
木 　

隆
一

高
橋 　

必
明

議
員西

尾 　

公
男

鈴
木 　

清
司

小
林 　

將
能

安
藤 　

博
幸

髙
山 　

孝
夫

太
田 　

邑
美

杉
山 　

彰
一

保
母 　
　

郎

神
谷 　

親
義

加
藤 　

清
藏

若
尾 　

一
二

　

旧
山
岡
町

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

山
内 　

章
裕

（
役
職
廃
止
）

小
木
曽 

義
幸

後
藤 　

健
二

鈴
木 　

正
浩

議
員玉

置 

佳
代
子

水
野 　

義
久

春
日
井 

邦
夫

安
部 　

善
久

西
尾 　

祐
夫

勝　

 　

滋
幸

水
野 　

隆
文

櫻
井 　

義
等

伊
藤 　

和
之

西
尾 　

達
雄

𠮷
村 　

典
男

合
併
前
の
役
職
者
（
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
一
〇
月
））

　

旧
明
智
町

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

成
瀨 　

郁
夫

小
澤 　

建
男

鈴
木 　

兼
義

井
口 

貴
久
夫

山
田 　

幸
典

議
員三

宅　

 　

均

勝　

 　

治
正

西
尾 　

恒
夫

松
井 　

昭
宣

阿
部 　
　

薫

成
瀨 　

鐘
平

堀 　
　

忠
治

三
宅 　

正
吾

佐
野 　
　

進

伊
藤 　

勝
利

安
藤　

 

繁
夫

　

旧
串
原
村

村
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

大
島 

二
三
一

大
嶋 

六
三
郎

堀　

 　

恒
夫

堀　

 　

光
明

三
宅 　
　

明

議
員堀　

 　

隆
二

安
藤 　

幸
穗

平
林 　

三
之

大
島 　

義
則

平
林 　
　

昌

成
瀬 　

松
寿

中
垣 　

睦
美

堀 　
　

順
一

三
宅 

三
千
男

　

旧
上
矢
作
町

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
長

伊
藤　

 　

勇

荒
田 　

雅
晴

大
島 　

将
官

平
出 　

恭
二
　

桐 　
　

齊

議
員安

藤 　

嘉
三

荒
田 　

德
雄

安
藤 　

惠
造

大
島 　

一
孝

堀 　
　

武
夫

有
田 　

文
彦

荻
山 　

理
一

安
藤 　

好
男

石
田 　
　

隆

安
藤 　

春
明

佐
藤 　

喜
三

第
三
部　
資
料
編
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合
併
後　
歴
代
の
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

市
長 �

　

可
知　

義
明	

平
成
一
六
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日

　

可
知　

義
明	
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
四
年
一
一
月
二
七
日

　

可
知　

義
明	
平
成
二
四
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
八
年
一
一
月
二
七
日

　

小
坂　

喬
峰	

平
成
二
八
年
一
一
月
二
八
日
～
令
和　

二
年
一
一
月
二
七
日

　

小
坂　

喬
峰	

令
和　

二
年
一
一
月
二
八
日
～	

副
市
長 �

　

三
宅　

良
政	

平
成
一
七
年
四
月
一
日
～
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日

　

三
宅　

良
政	

平
成
二
一
年
四
月
一
日
～
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日

　

大
塩　

康
彦	

平
成
二
五
年
四
月
一
日
～
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日

　

大
塩　

康
彦	

平
成
二
九
年
四
月
一
日
～
令
和　

三
年
三
月
三
一
日

　

大
塩　

康
彦	

令
和　

三
年
四
月
一
日
～　

	

教
育
長 �

　

三
浦　

忠
信	

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日　

　

西
尾　

教
行	

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日

　

大
畑　

雅
幸	

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
八
年　

三
月
三
一
日

　

大
畑　

雅
幸	

平
成
二
八
年　

四
月　

一
日
～
平
成
三
一
年　

三
月
三
一
日

　

大
畑　

雅
幸	

平
成
三
一
年　

四
月　

一
日
～
令
和　

四
年　

三
月
三
一
日

　

岡
田　

庄
二	

令
和　

四
年
四
月
一
日
～
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合
併
後
の
歴
代
議
員

議
長 �

	

歴
代	
氏
名		



就
任
年
月
日	

退
任
年
月
日

	

初
代	

後
藤　

 
薫
廣	

平
成
一
六
年
一
二
月
一
四
日	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日

	

二
〃	

後
藤　

 
薫
廣	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
一
八
年　

八
月
一
八
日

	

三
〃	

山
田　

 
幸
典	
平
成
一
八
年　

八
月
一
八
日	

平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日

	

四
〃	

山
田　

 

幸
典	
平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日	

平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日

	

五
〃	

伊
藤　

 

一
治	
平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日	

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日

	

六
〃	

伊
東　

 

靖
英	

平
成
二
〇
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日

	

七
〃	

伊
東　

 

靖
英	

平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日

	

八
〃	

西
尾　

 

公
男	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
二
日

	

九
〃	

西
尾　

 

公
男	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
四
年
一
一
月
二
七
日

	

一
〇
〃	

柘
植　

 　

羌	

平
成
二
四
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
五
年
一
二
月
二
〇
日

	

一
一
〃	

柘
植　

 　

羌	

平
成
二
五
年
一
二
月
二
〇
日	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日

	

一
二
〃	

堀　
　

 　

誠	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日	
平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日

	

一
三
〃	

堀　
　

 

光
明	

平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日	
平
成
二
八
年
一
一
月
二
七
日

	

一
四
〃	

荒
田　

 

雅
晴	

平
成
二
八
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
八
日

	

一
五
〃	

後
藤　

 

康
司	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
八
日	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日

	

一
六
〃	

後
藤　

 

康
司	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

元
年
一
一
月
二
八
日

	

一
七
〃	

後
藤　

 

康
司	

令
和　

元
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

二
年
一
一
月
二
七
日

	

一
八
〃	

鵜
飼　

 

伸
幸	

令
和　

二
年
一
二
月　

七
日	

令
和　

三
年
一
一
月
二
九
日

	

一
九
〃	

鵜
飼　

 

伸
幸	

令
和　

三
年
一
一
月
二
九
日	

令
和　

四
年
一
一
月
二
八
日

	

二
〇
〃	

千
藤　

 

安
雄	

令
和　

四
年
一
一
月
二
八
日

副
議
長 �

	

歴
代	

氏
名		



就
任
年
月
日	

退
任
年
月
日

	

初
代	

山
田　

 

幸
典	

平
成
一
六
年
一
二
月
一
四
日	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日

	

二
〃	

山
田　

 

幸
典	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
一
八
年　

八
月
一
八
日

	

三
〃	

伊
佐
地 

良
一	

平
成
一
八
年　

八
月
一
八
日	

平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日

	

四
〃	

伊
佐
地 

良
一	

平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日	

平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日

	

五
〃	

西
尾　

 

公
男	

平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日	

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日

	

六
〃	

柘
植　

 　

羌	

平
成
二
〇
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日

	

七
〃	

堀　
　

 　

誠	

平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日

	

八
〃	

渡
辺 　

鈴
政	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
二
日

	

九
〃	

柘
植 　

弘
成	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
四
年
一
一
月
二
七
日

	

一
〇
〃	

畑
村 　

眞
吾	

平
成
二
四
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
五
年
一
二
月
二
〇
日

	

一
一
〃	

堀　

 　

光
明	

平
成
二
五
年
一
二
月
二
〇
日	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日

	

一
二
〃	

荒
田 　

雅
晴	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日	

平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日

	

一
三
〃	

後
藤 　

康
司	

平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
八
年
一
一
月
二
七
日

	

一
四
〃	

堀
井 　

文
博	

平
成
二
八
年
一
二
月　

五
日	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
八
日

	

一
五
〃	

鵜
飼 　

伸
幸	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
八
日	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日

	

一
六
〃	

町
野 　

道
明	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

元
年
一
一
月
二
八
日

	

一
七
〃	

千
藤 　

安
雄	

令
和　

元
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

二
年
一
一
月
二
九
日

	

一
八
〃	

千
藤 　

安
雄	

令
和　

二
年
一
二
月　

七
日	

令
和　

三
年
一
一
月
二
九
日

	

一
九
〃	

町
野 　

道
明	

令
和　

三
年
一
一
月
二
九
日	

令
和　

四
年
一
一
月
二
八
日

	
二
〇
〃	

柘
植 　

孝
彦	

令
和　

四
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

五
年
一
一
月
二
八
日

	
二
一
〃	

西
尾 　
　

努	

令
和　

五
年
一
一
月
二
八
日
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第
一
回
恵
那
市
議
会
議
員
名
簿

�

（
任
期
：
平
成
一
六
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日
）

第
二
回
恵
那
市
議
会
議
員
名
簿			


�

（
任
期
：
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
四
年
一
一
月
二
七
日
）

町
野　

 
道
明

畑
村　

 

眞
吾

堀
井　

 

文
博

荒
田　

 

雅
晴

堀　

 　

光
明

伊
藤　

 

桂
子

水
野　

 

功
教

伊
東　

 

靖
英

勝　

 　

滋
幸

堀　
　

 　

誠

市
川　

 

雅
敏

柘
植　
　

 

羌

光
岡　

 
克
昌

小
林　

 

敏
彦

西
尾　

 

公
男

鈴
木　

 

清
司

小
倉　

 

富
枝

伊
藤　

 

一
治

山
田　

 

幸
典

林　

 　

武
義

伊
佐
地 

良
一

伊
藤　

 

和
之

安
藤　

 

洋
子

柘
植　

 

弘
成

後
藤　

 

薫
廣

𠮷
村　

 

典
男

渡
邉　

 

鈴
政

土
屋　

 

藤
夫

藤　

 　

公
雄

成
瀨　

 

鐘
平

安
藤　

 

直
実

鵜
飼　

 

伸
幸

纐
纈　

 　

満

後
藤　

 

康
司

林　

 　

忠
義

小
澤　

 

建
男

町
野　

 

道
明

畑
村　

 

眞
吾

堀
井　

 

文
博

荒
田　

 

雅
晴

堀　

 　

光
明

伊
藤　

 

桂
子

水
野　

 

功
教

伊
東　

 

靖
英

勝　

 　

滋
幸

堀　
　

 　

誠

柘
植　
　

 

羌

光
岡　

 

克
昌

西
尾　

 

公
男

鈴
木　

 
清
司

伊
佐
地 
良
一

柘
植　

 

弘
成

渡
邉　

 

鈴
政

藤　

 　

公
雄

第
三
回
恵
那
市
議
会
議
員
名
簿			


�

（
任
期
：
平
成
二
四
年
一
一
月
二
八
日
～
平
成
二
八
年
一
一
月
二
七
日
）

西
尾　

 　

努

中
嶋　

 

元
則

近
藤　

 

純
二

橋
本　

 

平
紀

深
萱　

 

安
信

千
藤　

 

安
雄

遠
山　

 

信
子

安
藤　

 

直
実

鵜
飼　

 

伸
幸

後
藤　

 

康
司

林　

 　

忠
義

小
澤　

 

建
男

町
野　

 

道
明

畑
村　

 

眞
吾

堀
井　

 

文
博

荒
田　

 

雅
晴

堀　

 　

光
明

水
野　

 

功
教

堀　
　

 　

誠

柘
植　
　

 

羌

第
四
回
恵
那
市
議
会
議
員
名
簿

�

（
任
期
：
平
成
二
八
年
一
一
月
二
八
日
～
令
和
二
年
一
一
月
二
七
日
）

第
五
回
恵
那
市
議
会
議
員
名
簿			


�

（
任
期
：
令
和
二
年
一
一
月
二
八
日
～
令
和
六
年
一
一
月
二
七
日
）

佐
々
木　

 

透

柘
植　

 

孝
彦

西
尾　

 

努

中
嶋　

 

元
則

近
藤　

 

純
二

橋
本　

 

平
紀

千
藤　

 

安
雄

遠
山　

 

信
子

安
藤　

 

直
実

鵜
飼　

 

伸
幸

後
藤　

 

康
司

町
野　

 

道
明

堀
井　

 

文
博 

（
令
和
元
年
五
月
一
七
日
退
任
）

荒
田　

 

雅
晴

堀　

 　

光
明

水
野　

 

功
教 

（
令
和
元
年
五
月
七
日
退
任
）

堀　
　

 　

誠

柘
植　
　

 

羌

林　
 　

貴
光

山
内　

 
敏
敬

太
田　

 
敦
之

秋
山　

 

佳
寛

服
部　

 

紀
史

伊
藤　

 

勝
彦

平
林 

多
津
子

猿
渡　

 

南
江

佐
々
木　

 

透

柘
植　

 

孝
彦

西
尾　

 　

努

中
嶋　

 

元
則

千
藤　

 

安
雄

安
藤　

 

直
実

鵜
飼　

 

伸
幸

後
藤　

 

康
司

町
野　

 

道
明

堀　

 　

光
明
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恵
那
市
史　
合
併
後
の
行
政
委
員

歴
代
監
査
委
員 �

氏
名	

就
任
年
月
日	

退
任
年
月
日

小
林 　

敏
彦	

平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
一
日

柘
植　

 　

羌	
平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日

𠮷
村 　

典
男	
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
一
九
年
一
二
月　

二
日

堀　

 　
　

誠	

平
成
一
九
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日

光
岡 　

克
昌	

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
〇
日	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
〇
日

畑
村 　

眞
吾	

平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
一
日

町
野 　

道
明	

平
成
二
三
年
一
二
月
二
二
日	

平
成
二
四
年
一
一
月
二
七
日

荒
田 　

雅
晴	

平
成
二
四
年
一
二
月　

六
日	

平
成
二
五
年
一
二
月
一
九
日

林 　
　

忠
義	

平
成
二
五
年
一
二
月
二
〇
日	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日

後
藤 　

康
司	

平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日	
平
成
二
七
年
一
二
月
二
一
日

堀
井 　

文
博	

平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日	
平
成
二
八
年
一
一
月
二
七
日

鵜
飼 　

伸
幸	

平
成
二
八
年
一
二
月
一
六
日	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
七
日

千
藤 　

安
雄	

平
成
二
九
年
一
一
月
二
八
日	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
七
日

中
嶋 　

元
則	

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

元
年
一
一
月
二
七
日

橋
本 　

平
紀	

令
和　

元
年
一
一
月
二
八
日	

令
和　

二
年
一
一
月
二
七
日

西
尾 　
　

努	

令
和　

二
年
一
二
月　

八
日	

令
和　

三
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

孝
彦	

令
和　

三
年
一
二
月
一
六
日	

令
和　

四
年
一
二
月
一
五
日

堀　

 　

光
明	

令
和　

四
年
一
二
月
一
六
日	

令
和　

五
年
一
二
月
一
五
日

伊
藤 　

勝
彦	

令
和　

五
年
一
二
月
一
六
日

歴
代
代
表
監
査
委
員 �

氏
名	

就
任
年
月
日	

退
任
年
月
日

市
川　

 

康
夫	

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日	

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日

市
岡　

 

孝
之	

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日	

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日

市
岡　

 

孝
之	

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日	

平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日

水
野　

 

泰
正	

平
成
二
八
年
一
二
月
一
六
日	

令
和　

二
年
一
二
月
一
五
日

水
野　

 

泰
正	

令
和　

二
年
一
二
月
一
六
日	
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歴
代
公
平
委
員
会
委
員     

◎
委
員
長

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
一
七
年
一
二
月
一
五
日 �

　

◎
三
宅 
洋
志	

熊
﨑　

 

睦	

村
上 

か
つ

平
成
一
七
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日 �

　

◎
三
宅  

洋
志	
熊
﨑　

 

睦	

村
上 

か
つ

平
成
一
八
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
一
九
年
一
二
月
一
五
日 �

　

◎
三
宅  

洋
志	

林　

 
昭
夫	

村
上 

か
つ

平
成
一
九
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
三
宅 

洋
志	

林　

 

昭
夫	
太
田 

陽
子

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
一
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
三
宅 

洋
志	

林　

 

昭
夫	

太
田 
陽
子

平
成
二
一
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
二
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
三
宅 

洋
志	

林　

 

昭
夫	

太
田 

陽
子

平
成
二
二
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
三
宅 

洋
志	

榊
原 

章
夫	

太
田 

陽
子

平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
三
宅 

洋
志	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
五
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀　

 

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
五
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
六
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀　

 

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
六
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
七
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
八
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
二
九
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
二
九
年
一
二
月
一
六
日
～
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

元
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

平
出 

紀
子

令
和　

元
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

二
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
堀 　

歳
昭	

榊
原 

章
夫	

後
藤 

妙
子

令
和　

二
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

三
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
小
嶋 

初
夫	

榊
原 

章
夫	

後
藤 

妙
子

令
和　

三
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

四
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
小
嶋 

初
夫	

榊
原 

章
夫	

後
藤 

妙
子

令
和　

四
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

五
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
小
嶋 

初
夫	

榊
原 

章
夫	

後
藤 

妙
子

令
和　

五
年
一
二
月
一
六
日
～
令
和　

六
年
一
二
月
一
五
日 �

 

　

◎
小
嶋 

初
夫	

榊
原 

章
夫	

後
藤 

妙
子

歴
代
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
名
簿
　
◎
委
員
長

（
暫
定
）�

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
～
平
成
一
六
年
一
二
月
一
四
日 �

 

　

◎
砂
場　

 

圭
一	

太
田 

喜
八
郎	

鈴
木　

 

義
隆	

原　
　

 

隆
男

　
　
　

  �

平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日
～
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
四
日 �

 

　

◎
砂
場　

 

圭
一	

太
田 

喜
八
郎	

鈴
木　

 

義
隆	

原　
　

 

隆
男

　
　
　

  �

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日
～
平
成
二
四
年
一
二
月
一
四
日 �

 

　

◎
原　

 　

隆
男	

川
上　

 

好
美	

春
日
井 

正
章	

中
崎 

喜
美
子

　
　
　

  �

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日
～
平
成
二
八
年
一
二
月
一
四
日 �

 

　

◎
川
上　

 

好
美	

中
崎 

喜
美
子	

梅
村　

 

武
司	

原　
　

 　

昶

　
　
　

  �
平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日
～
令
和
二
年
一
二
月
一
四
日 �

 
　

◎
樋
田　

 

千
浪	

安
藤　

 

敏
幸	

藤
井　

 

志
朗	

熊
田 　

恵
二

　
　
　

  �
令
和
二
年
一
二
月
一
五
日
～
令
和
六
年
一
二
月
一
四
日 �

 

　

◎
樋
田　

 

千
浪	

安
藤　

 

敏
幸	

細
江 　

和
章	

加
藤 　

博
久
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歴
代
教
育
委
員
会
委
員

氏　
　
　

名

発
令
年
月
日

解
任
年
月
日

任
期

備
考

三
浦　

 
忠
信

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日

四
年

教
育
長

伊
藤　

 
保
直

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
一
七
年
一
二
月
一
五
日

一
年
一
期

鈴
木　

 

隆
一

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日

二
年
一
期

平
成
一
七
年
一
二
月
～
平
成
一
八
年
一
二
月　

委
員
長

龍
田　

 

和
子

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
一
九
年
一
二
月
一
五
日

三
年
一
期

平
成
一
八
年
一
二
月
～
平
成
一
九
年
一
二
月　

委
員
長

長
谷
川 

佳
子

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

平
成
一
九
年
一
二
月
～
平
成
二
〇
年
一
二
月　

委
員
長

伊
藤　

 

保
直

平
成
一
七
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
一
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

平
成
二
〇
年
一
二
月
～
平
成
二
一
年
一
二
月　

委
員
長

鈴
木　

 

隆
一

平
成
一
八
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
二
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

平
成
二
一
年
一
二
月
～
平
成
二
二
年
一
二
月　

委
員
長

龍
田　

 

和
子

平
成
一
九
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

西
尾　

 

教
行

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

教
育
長

中
嶋　

 

恵
子

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

井
口　

 

道
雄

平
成
二
一
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
五
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

平
成
二
四
年
一
二
月
～
平
成
二
五
年
一
二
月　

委
員
長

鈴
木　

 

隆
一

平
成
二
二
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
六
年
一
二
月
一
五
日

四
年
三
期

平
成
二
二
年
一
二
月
～
平
成
二
三
年
一
二
月　

委
員
長

平
成
二
五
年
一
二
月
～
平
成
二
六
年
一
二
月　

委
員
長

龍
田　

 

和
子

平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
七
年
一
二
月
一
五
日

四
年
三
期

平
成
二
三
年
一
二
月
～
平
成
二
四
年
一
二
月　

委
員
長

平
成
二
六
年
一
二
月
～
平
成
二
七
年
一
二
月　

委
員
長

大
畑　

 

雅
幸

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

教
育
長

鎌
田 

基
予
子

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日 

～
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日　

委
員
長

井
口　

 

道
雄

平
成
二
五
年
一
二
月
一
六
日

平
成
二
九
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

西
尾　

 

修
欣

平
成
二
六
年
一
二
月
一
六
日

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

村
松　

 

訓
子

平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

元
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

大
畑　

 

雅
幸

平
成
二
八
年　

四
月　

一
日

平
成
三
一
年　

三
月
三
一
日

二
年
二
期

教
育
長
（
新
教
育
委
員
会
制
度
）

鎌
田 

基
予
子

平
成
二
八
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

二
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

樋
田　

 

千
史

平
成
二
九
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

三
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

西
尾　

 

修
欣

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

四
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

大
畑　

 

雅
幸

平
成
三
一
年　

四
月　

一
日

令
和　

四
年　

三
月
三
一
日

三
年
三
期

教
育
長

村
松　

 

訓
子

令
和　

元
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

五
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

後
藤　

 

伸
子

令
和　

二
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

六
年
一
二
月
一
五
日

四
年
一
期

樋
田　

 

千
史

令
和　

三
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

七
年
一
二
月
一
五
日

四
年
二
期

岡
田　

 

庄
二

令
和　

四
年　

四
月　

一
日

令
和　

七
年　

三
月
三
一
日

三
年
一
期

教
育
長

西
尾　

 

修
欣

令
和　

四
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

八
年
一
二
月
一
五
日

四
年
三
期

村
松　

 

訓
子

令
和　

五
年
一
二
月
一
六
日

令
和　

九
年
一
二
月
一
五
日

四
年
三
期
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町

名

平
成
一
六
年
一
一
月
一
四
日
～
平
成
一
九
年
一
一
月
一
三
日

大

井
　

飯
田　

 

和
孝

市
川　

 

章
平

長

島
　

河
村　

 

尚
德

森
岡　

 

敏
朗

小
栗 
富
志
男

東

野
◎
依
馬　

 
和
昌

篠
原　

 

重
遠

千
藤 　

武
司
（
平
成
一
七
年
六
月
二
七
日
退
任
）

三

郷

丸
山　

 

孝
克

　

度
會　

 

和
良

　

山
内 

小
代
子

武

並
　

山
本　

 

光
穗

吉
村　

 

兼
則

笠

置
　

樋
田　
　

 

康

林 　
　

忠
義（
平
成
一
七
年
六
月
二
八
日
就
任
）

林　
　

 

武
義

中
野
方

小
嶋　

 

勝
美

澤
村　
 
金
雄

飯

地

纐
纈　

 

裕
治

岩

村

服
部　

 

政
春

丸
山　

 

鉦
示

西
尾　

 

裕
志

伊
藤　

 

壽
保

上
矢
作

夏
目　

 

廣
美

　

藤
野　

 

勝
彦

　

中
根 

ま
き
子

山

岡

柴　
　

 

延
明

　

熊
谷　

 

悦
近

　

工
藤　

 

宗
男

後
藤　

 

勝
義

加
藤 　

孝
徳
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
九
日
退
任
）

中
島　

 

初
枝

明

智

松
井　

 

昭
宣

山
田　

 

治
彦

堀　
　

 

正
明

串

原

大
島　

 

義
則
（
平
成
一
八
年
二
月
一二
日
退
任
）

町

名

平
成
一
九
年
一
一
月
一
四
日
～
平
成
二
二
年
一
一
月
一
三
日

大

井

市
川　

 

信
男

田
口　

 

治
郎

長

島
　

河
村　

 

尚
德

槙
島　

 

増
郎

小
栗 

富
志
男

水
野　

 

量
夫
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
就
任
）

東

野
◎
依
馬　

 

和
昌

篠
原　

 

重
遠

　

伊
藤　

 

祐
道（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
退
任
）

三

郷
　

丸
山　

 

孝
克

　

西
尾　

 

文
彦

山
内 

小
代
子

武

並
　

吉
村　

 

兼
則

安
田　

 

訓
惟

笠

置
　

安
江　

 

昌
俊

林　
　

 

忠
義

林　

 　

武
義
（
平
成
二
〇
年
一二
月
二
二
日
退
任
）

中
野
方
　

小
嶋　

 

勝
美
（
平
成
一
九
年
一二
月
八
日
退
任
）

鈴
村　

 

博
義

飯

地

佐
藤　

 

章
介

岩

村

神
谷　

 

親
義

丸
山　

 

鉦
示

伊
藤　

 

壽
保

　

西
尾　

 

正
之

　

西
尾 

ひ
ろ
み

上
矢
作

夏
目　

 

廣
美

藤
野　

 

勝
彦

　

畑
村　

 

眞
吾
（
平
成
二
〇
年
一二
月
二
四
日
就
任
）

山

岡

西
尾　

 

長
徳

鈴
木　

 

善
久

宇
野　

 

源
治

熊
谷　

 

悦
近

長
谷
川 

幸
雄

明

智
　

松
井　

 

昭
宣

大
嶋　

 

正
勝

山
田　

 

治
彦

　

山
内　

 

絹
代

串

原

堀　
　

 
隆
二

歴
代
農
業
委
員

◎会長 
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町

名

平
成
二
二
年
一
一
月
一
四
日
～
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日

大

井
　

市
川　

 

信
男

田
口　

 

治
郎

長

島
　

槙
島　

 

増
郎

小
栗 

富
志
男

森
川　

 

哲
幸

可
知 　

清
宣（
平
成
二
三
年
六
月
一
七
日
就
任
）

水
野　

 
量
夫

東

野
◎
篠
原　

 
重
遠

依
馬　

 

八
郎

三

郷

宮
地　

 

邇
久

小
林　

 

良
平

武

並

永
井　

 

勇
夫

伊
藤　

 

英
貴

笠

置

安
江　

 

昌
俊

林　
　

 

忠
義
（
平
成
二
三
年
六
月
退
任
）

中
野
方
　

鈴
村　

 

博
義

　

林　
　

 

茂
一

鈴
村 

佳
代
子

飯

地
　

柘
植　

 

賢
二

岩

村

丸
山　

 

鉦
示

伊
藤　
 
壽
保

　

西
尾　

 

正
之

　

安
藤　

 
公
一

　

西
尾 

ひ
ろ
み

上
矢
作
　

夏
目　

 

廣
美

藤
野　

 

勝
彦

山

岡
　

工
藤　

 

征
夫

中
島　

 

利
雄

水
野 　
　

勇

白
金　

 

眞
克

成
瀬　

 

亘
甫
（
平
成
二
四
年
二
月
一
日
退
任
）

勝 　
　

滋
幸

明

智
　

大
嶋　

 

正
勝

山
本　

 

隆
夫

市
川　
　

 

守

　

山
内　

 

絹
代

串

原

堀　
　

 

隆
二

町

名

平
成
二
五
年
一
一
月
一
四
日
～
平
成
二
八
年
一
一
月
一
三
日

大

井
　

市
川　

 

信
男

大
鋸　

 

元
紀

長

島

牧
野　

 

隆　

水
野　

 

賢
治

森
川　

 

哲
幸

可
知　

 

清
宣
（
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
退
任
）

水
野　

 

量
夫

東

野

丸
山　

 

文
憲

依
馬　

 

八
郎

三

郷
　

宮
地　

 

邇
久

小
林　

 

勝
臣（
平
成
二
七
年
五
月
一
〇
日
退
任
）

武

並

伊
藤　

 

英
貴

永
井　

 

勇
夫（
平
成
二
八
年
五
月
一
七
日
退
任
）

笠

置
　

安
江　

 

昌
俊

中
野
方

柘
植　

 

元
一

　

林　
　

 

茂
一

　

鈴
村 

佳
代
子

飯

地
　

柘
植　

 

賢
二

岩

村

石
川　

 

進
一

伊
藤　

 

壽
保

　

西
尾　

 

正
之

　

安
藤　

 

公
一

西
尾 

ひ
ろ
み

　

上
矢
作
◎
夏
目　

 

廣
美

小
木
曽 

俊
夫

梅
本　

 

信
枝

山

岡

吉
村　

 

正
弘

高
津　

 

雅
史

勝　
　

滋
幸

鈴
木　

 

勤
一

熊
谷　

 

悦
近(

平
成
二
六
年
八
月
二
六
日
退
任)

大
庭　

 

脩
代
（
平
成
二
六
年
六
月
二
一
日
就
任
）

明

智

堀　
　

辰
文

山
本　

 

隆
夫

　

市
川　
　

守

　

三
宅　

伸
子

串

原

中
垣　

厚
美

◎会長 
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町

名
平
成
二
八
年
一
一
月
一
四
日
か
ら

�

令
和
元
年
一
一
月
一
三
日
令
和
元
年
一
一
月
一
四
日
か
ら

�

令
和
四
年
一
一
月
一
三
日
令
和
四
年
一
一
月
一
四
日
か
ら

�

令
和
七
年
一
一
月
一
三
日

大

井

小
板　

 

宏
正

小
板　

 

宏
正

　

小
板　

 

宏
正

纐
纈 

美
由
紀

纐
纈 

美
由
紀

長

島　

水
野　

 
賢
治

小
栗　

 

茂
美

　

小
栗　

 

茂
美

東

野　

三
宅　

 

孝
欣

　

三
宅　

 

孝
欣

三
宅　

 

一
彰

土
方 

明
日
香

土
方 

明
日
香

三

郷　

石
田　

 

寛
高

丸
山　

 

宗
亮

　

小
林 　

勝
朗

武

並　

伊
藤　

 

英
貴

　

曽
我 

佳
奈
子

曽
我 

佳
奈
子

　

曽
我 

佳
奈
子

渡
会　

 

邦
憲

　

渡
会　

 

邦
憲

笠

置　

林　

 　

広
和

　

林　
　

 

広
和

◎
林　
　

 

広
和

中
野
方　

林　
　

 

茂
一

安
江　

 

建
樹

　

安
江　

 

建
樹

飯

地

柘
植　

 

賢
二

◎
柘
植　

 

賢
二

　

纐
纈　

 

政
行

岩

村

石
川　

 

進
一

　

石
川　

 

進
一

　

宮
原　

 　

博

　

安
藤　

 

公
一

西
尾 
ひ
ろ
み

西
尾 

ひ
ろ
み

上
矢
作　

梅
本　

 

信
枝

梅
本　

 

信
枝

梅
本　

 

信
枝

◎
夏
目　

 

廣
美

　

夏
目　

 

廣
美

　

近
藤　

 

明
徳

山

岡　

勝　
　

 

滋
幸

　

梅
村　

 

安
範

　

梅
村　

 

安
範

三
浦　

 

寿
子

三
浦　

 

寿
子

水
野　

 

守
文

明

智

須
原 

由
里
加

井
口　

 

英
博

　

保
母　

 

直
彦

　

市
川 　
　

守

仲
田　

 

菜
那

串

原

大
島　

 

政
幸

大
島　

 

政
幸

　

大
島　

 

政
幸

◎会長

※農業委員は平成 28年度より公選制を廃し、市長が市議会の同意を得て任命する方法に改められました。
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歴
代
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

安
藤 　

裕
三

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
一
九
年
一
二
月
一
五
日

小
栗　

 

健
次

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
一
七
年
一
二
月
一
五
日

藤
原　

 

昭
五

平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日

鈴
木　

 

峰
夫

平
成
一
九
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
二
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

麻
美

平
成
一
七
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日

市
岡 　

孝
之

平
成
一
八
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
〇
年
一
二
月
九
日

鈴
木 　

峰
夫

平
成
二
二
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
五
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

麻
美

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日

荻
山 　

信
幸

平
成
二
一
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日

鈴
木　

 

峰
夫

平
成
二
五
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
八
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

麻
美

平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
六
年
一
二
月
一
五
日

荻
山 　

信
幸

平
成
二
四
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
七
年
一
二
月
一
五
日

藤
井 　

輝
彦

平
成
二
八
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

元
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

麻
美

平
成
二
六
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
二
九
年
一
二
月
一
五
日

荻
山 　

信
幸

平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
〜

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
五
日

藤
井 　

輝
彦

令
和　

元
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

四
年
一
二
月
一
五
日

柘
植 　

麻
美

平
成
二
九
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

二
年
一
二
月
一
五
日

荻
山 　

信
幸

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

三
年
一
二
月
一
五
日

藤
井　

 

輝
彦

令
和　

四
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

七
年
一
二
月
一
五
日

加
藤 　

英
雄

令
和　

二
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

五
年
一
二
月
一
五
日

西
尾 

三
永
子

令
和　

三
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

六
年
一
二
月
一
五
日

加
藤 　

英
雄

令
和　

五
年
一
二
月
一
六
日
〜

令
和　

八
年
一
二
月
一
五
日
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合
併
協
議
会
委
員
名
簿
（
設
立
当
時
）

役
職
名

氏
名

市
町
村
名

選
出
区
分

小
委
員
会

ま
ち
づ
く
り

計
画

組
織
・
定
数

適
正
化
計
画

会

長
森
川　

 

正
昭

恵
那
市

恵
那
市
長

副
会
長
山
内　

 
章
裕

山
岡
町

山
岡
町
長

委

員
柘
植　

 
成
實

恵
那
市

恵
那
市
議
会

○

後
藤　

 

薫
廣

恵
那
市
議
会

○

西
尾　

 

直
躬

恵
那
市
議
会

○

藤　

 　

公
雄

恵
那
市
議
会

○

市
川　

 

美
彦

恵
那
市
議
会

○

光
岡　

 

勝
美

恵
那
市
議
会

○

渡
邉　

 

鈴
政

恵
那
市
議
会

○

大
井　

 

守
男

自
治
連
合
会
長

○
副

森
川　

 　

満

自
治
連
合
会
副
会
長

○

伊
藤　

 　

明

自
治
連
合
会
理
事

○

度
會　

 

美
道

自
治
連
合
会
理
事

○

渡
會　

 

正
常

自
治
連
合
会
理
事

○

市
川 

孝
太
郎

自
治
連
合
会
副
会
長

○

小
田　

 

文
夫

自
治
連
合
会
理
事

○

伊
東　

 

靖
英

自
治
連
合
会
理
事

○

松
本　

 

英
雄

社
会
福
祉
協
議
会
長

○

伊
藤　

 

祐
道

農
業
振
興
協
議
会
長

○
長

伊
藤　

 

源
茂

商
工
会
議
所
代
表

○

山
上　

 

哲
司

岩
村
町

岩
村
町
長

髙
山　

 

孝
夫

岩
村
町
議
会

○
長

今
井　

 

一
朗

商
工
会
長

○

森
田　

 

勇
吉

元
区
長
会
長
・
老
壮
会
連
合
会
長

○

鈴
木　

 

正
浩

山
岡
町

山
岡
町
議
会

○
副

堀
尾　

 

彰
一

商
工
会
長

○

西
尾　

 　

弘

区
長
会
長

○

成
瀨　

 

郁
夫

明
智
町

明
智
町
長

西
尾　

 

恒
夫

明
智
町
議
会

○

横
田　

 

晴
彦

商
工
会
長

○

加
藤　

 　

靖

地
区
長
会
長

○

役
職
名

氏
名

市
町
村
名

選
出
区
分

小
委
員
会

ま
ち
づ
く
り

計
画

組
織
・
定
数

適
正
化
計
画

委

員
大
島 

二
三
一

串
原
村

串
原
村
長

安
藤　

 

幸
穗

串
原
村
議
会

○

堀　
　

 

四
郎

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

○

伊
藤　

 　

勇
上
矢
作
町
上
矢
作
町
長

　

桐　

 　

齊

上
矢
作
町
議
会

○

安
藤　

 　

勲

住
民
代
表
（
元
町
議
会
議
長
）

○

松
岡　

 

昭
雄

住
民
代
表
（
人
権
擁
護
委
員
）

○

顧

問
有
本　

 

信
昭

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
教
授

○

磯
部　

 

友
彦

中
部
大
学
工
学
部
助
教
授

○

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

酒
井　

 

謙
司
東
濃
地
域
振
興
局
恵
那
事
務
所
長

可
知　

 

義
明
中
津
川·

恵
那
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
長

監
査
委
員
柘
植　

 　

章

恵
那
市

恵
那
市
代
表
監
査
委
員

堀　

 　

順
一

串
原
村

串
原
村
監
査
委
員

※
小
委
員
会
（
長=

委
員
長　

副=

副
委
員
長
）　

敬
称
略

合
併
協
議
会
幹
事
会
名
簿（
設
立
当
時
） 

役
職
名

氏
名

市
町
村

助
役

◎
熊
沢　

 　

鐵

恵
那
市

総
務
部
長
　

砂
場 　

信
次

企
画
課
長
　

三
宅 　

隆
司

助
役

　

花
田 　

美
晴

岩
村
町

総
務
課
長
　

安
藤 　

敏
郎

参
事
兼
総
務
課
長

○
伊
藤 　

公
一

山
岡
町

助
役

　

小
澤 　

建
男

明
智
町

企
画
政
策
課
長　

大
塩 　

康
彦

助
役

　

大
嶋 

六
三
郎

串
原
村

総
務
課
長
　

安
藤 　

仁
志

助
役

　

荒
田 　

雅
晴

上
矢
作
町

企
画
課
長
　

伊
藤 　

雅
晴

◎
幹
事
長　

○
副
幹
事
長

合
併
協
議
会
事
務
局
職
員
名
簿
（
設
立
当
時
）

役
職
名

氏
名

市
町
村

事
務
局
長

伊
藤　

 

常
光
恵
那
市

事
務
局
次
長

中
垣　

 

厚
美
串
原
村

計
画·

推
進
班
班
長
藤
井　

 

輝
彦
岩
村
町

原
田　

 

一
宏
明
智
町

山
田　

 

芳
彦
恵
那
市

小
木
曽 

美
里
上
矢
作
町

総
務
・
企
画

調
整
班

班
長
三
宅　

 

敏
之
山
岡
町

和
田　

 

信
之
恵
那
市

原
田　

 

義
已
岩
村
町

経
済
・
建
設

調
整
班

班
長
小
林　

 

規
男
恵
那
市

小
木
曽 

弘
康
山
岡
町

福
祉
・
教
育

調
整
班

班
長
畑
村　

 

眞
吾
上
矢
作
町

村
松　

 

光
則
明
智
町
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第三部　資料編

合
併
協
定
項
目

1
　
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
と
す

る
。

2
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

新
市
の
名
称
は
「
恵
那
市
」
と
す
る
。

3
　
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
恵
那
市
長
島
町
正
家
一

丁
目
一
番
地
一
と
す
る
。

現
在
の
恵
南
町
村
役
場
及
び
恵
那
市
六
事
務
所
は
、

振
興
事
務
所
と
す
る
。

4
　
合
併
の
方
式
に
つ
い
て

合
併
の
方
式
は
、恵
那
市
、岩
村
町
、山
岡
町
、明
智
町
、

串
原
村
及
び
上
矢
作
町
を
廃
し
、
そ
の
地
域
を
も
っ
て

新
し
い
市
を
設
置
す
る
新
設
合
併
と
す
る
。

5
　
財
政
・
債
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

六
市
町
村
の
所
有
す
る
財
産
、
公
の
施
設
及
び
債
務

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

財
産
区
有
財
産
は
、
財
産
区
財
産
と
し
て
す
べ
て
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

6
　
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

議
員
は
、
全
員
失
職
し
、
新
市
の
法
定
定
数
で
設
置

選
挙
を
行
う
。

一　

�

議
会
議
員
の
定
数
は
、
地
方
自
治
法
第
九
一
条
第

一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
三
〇
人
と
し
、

設
置
選
挙
を
行
う
。

二　

�

新
市
発
足
後
最
初
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村

及
び
上
矢
作
町
の
区
域
を
も
っ
て
選
挙
区
を
設
け

る
も
の
と
し
、
各
選
挙
区
の
定
数
は
、
恵
那
市
の

区
域
一
八
人
、
岩
村
町
の
区
域
三
人
、
山
岡
町
の

区
域
三
人
、
明
智
町
の
区
域
三
人
、
串
原
村
の
区

域
一
人
及
び
上
矢
作
町
の
区
域
二
人
と
す
る
。�

 

　

な
お
、
将
来
に
お
け
る
議
会
の
議
員
の
定
数
及

び
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

7
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
中
選
挙
区
で
新

た
に
五
〇
日
以
内
に
定
数
三
〇
人
に
よ
り
選
挙
を
行
い
、

任
期
は
三
年
と
す
る
。
選
挙
区
に
お
け
る
農
業
委
員
の

定
数
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

選
挙
区
名

地
区
名

委
員

定
数

（
人
）

第
1
選
挙
区
大
井
町 

長
島
町 

東
野

7

第
2
選
挙
区
三
郷
町 

武
並
町

4

第
3
選
挙
区
笠
置
町 

中
野
方
町 

飯
地
町

4

第
4
選
挙
区
岩
村
町 

上
矢
作
町

6

第
5
選
挙
区
山
岡
町 
明
智
町 

串
原

9

計

30

た
だ
し
、
選
任
委
員
の
定
数
は
六
人
以
内
と
す
る
。

8
　
地
方
税
の
取
扱
い

一
市
五
町
村
で
差
異
の
あ
る
税
制
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
取
扱
う
も
の
と
す
る
。

一　

�

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
合

併
す
る
年
度
の
翌
年
度
か
ら
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
標
準
税
率
（
二
五
〇
〇
円
）
と
す
る
。

二　

�

法
人
住
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
の
例
に
よ
り
、
制
限
税
率
（
一
四・
七
％
）

と
す
る
。�

 

　

た
だ
し
、
法
人
税
割
の
税
率
の
統
一
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

一
〇
条
の
規
定
を
適
用
し
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

�
 

　

岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
及
び
上

矢
作
町
に
つ
い
て
は
、
合
併
が
行
わ
れ
た
翌
年
度

か
ら
〇・
五
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
、
五
年
度
目
に
〇・
四

ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
、
制
限
税
率
と
な
る
よ
う
調

整
す
る
。

三　

�

固
定
資
産
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、標
準
税
率
（
一・

四
％
）
と
す
る
。

四　

�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
期
に
つ
い
て
は

恵
那
市
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
合
併
す
る
年
度
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
市
町
村
の
例
に
よ
る
。

五　

�

軽
自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
る
。

六　

�

軽
自
動
車
等
の
標
識
再
交
付
の
弁
償
金
に
つ
い
て

は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

七　

�

入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

標
準
税
率
（
一
五
〇
円
）
と
す
る
。�

 

な
お
、
課
税
免
除
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市

の
例
に
よ
る
。

八　

�

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
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引
き
継
ぐ
。

九　
�

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

9
　
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

一　

�

六
市
町
村
の
一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
。

二　

�

恵
南
福
祉
保
健
衛
生
施
設
組
合
及
び
恵
南
消
防
組

合
の
一
般
職
の
職
員
は
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と

し
て
引
き
継
ぐ
。

三　

�

普
通
会
計
の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
適
正
定
員
五
四
五
人
を
目
標
に
、
定
員
適
正
化

計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
。

四　

�

職
名
及
び
任
用
要
件
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及

び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整
し
、

合
併
時
に
統
一
を
図
る
。

五　

�

給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
、
定
員
適
正
化
計
画
達
成
時
ま

で
に
で
き
る
だ
け
早
く
調
整
し
統
一
を
図
る
。
な

お
現
職
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
給
料
を
保
障
す

る
。

10
　
新
市
建
設
計
画

新
市
建
設
計
画
は
、
別
添
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

（
案
）
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

11
　
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

特
別
職
及
び
行
政
委
員
会
委
員
等
の
身
分
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
法
に
特
例
の
定
め
の
あ
る
場
合
は
そ
の

規
定
を
適
用
す
る
。
規
定
の
な
い
場
合
は
、
六
市
町
村

の
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る
。

12
　
条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い

条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

会
で
協
議
・
確
認
さ
れ
た
各
協
議
項
目
の
調
整
方
針
に

基
づ
き
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

�

合
併
と
同
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に

よ
り
即
時
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の

二　

�

合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
も
の

三　

�

合
併
後
、
逐
次
制
定
し
施
行
さ
せ
る
も
の

13
　
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

新
市
に
お
け
る
事
務
組
織
及
び
機
構
は
、
当
面
既
存

の
庁
舎
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
、
定
員
管

理
の
適
正
化
を
図
り
つ
つ
、「
新
市
に
お
け
る
事
務
組
織・

機
構
の
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
、
順
次
段
階
を
追
っ
て

整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

　【 
新
市
に
お
け
る
事
務
組
織
・
機
構
の
整
備
方
針 

】

一　

�
市
民
の
声
を
適
正
に
反
映
で
き
、
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
組
織
・
機
構

二　

�

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構

三　

�

指
揮
命
令
系
統
が
わ
か
り
や
す
く
、
責
任
の
所
在

が
明
確
な
組
織
・
機
構

四　

�

緊
急
・
非
常
時
に
即
応
で
き
る
組
織
・
機
構

五　

�

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
各
種
行
政
課
題
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
・
機
構

六　

�

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
組

織
・
機
構

七　

�

地
域
自
治
組
織
は
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
で
き
る

も
の
と
す
る
。

14
　
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
及

び
上
矢
作
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
恵
那
・
恵
南
老
人
福

祉
施
設
管
理
組
合
、
並
び
に
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、

串
原
村
及
び
上
矢
作
町
（
恵
南
地
域
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
恵
南
消
防
組
合
及
び
恵
南
福
祉
保
健
衛
生
施
設
組

合
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合
を

解
散
し
、
合
併
の
日
に
す
べ
て
の
事
務
及
び
財
産
を
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

そ
の
他
の
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
、

岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
及
び
上
矢
作
町

は
合
併
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合
か
ら
脱
退
し
、
新

市
に
お
い
て
合
併
の
日
に
当
該
組
合
に
加
入
す
る
。

公
平
委
員
会
に
係
る
事
務
の
共
同
処
理
に
つ
い
て
は
、

合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
事
務
に
関
す
る
規
約

を
廃
す
る
。

15
　
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

使
用
料使

用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、
新
市
に
お
け
る
住
民
の
一

体
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
負
担
に
配
慮
し
、

負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
、
適
正
な
料
金
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整
す
る
。

手
数
料手

数
料
に
つ
い
て
は
、
六
市
町
村
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
料
金
改
定
の
経
緯
や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本

と
し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

16
　
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
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公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
一
体
性
を
確

保
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
統

合
又
は
、
再
編
の
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一　

�
六
市
町
村
に
共
通
し
て
い
る
団
体
は
、
で
き
る
限

り
合
併
時
に
統
合
で
き
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

二　

�

六
市
町
村
に
共
通
し
て
い
る
団
体
で
、
実
情
に
よ

り
合
併
時
に
統
合
で
き
な
い
団
体
は
、
合
併
後
速

や
か
に
統
合
又
は
再
編
で
き
る
よ
う
調
整
に
努
め

る
。

三　

�

六
市
町
村
に
共
通
し
て
い
る
団
体
で
、
統
合
に
時

間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
調
整

に
努
め
る
。

四　

�

独
自
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

17
　
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い

補
助
金･

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
一
体
性
を

確
保
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
、
公
益
性
、
有
効
性
、

公
平
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に

調
整
す
る
。

一　

�

各
市
町
村
で
、
同
一
あ
る
い
は
同
種
の
団
体
に
対

す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
等
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
統
合
等
の
推
進
を
考
慮

し
調
整
を
図
る
。

二　

�

各
市
町
村
で
、
同
一
あ
る
い
は
同
種
の
事
業
に
対

す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
統
一
化
に

向
け
て
調
整
を
図
る
。

三　

�

各
市
町
村
独
自
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
実
績
等
を
尊
重
し
、
新
市
全
体
の
均
衡
を
保
つ

よ
う
調
整
を
図
る
。

18
　
町
名
、
字
名
の
取
扱
い

新
市
の
町
の
区
域
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
名
称
は

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
及
び
上
矢
作
町

は
現
行
ど
お
り
、
串
原
村
は
串
原
と
す
る
。

字
の
区
域
及
び
名
称
に
つ
い
て
は
、
山
岡
町
馬
場
山

田
の
一
部
を
田
沢
と
変
更
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
現

行
の
と
お
り
と
す
る
。

19
　
慣
行
の
取
扱
い

新
市
の
「
市
民
憲
章
」「
市
章
」「
市
の
花
」「
市
の
木
」

「
市
の
歌
」
及
び
「
宣
言
」
は
、新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

た
だ
し
、「
市
民
憲
章
」「
市
章
」
に
つ
い
て
は
、
恵
那

市
の
「
市
民
憲
章
」「
市
章
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
そ

の
後
、
新
た
に
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、
岩
村
町
、
山

岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
及
び
上
矢
作
町
の
「
町
村
章
」

等
は
、
地
域
に
お
い
て
伝
承
し
て
い
く
。

｢
表
彰
制
度｣

は
、
恵
那
市
の
例
を
参
考
に
、
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
。

20 ｰ 

1
　
自
治
会
・
広
報
広
聴
関
係
事
業

一　

�

自
治
会
の
組
織
及
び
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。�

 

自
治
連
合
会
組
織
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
自
治
連

合
会
組
織
を
置
き
、
組
織
の
内
容
、
事
業
等
に
つ

い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

二　

�

地
域
集
会
施
設
建
設
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
恵

那
市
の
例
に
よ
る
。

三　

�

広
報
紙
は
、
毎
月
二
回
発
行
す
る
も
の
と
し
、
配

布
方
法
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

四　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
新
市
発
足
時
ま
で
に
作
成
す

る
。

五　

�

市
政
懇
談
会
の
広
聴
事
業
は
、
新
市
に
お
い
て
新

た
に
実
施
す
る
。

六　

�

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
恵
那
市
の
例
を
参
考
に

し
、
新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

20 ｰ 

2
　
窓
口
業
務
の
取
扱
い

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

な
ら
な
い
よ
う
本
庁
と
各
振
興
事
務
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
に
努
め
る
。

20 ｰ 

3
　
情
報
公
開
、
行
財
政
改
革
関
係
事
業

一　

�

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
制

度
も
含
め
て
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

二　

�

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
合
併
調
整
時
に
行
財

政
改
革
を
進
め
、
新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

20 ｰ 

4
　
消
防
、
防
災
、
防
犯
関
係
事
業

消
防一　

�

消
防
本
部
は
合
併
時
に
統
合
し
恵
那
市
に
置
き
、

署
（
分
）
所
の
配
置
に
つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、蛭
川
分
署
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
域
外
の
た
め
別
途
調
整
す
る
。

二　

�

消
防
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
市
に
引
継
ぎ
、
新
市
に
移
行
後
、
新
た
に
策
定

す
る
。

三　

�

消
防
通
信
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、
統
一

に
向
け
速
や
か
に
調
整
す
る
。

四　

�

消
火
栓
及
び
防
火
水
槽
等
設
置
に
つ
い
て
は
、
公
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共
性
、
防
災
性
の
観
点
か
ら
、
用
地
は
買
収
、
地

元
負
担
金
は
無
し
と
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
基
準

を
明
確
に
し
、
計
画
的
に
設
置
す
る
。

五　

�

現
行
の
消
防
団
員
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
消
防

団
は
、
恵
那
市
、
恵
南
地
区
そ
れ
ぞ
れ
一
団
と
し
、

恵
那
市
は
現
行
の
ま
ま
、
恵
南
五
町
村
は
合
併
時

に
統
合
す
る
。

六　

�

消
防
団
員
の
報
酬
、
手
当
及
び
服
制
等
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

七　

�

消
防
団
の
行
事
は
、
新
市
に
お
い
て
各
団
で
調
整

す
る
。

八　

�

消
防
協
会
等
消
防
組
織
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
団

体
等
の
取
扱
い
に
よ
り
、
合
併
時
に
統
合
で
き
る

よ
う
調
整
に
努
め
る
。

九　

�

火
災
予
防
条
例
に
つ
い
て
は
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
に
よ
る
。

一
〇　

�

危
険
物
施
設
事
務
に
つ
い
て
は
恵
那
市
の
例
に
よ

る
。
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
手

数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
に
よ
る
。

防
災一　

�

防
災
会
議
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に

設
置
す
る
。

二　

�

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
策
定
す
る
。

三　

�

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
現
行
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
新
市
に
移
行
後
、
統
一
に
向

け
調
整
す
る
。

防
犯一　

�

生
活
安
全
条
例
に
つ
い
て
は
恵
那
市
の
例
に
よ
る

が
、
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、
速

や
か
に
調
整
す
る
。

20 ｰ 

5
　
交
通
関
係
事
業

一　

�

恵
那
市
、
明
智
町
、
串
原
村
及
び
上
矢
作
町
の
自

主
運
行
バ
ス
（
道
路
運
送
法
第
二
一
条
に
基
づ
く

も
の
）
並
び
に
山
岡
町
の
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

新
市
に
お
い
て
、
速
や
か
に
明
知
鉄
道
等
と
の
関

連
を
重
視
し
た
「
新
市
バ
ス
交
通
計
画
」
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
運
行
経
路
、
運
行
本
数
及
び
料

金
体
系
の
見
直
し
を
図
り
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
る
。

20 ｰ 
6
　
地
域
情
報
化
関
係
事
業

地
域
情
報
化
関
係
事
業
に
お
け
る
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存
資
産
の
有
効
活
用
と
難
視
聴

地
域
解
消
及
び
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る
た

め
、
双
方
向
通
信
に
対
応
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
新
市
発
足
後
速
や
か
に
行
い
、
公

共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
及
び
地
域
情
報
化
を
推
進
す

る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
そ
の
運
営
を
含
め
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

20 ｰ 

7
　
電
算
シ
ス
テ
ム
関
係
事
業

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
電
算
シ
ス

テ
ム
を
統
一
し
、
合
併
時
に
運
用
で
き
る
よ
う
調
整
す

る
。
た
だ
し
、
新
市
発
足
後
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
重

点
を
置
い
た
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
を
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
構
築
す
る
も
の
と
す
る
。

20 ｰ 

8
　
国
民
健
康
保
険
事
業

一　

�

国
民
健
康
保
険
の
賦
課
方
式
等
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
（
一
）�

国
民
健
康
保
険
の
賦
課
方
式
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
方
式
と
し
、
保
険
料
の
設
定
は
、
所

得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
四
方

式
と
す
る
。

　
　
（
二
）�

保
険
料
の
賦
課
に
つ
い
て
は
、
合
併
年
度
は

各
市
町
村
の
賦
課
方
法
に
お
い
て
実
施
し
、

合
併
の
翌
年
度
よ
り
統
一
す
る
よ
う
調
整
す

る
。

　
　
（
三
）�

保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
四
月
か
ら
三

月
ま
で
の
一
二
回
と
す
る
。

　
　
（
四
）�

保
険
料
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
は
、
七
割
軽

減
、
五
割
軽
減
、
二
割
軽
減
を
適
用
す
る
こ

と
と
す
る
。

二　

�

高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
の
例
に
よ
り
実
施
す
る
。�

 

な
お
、
貸
付
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費

の
九
〇
％
以
内
と
す
る
。

三　

�

出
産
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
一
件
に
つ
き
三
〇
万

円
と
す
る
。

四　

�

葬
祭
費
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

五　

�

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
新
た
に
設
置
す
る
。

20 ｰ 

9
　
介
護
保
険
事
業
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一
市
五
町
村
で
差
異
の
あ
る
税
制
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
取
扱
う
も
の
と
す
る
。

一　
�

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
が
保
険
者
と

な
り
運
営
を
行
う
。

二　

�

保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
の
支
出
等
か

ら
の
試
算
を
行
っ
た
う
え
で
新
た
な
保
険
料
率
を

適
用
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
一
〇
条
の
規
定
に
か
か
る
厚
生
労

働
省
の
見
解
に
よ
り
、
合
併
す
る
年
度
及
び
翌
年

度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
保
険
料
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

三　

�

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
会
又
は
介
護
保
険
運
営

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
設

置
す
る
。

四　

�

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
本
位
の
立

場
と
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
実
施
で
き
る
よ
う
調

整
を
行
う
。

20 ｰ 

10
　
福
祉
関
係
事
業
（
そ
の
一
）

高
齢
福
祉
関
係

一　

�

高
齢
者
在
宅
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と

お
り
と
す
る
。 

　
　
（
一
）�

国
ま
た
は
県
が
定
め
る
要
綱
に
基
づ
き
、
現

行
の
実
施
方
法
等
を
基
準
と
し
、
新
市
全
域

に
お
い
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
新
市
に
移
行

後
、
速
や
か
に
調
整
す
る
。

　
　
（
二
）�

事
業
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
を
考
慮
し
、
委
託
事
業
と
し
て
実
施
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
委
託
事
業
者
を
活

用
す
る
。

　
　
（
三
）�

各
事
業
の
利
用
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
国

ま
た
は
県
が
定
め
る
参
考
単
価
を
基
準
と
し

て
新
市
に
お
い
て
定
め
る
。

二　

�

高
齢
者
入
浴
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の

例
に
よ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

そ
の
活
用
方
法
を
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。

三　

�

在
宅
老
人
短
期
入
所
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市

の
例
に
よ
る
。

四　

�

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労
金
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
移
行
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、

支
給
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

五　

�

介
護
保
険
適
用
外
の
家
事
援
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

六　

�

外
国
人
高
齢
者
福
祉
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那

市
の
例
に
よ
る
。

七　
�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移

行
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
協
議
し
、
実
施
す

る
よ
う
調
整
す
る
。

八　

�

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
移
行
後
、
基
幹
型
と
地
域
型
を
設
置
す
る

よ
う
速
や
か
に
調
整
す
る
。

九　

�

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
移
行
後
も
当
分
の
間
現
行
の
ま
ま
と
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
状
況
に
応
じ
て
実
施
す

る
よ
う
随
時
調
整
す
る
。

一
〇　

�

介
護
予
防
拠
点
施
設
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

一
一　

�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

一
二　

�

長
寿
者
褒
賞
事
業
に
つ
い
て
は
、
褒
賞
の
種
類
を

米
寿
祝
一
万
円
（
満
八
八
歳
）、
白
寿
祝
一
〇
万
円

（
満
九
九
歳
）
及
び
、
満
一
〇
〇
歳
以
上
を
一
万
円

と
す
る
。

一
三　

�

敬
老
会
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
、
各
地
域
ご
と
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
新
市
に
移
行
後
、
三
年
間
を
目
途
と
し
て
、

各
地
域
で
の
運
営
実
施
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。�

 

な
お
、
記
念
品
補
助
等
の
対
象
者
は
、
満
七
七
歳

以
上
の
高
齢
者
と
す
る
。

20 ｰ 

10
　
福
祉
関
係
事
業
（
そ
の
二
）

 

保
育
所
関
係

一　

�

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
六
市
町
村
の
平
均
的
な
保

育
料
を
基
準
と
し
て
定
め
、
合
併
の
翌
年
度
よ
り

三
年
間
で
段
階
的
に
統
一
す
る
。�

 

な
お
、
同
一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
の
児
童
の
入
所

が
あ
る
場
合
は
、
二
人
目
を
基
準
額
の
二
分
の
一

の
額
、
三
人
目
以
降
は
無
料
と
す
る
。

二　

�

へ
き
地
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
常
設
保
育

園
と
す
る
よ
う
調
整
す
る
。
な
お
、
地
域
性
を
考

慮
し
、
新
市
に
移
行
後
も
当
分
の
間
は
現
行
の
ま

ま
と
す
る
。

三　

�

保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

四　

�

延
長
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
随
時
調

整
す
る
。
な
お
、
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
日
額
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二
〇
〇
円
と
す
る
。

五　
�

低
年
齢
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
低
年
齢
児
の
受
け

入
れ
体
制
の
確
立
を
図
る
よ
う
調
整
す
る
。

六　

�

障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に

引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
障
害
児
の
受
け
入
れ

体
制
の
確
立
を
図
る
よ
う
調
整
す
る
。

七　

�

保
護
者
会
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

な
お
、
活
動
補
助
金
は
合
併
時
に
廃
止
す
る
。

児
童
福
祉
関
係

一　

�

児
童
の
一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
制
度
を
統
一
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

二　

�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那

市
の
例
に
よ
る
。

三　

�

出
産
祝
金
等
の
少
子
化
対
策
事
業
及
び
、
母
子
・

父
子
家
庭
扶
助
費
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併

の
翌
年
度
よ
り
従
来
の
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な

制
度
を
創
設
し
て
実
施
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

四　

�

結
婚
相
談
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

実
施
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

五　

�

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
る
。

六　

�

母
子
・
寡
婦
福
祉
連
合
会
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
移
行
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、

調
整
す
る
。

社
会
福
祉
関
係

一　

�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭
に
つ
い
て
は
、
実
施
方

法
等
に
つ
い
て
、
新
市
に
移
行
後
速
や
か
に
調
整

す
る
。

三　

�

福
祉
医
療
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お

り
と
す
る
。

　
　
（
一
）�

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
対

象
を
小
学
校
卒
業
ま
で
と
す
る
。�

 

た
だ
し
、
就
学
後
、
児
童
の
助
成
対
象
者
の

所
得
に
か
か
る
制
限
は
、
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
を
準
用
す
る
。

　
　
（
二
）�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
母
子
家
庭
等
は
県
制
度
に
準
ず
る
こ

と
と
し
、
父
子
家
庭
は
児
童
の
み
を
対
象
と

し
て
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
助
成
要
件
に
つ

い
て
は
県
の
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

に
準
ず
る
。

　
　
（
三
）�
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
及
び
重

度
心
身
障
害
老
人
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
四
級
以
上
、
療
育

手
帳
Ｂ
一
以
上
、
及
び
精
神
保
健
福
祉
手
帳

三
級
以
上
の
手
帳
所
持
者
を
対
象
と
し
て
実

施
す
る
。
た
だ
し
、
県
制
度
を
超
え
る
助
成

対
象
者
の
所
得
に
か
か
る
制
限
は
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
額
を
準
用
す
る
。

障
害
福
祉
関
係

一　

�

障
害
者
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
計
画
等
と

連
動
し
た
調
整
を
図
り
、
新
市
に
移
行
後
速
や
か

に
策
定
す
る
。

二　

�

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
主
体
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

三　

�

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

四　

�

障
害
者
の
交
通
費
助
成
関
係
事
業
、
知
的
障
害
者

交
通
費
助
成
事
業
、
及
び
人
工
透
析
通
院
費
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
翌
年
度
よ
り
制
度
を

統
一
し
、
実
施
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

五　

�

障
害
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
重
度
身
体
障
害

者
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
実
施
す
る
よ
う
調
整

す
る
。

20 ｰ 

11
　
医
療
施
設
・
保
健
関
係
事
業
（
そ
の
一
）

一　

�

恵
那
病
院
及
び
上
矢
作
病
院
並
び
に
各
診
療
所
に

つ
い
て
は
、
将
来
に
亘
り
現
行
の
業
務
体
制
及
び

運
営
形
態
を
引
き
継
ぎ
、
福
祉
充
実
の
た
め
、
地

域
医
療
の
基
本
施
設
と
し
て
さ
ら
に
充
実
を
図
る
。

二　

�

医
師
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
有
料
化
の
方
向
で
調
整
す
る
。

三　

�

使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一

す
る
。

四　

�

患
者
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
「
バ
ス
交
通
計
画
」
と
併

せ
検
討
す
る
。

20 ｰ 

11
　
医
療
施
設
・
保
健
関
係
事
業（
そ
の
2
　
保
健
関
係
）

予
防
接
種
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第三部　資料編

一　

�

乳
幼
児
・
児
童
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　
�

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

健
（
検
）
診

一　

�

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
継
ぎ
、
対
象
者
・
検
査
項
目
・
個
人
負
担
金

等
は
、
一
七
年
度
よ
り
統
一
す
る
。

二　

�

ド
ッ
グ
健
診
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、
基

本
健
診
・
が
ん
検
診
の
例
に
よ
り
一
七
年
度
よ
り

統
一
す
る
。

三　

�

各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
継
ぎ
、
対
象
者
・
個
人
負
担
金
等
は
、
一
七

年
度
よ
り
統
一
す
る
。

四　

�

結
核
検
診
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

五　

�

骨
密
度
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に

引
継
ぎ
、
対
象
者
・
検
査
方
法
・
個
人
負
担
金
等
は
、

一
七
年
度
よ
り
統
一
す
る
。

六　

�

成
人
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
継
ぎ
、
対
象
者
・
実
施
方
法
等
は
、
一
七
年

度
よ
り
統
一
す
る
。

七　

�

幼
児
フ
ッ
素
塗
布
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
継
ぎ
、
対
象
者
は
、
合
併
後
、
速
や
か
に

調
整
す
る
。
な
お
、
個
人
負
担
金
は
、
一
七
年
度

よ
り
統
一
す
る
。

母
子
保
健

一　

�

妊
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

二　

�

乳
児
健
診
、
一
歳
六
ヶ
月
児
健
診
、
三
歳
児
健
診
、

乳
幼
児
相
談
、
新
生
児
・
乳
児
訪
問
、
妊
婦
教
室
、

離
乳
食
教
室
、
幼
児
教
室
（
一
歳
児
）
及
び
遊
び

の
相
談
室
は
、
現
行
の
内
容
を
基
準
に
新
市
に
お

い
て
調
整
し
実
施
す
る
。

三　

�

心
理
発
達
相
談
、
運
動
発
達
相
談
、
両
親
学
級
及

び
幼
児
教
室
（
二
歳
児
）
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市

の
例
に
よ
る
。

健
康
教
育

一　

�

検
診
結
果
説
明
会
、
生
活
習
慣
病
健
康
教
育
、
運

動
指
導
教
育
、
そ
の
他
健
康
教
育
及
び
健
康
相
談

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
内
容
を
基
準
に
新
市

に
お
い
て
調
整
し
実
施
す
る
。

二　

�

出
前
講
座
及
び
骨
密
度
検
診
結
果
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

そ
の
他
保
健
事
業

一　
�

高
度
医
療
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま

ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�
健
康
ま
つ
り
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
及
び
機
能
訓
練
事

業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
内
容
を
基
準
に
新
市
に

お
い
て
調
整
し
実
施
す
る
。

三　

�

健
康
づ
く
り
短
期
移
住
事
業
は
、
新
市
に
移
行
後
、

速
や
か
に
調
整
す
る
。

20 ｰ 

12
　
人
権
、
同
和
対
策
事
業

 

人
権
、
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お

り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、合
併
後
も
引
き
続
き
「
人
権
教
育・

人
権
啓
発
」
等
の
人
権
思
想
の
高
揚
を
図
る
事
業
を
充

実
し
、
各
種
事
業
を
総
合
的
に
実
施
す
る
。

20 ｰ 

13
　
環
境（
ゴ
ミ
・し
尿
収
集
処
理
を
含
む
）関
係
事
業

環
境
保
全

一　

�

地
域
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
策
定
す
る
。

二　

�

生
活
環
境
保
全
・
公
害
対
策
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

ご
み
収
集
・
処
理

一　

�

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
新
た
に
策
定
す
る
。

二　

�

収
集
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
恵
南
地
域
は
速
や
か
に
収
集
の
統
一
を

図
る
。
車
両
は
現
有
車
両
を
有
効
活
用
す
る
。

三　

�

収
集
回
数
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぎ
、RDF

資
源
ご
み
及
び
可
燃
ご
み
は
週
二

回
、
不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
は
月
一
回
を
目
途
に

速
や
か
に
統
一
す
る
。

四　

�

収
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
と

し
現
在
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
当
分
の
間
現
状

の
ま
ま
使
用
し
、
管
理
は
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

五　

�

直
接
搬
入
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

六　

�

ご
み
袋
の
料
金
及
び
収
集
種
別
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

七　

�

ご
み
袋
販
売
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
は
現

行
の
ま
ま
と
し
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、

串
原
村
及
び
上
矢
作
町
は
四
％
と
す
る
。

八　

�

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぐ
。（
恵
南
福
祉
保
健
衛
生
施
設
組
合
営
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施
設
に
つ
い
て
は
、
事
務
及
び
財
産
を
新
市
に
引

き
継
ぐ
。）�

 
た
だ
し
、
山
岡
町
及
び
明
智
町
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
は
、
閉
鎖
の
後
、
新
市
へ
引
き
継
ぐ
。

山
岡
町
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
管
理
団
体

（
原
水
簸
蛙
目
協
同
組
合
）
に
委
譲
す
る
。

ご
み
減
量
化
施
策

一　

�

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
設
置
す
る
。

二　

�

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市

の
例
に
よ
る
。

三　

�

明
智
町
の
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
制
度
は
廃
止
す

る
。

四　

�

岩
村
町
の
ボ
カ
シ
販
売
報
償
制
度
は
廃
止
す
る
。

五　

�

分
別
回
収
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

六　

�

集
団
資
源
回
収
助
成
に
つ
い
て
は
、
串
原
村
の
例

に
よ
る
。
品
目
に
飲
料
紙
容
器
を
加
え
る
。

不
法
投
棄
防
止

一　

�

不
法
投
棄
監
視
員
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

新
し
い
制
度
を
制
定
す
る
。

し
尿
収
集
・
処
理

一　

�

収
集
体
制
、
汲
み
取
り
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

浄
化
槽
清
掃
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

三　

�

販
売
委
託
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に

よ
る
。

四　

�

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぐ
。（
恵
南
福
祉
保
健
衛
生
施
設
組
合
営

施
設
に
つ
い
て
は
、
事
務
及
び
財
産
を
新
市
に
引

き
継
ぐ
。）

墓
地
・
火
葬
場

一　

�

町
営
墓
地
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

二　

�

火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き

継
ぐ
。（
恵
南
福
祉
保
健
衛
生
施
設
組
合
営
施
設
に

つ
い
て
は
、
事
務
及
び
財
産
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
。）

三　

�

火
葬
料
金
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

霊
柩
車
貸
し
出
し
は
、
恵
南
福
祉
保
健
施
設
組
合

の
例
に
よ
る
。

20 ｰ 

14
　
農
林
水
産
関
係
事
業
（
そ
の
一
）

農
業
関
係

一　
�

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業
（
水
田
）
に
つ
い
て
は
、

国
施
策
の
動
向
及
び
各
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

新
市
に
移
行
後
、
新
た
に
制
度
を
制
定
す
る
。

三　

�

県
単
独
農
業
振
興
事
業
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
目
的
、
地
域
性
等
を
考
慮
し
、
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
。

四　

�

山
岡
町
の
暗
き
ょ
排
水
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

廃
止
す
る
。

五　

�

鳥
獣
被
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行

後
、
新
た
に
制
度
を
制
定
す
る
。

六　

�

串
原
村
の
農
林
漁
業
振
興
資
金
貸
付
基
金
に
つ
い

て
は
、
償
還
事
務
を
新
市
に
引
継
ぎ
、
基
金
は
廃

止
す
る
。

七　

�

農
業
関
連
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

八　

�

恵
那
市
家
畜
診
療
所
及
び
恵
南
家
畜
診
療
所
に
つ

い
て
は
、
合
併
時
に
統
合
す
る
。

九　

�

家
畜
防
疫
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す
る
。

一
〇　

�

畜
産
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す
る
。

一
一　

�

畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市

の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
一
し
恵
那
市
の
家
畜
貸

与
基
金
と
岩
村
町
の
高
齢
者
等
飼
育
肉
用
牛
貸
与

基
金
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
す

る
。

一
二　

�

岩
村
町
の
畜
蚕
振
興
貸
付
基
金
に
つ
い
て
は
、
廃

止
す
る
。

一
三　

�

上
矢
作
町
の
町
営
牧
場
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま

ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

20 ｰ 

14
　
農
林
水
産
関
係
事
業
（
そ
の
二
）

土
地
改
良
関
係

一　

�

土
地
改
良
事
業
の
継
続
事
業
の
受
益
者
負
担
率
に

つ
い
て
は
、
事
業
採
択
等
従
前
の
経
緯
を
考
慮
し
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
な
お
、
負
担
の

公
平
性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

二　

�

土
地
改
良
事
業
の
新
規
事
業
の
受
益
者
負
担
率
に

つ
い
て
は
、
次
の
表
の
負
担
率
を
基
準
と
し
、
そ

れ
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新
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第三部　資料編

た
に
定
め
る
。�

 

た
だ
し
、
公
益
性
及
び
防
災
性
の
高
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

土
地
改
良
事
業
受
益
者
負
担
率
一
覧

・
県
営
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

・
県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

・
県
営
一
般
農
道
整
備
事
業

・
県
営
農
村
活
性
化
住
環
境
整
備
事
業

・�

県
営
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業

・
県
営
農
地
防
災
事
業

・
団
体
営
棚
田
地
域
等
保
全
整
備
事
業

・
災
害
復
旧
事
業

・
県
単
独
土
地
改
良
事
業

・
市
単
独
土
地
改
良
事
業

農
道
整
備
事
業	

負
担
率

県
営
事
業	

一
五
％
以
内

団
体
営
事
業	

一
五
％
以
内

県
単
独
事
業
（
改
良
）	

三
〇
％
以
内

県
単
独
事
業
（
舗
装
）	

二
〇
％
以
内

市
単
独
事
業	

五
〇
％
以
内

	

　

か
ん
が
い
排
水
事
業	

負
担
率

県
営
事
業	

一
五
％
以
内

団
体
営
事
業	

一
五
％
以
内

県
単
独
事
業	

三
〇
％
以
内

市
単
独
事
業	

五
〇
％
以
内

ほ
場
整
備
事
業	

負
担
率

県
営
事
業	

一
五
％
以
内

団
体
営
事
業	

一
五
％
以
内

県
単
独
事
業	

六
五
％
以
内

市
単
独
事
業	

一
〇
〇
％
以
内

た
め
池
等
整
備
事
業	

負
担
率

県
営
事
業
（
大
規
模
）	

一
〇
％
以
内

県
営
事
業
（
小
規
模
）	

一
五
％
以
内

団
体
営
事
業	

一
五
％
以
内

災
害
復
旧
事
業	

負
担
率

農
地	

二
〇
％
以
内

農
業
用
施
設	

一
〇
％
以
内

三　

�
国
県
補
助
事
業
に
係
る
土
地
改
良
事
業
の
用
地
・

補
償
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
況
部
分
を
除
き

買
収
と
し
、
価
格
は
、
土
地
鑑
定
価
格
等
に
よ
る
。

四　

�

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
材
料

支
給
程
度
と
し
、
日
常
管
理
及
び
軽
微
な
修
繕
は

受
益
者
と
す
る
。

五　

�

串
原
村
の
災
害
復
旧
資
金
貸
付
制
度
及
び
災
害
復

旧
資
金
貸
付
基
金
に
つ
い
て
は
、
貸
付
制
度
は
廃

止
し
、
償
還
事
務
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

林
務
関
係

一　

�

森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
新
た
に
計
画
を
策
定
す
る
。

二　

�

居
住
環
境
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

三　

�

間
伐
事
業
に
対
す
る
受
益
者
負
担
率
に
つ
い
て
は
、

林
地
の
荒
廃
防
止
及
び
間
伐
推
進
を
図
る
た
め
事

業
単
価
の
三
％
と
す
る
。

四　

�

間
伐
材
利
用
促
進
事
業
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

は
、
県
補
助
金
の
二
分
の
一
の
額
を
上
乗
せ
す
る
。

五　

�

林
業
労
働
力
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

六　

�

中
核
森
林
技
術
者
定
着
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

七　

�

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

八　

�

林
道
事
業
等
の
継
続
事
業
の
受
益
者
負
担
率
及
び

用
地
・
補
償
に
つ
い
て
は
、
事
業
採
択
等
従
前
の

経
緯
を
考
慮
し
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

な
お
、
負
担
の
公
平
性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

九　

�

林
道
事
業
等
の
新
規
事
業
の
受
益
者
負
担
率
に
つ

い
て
は
、
次
の
負
担
率
を
基
準
と
す
る
。�

 

た
だ
し
、
公
益
性
及
び
防
災
性
の
高
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

林
道
事
業
等
受
益
負
担
率
一
覧

林
道
整
備
事
業	

負
担
率	

開
設	

公
共
事
業	

補
助
残
の
二
分
の
一
以
内

	

県
単
独
事
業	

補
助
残
の
二
分
の
一
以
内
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改
良	

公
共
事
業	

補
助
残
の
二
分
の
一
以
内

	
県
単
独
事
業	

補
助
残
の
二
分
の
一
以
内

	
市
単
独
事
業	

二
分
の
一
以
内

舗
装	

公
共
事
業	

一
五
％
以
内

	

県
単
独
事
業	

一
五
％
以
内

	

市
単
独
事
業	

一
五
％
以
内

林
道
維
持
修
繕
事
業	

- 

％
以
内

災
害
復
旧
事
業	

- 

％
以
内

林
地
崩
壊
防
止
事
業	

一
〇
％
以
内

県
単
独
集
落
環
境
保
全
整
備
事
業	
一
〇
％
以
内

一
〇　

�

林
道
事
業
等
の
新
規
事
業
の
用
地
・
補
償
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。

一
一　

�

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
捕
獲
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

カ
ラ
ス	

一
︐〇
〇
〇
円
／
羽	

（
内
県
費
二
〇
〇
円
／
羽
）

ノ
ウ
サ
ギ	

一
︐〇
〇
〇
円
／
羽	

（
内
県
費
二
五
〇
円
／
羽
）

イ
ノ
シ
シ	

六
︐〇
〇
〇
円
／
頭	

（
内
県
費
三
︐〇
〇
〇
円
／
頭
）

ク
マ	

一
〇
︐〇
〇
〇
円
／
頭	

（
内
県
費
五
︐〇
〇
〇
円
／
頭
）

カ
モ
シ
カ	

四
〇
︐〇
〇
〇
円
／
頭	

（
内
県
費
〇
円
／
頭
）

サ
ル	

五
〇
︐〇
〇
〇
円
／
頭	

（
内
県
費
五
︐〇
〇
〇
円
／
頭
）

一
二　

�

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
出
務
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

一
三　

�

林
業
関
係
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

20 ｰ 

15
　
商
工
観
光
関
係
事
業

一　

�

中
小
企
業
小
口
融
資
制
度
及
び
小
口
融
資
保
証
料

補
給
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
り

合
併
時
に
統
一
す
る
。

二　

�

岩
村
町
、
山
岡
町
及
び
明
智
町
の
商
工
業
の
融
資

等
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て
は
、
中
小

企
業
小
口
融
資
制
度
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
廃

止
す
る
。

三　

�

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行

後
、
新
た
に
制
度
を
制
定
す
る
。

四　

�

企
業
振
興
奨
励
金
制
度
及
び
企
業
誘
致
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
継
ぎ
、
統
一
に

向
け
速
や
か
に
調
整
す
る
。

五　

�

勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
恵
那

市
の
例
に
よ
る
。

六　

�

上
矢
作
町
の
恵
南
豪
雨
災
害
に
係
る
借
入
金
利
子

補
助
に
つ
い
て
は
、
償
還
事
務
を
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

七　

�
商
工
観
光
関
連
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

20 ｰ 

16
　
建
設
関
係
事
業

道
路
・
橋
り
ょ
う

一　

�

六
市
町
村
の
市
町
村
道
の
認
定
路
線
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

道
路
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ

る
。

三　

�

道
路
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
り
、

国
の
示
す
市
の
基
準
に
一
元
化
す
る
。

四　

�

恵
那
市
の
受
益
者
分
担
金
（
地
元
協
力
金
）
に
つ

い
て
は
、
廃
止
す
る
。

五　

�

道
路
用
地
・
補
償
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
況

部
分
を
除
き
買
収
と
し
、
価
格
は
土
地
鑑
定
価
格

に
よ
る
。

六　

�

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後

も
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
道

路
保
険
に
つ
い
て
は
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

七　

�

道
路
愛
護
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
る
。

八　

�

街
路
灯
（
防
犯
灯
）
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
継
ぎ
、
市
が
管
理
す
べ
き
も
の

と
、
地
元
が
管
理
す
べ
き
も
の
を
整
理
し
て
管
理

台
帳
を
作
成
し
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整

す
る
。
設
置
に
つ
い
て
は
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。

急
傾
斜
対
策

一　

�

急
傾
斜
対
策
事
業
の
地
元
負
担
金
（
協
力
金
）
に

つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
公

益
性
及
び
防
災
性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
減

免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

交
通
安
全
対
策

一　

�

交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の

例
に
よ
り
新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

二　

�

交
通
安
全
婦
人
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例
に
よ

る
。

三　

�

交
通
安
全
対
策
会
議
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置

す
る
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
統
合
す
る
。

四　

�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
貸
し
出
し
制
度
に
つ
い
て

は
、
恵
那
市
の
例
に
よ
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
明

智
町
の
補
助
制
度
は
廃
止
す
る
。
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第三部　資料編

五　

�

交
通
災
害
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
恵
那
市
の
例

に
よ
る
。

20 ｰ 
17
　
都
市
計
画
関
係
事
業

都
市
計
画

一　

�

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
区
域
を
検
討
す
る
。

二　

�

恵
那
市
都
市
計
画
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
委
員
構
成
は
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
。

三　

�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
都
市
計
画
区
域
外
も
含
め
た
計
画
を
新

た
に
策
定
す
る
。

四　

�

建
築
確
認
申
請
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
都
市

計
画
区
域
に
お
け
る
取
扱
い
は
現
行
ど
お
り
と
し
、

都
市
計
画
区
域
外
は
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一

項
第
四
号
に
よ
る
制
度
を
区
域
外
全
域
に
適
用
さ

せ
る
こ
と
と
す
る
。

五　

�

建
築
物
の
耐
震
診
断
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
恵

那
市
の
例
に
よ
る
。

六　

�

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

七　

�

開
発
要
綱
に
基
づ
く
土
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
移
行
後

速
や
か
に
調
整
す
る
。

八　

�

都
市
公
園
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

公
営
住
宅

一　

�

公
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

公
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

三　

�

公
営
住
宅
の
入
居
資
格
は
新
市
に
移
行
後
、
速
や

か
に
定
め
る
。
公
営
住
宅
法
適
用
外
の
住
宅
は
従

前
の
例
に
よ
る
。

四　

�

公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
新
た
に
設
置
す
る
。

五　

�

公
営
住
宅
管
理
に
つ
い
て
の
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
。

20 ｰ 

18
　
下
水
道
関
係
事
業

下
水
道
事
業
会
計
の
取
扱
い

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統

一
す
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
統
一
す
る
。

一　

�
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
設
置
す
る
。

二　

�

下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
中
の
団
体

が
あ
る
た
め
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

健
全
経
営
を
目
指
し
速
や
か
に
調
整
す
る
。

三　

�

下
水
道
料
金
検
針
に
つ
い
て
は
、
隔
月
検
針
と
す

る
。（
水
道
に
委
託
）

四　

�

下
水
道
料
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、
毎
月
徴
収
と
す

る
。（
水
道
に
委
託
）

五　

�

加
入
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。

六　

�

加
入
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。

七　

�

水
洗
化
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一

す
る
。�

 

元
金
一
︐五
〇
〇
︐〇
〇
〇
円
、
償
還
期
間
五
年
、

補
助
額
利
息
分
（
一
〇
〇
︐〇
〇
〇
円
限
度
）。

八　

�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、

次
の
と
お
り
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
　
（
一
）�

国
の
補
助
基
準
に
よ
り
五
〇
人
槽
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
に

一
〇
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
た
場
合
は
、
上
矢
作
町
の
例
に
よ
る
。

　
　
（
二
）�

恵
那
市
の
飯
地
町
に
つ
い
て
は
、「
新
丸
山

ダ
ム
水
源
地
域
交
付
金
」
を
財
源
と
す
る
加

算
制
度
を
存
続
す
る
。

　
　
（
三
）�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
計
画
を
策
定
し
、
財

源
の
確
保
を
図
る
。

九　

�

岩
村
町
の
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

一
〇　

�

下
水
道
工
事
指
定
店
の
指
定
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

一
五
︐〇
〇
〇
円
／
件
、
指
定
期
間
は
三
年
と
す
る
。

20 ｰ 

19
　
水
道
関
係
事
業

水
道
事
業
会
計
の
取
扱
い

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
営
農
飲
雑
用
水
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
合
併
時
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に
統
一
す
る
。

一　
�

水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
設
置
す
る
。

二　

�

上
水
道
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

 

簡
易
水
道
と
営
農
飲
雑
用
水
の
水
道
料
金
体
系
に

つ
い
て
は
、
現
行
料
金
を
基
準
に
負
担
水
準
を
変

更
し
な
い
よ
う
用
途
別
料
金
制
を
口
径
別
料
金
制

に
統
一
し
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
全
経
営

を
目
指
し
随
時
調
整
す
る
。

三　

�

水
道
臨
時
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
通
常
料
金
の

二
倍
と
す
る
。

四　

�

水
道
料
金
検
針
に
つ
い
て
は
、
隔
月
検
針
と
す
る
。

五　

�

水
道
料
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、
毎
月
徴
収
と
す
る
。

六　

�

工
事
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。

七　

�

加
入
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。�

 

た
だ
し
、
新
市
内
に
お
い
て
移
動
し
た
場
合
は
、

増
額
分
の
み
を
徴
収
す
る
。

八　

�

各
種
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
合
併
時

に
統
一
す
る
。�

 

工
事
設
計
手
数
料
は
、
設
計
額
の
四
／
一
〇
〇
以

内
（
消
費
税
別
）、
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指
定
手

数
料
は
、
五
︐〇
〇
〇
円
／
件
（
消
費
税
込
）、
給

水
工
事
検
査
手
数
料
は
、
二
︐〇
〇
〇
円
／
件
（
消

費
税
込
）、
使
用
開
始
開
栓
、
使
用
休
止
閉
栓
及
び

使
用
廃
止
閉
栓
の
手
数
料
は
、
二
︐〇
〇
〇
円
／
回

（
消
費
税
込
）
と
す
る
。

20 ｰ 

20
　
学
校
教
育
関
係
事
業

一　

�

小
学
校
・
中
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二　

�

海
外
派
遣
研
修
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
中
学
生
が

卒
業
す
る
平
成
一
七
年
度
ま
で
現
行
の
と
お
り
実

施
し
、
そ
の
後
、
新
た
な
制
度
を
制
定
す
る
。

三　

�

通
学
費
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と

し
、
通
学
バ
ス
の
運
行
と
併
せ
て
制
度
を
調
整
す

る
。

四　

�

奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
、
新
た

に
制
度
を
制
定
す
る
。
な
お
、
合
併
の
前
日
ま
で

に
、
貸
付・給
付
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、

現
制
度
を
適
用
す
る
。

五　
�

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぐ
。
た
だ
し
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
単
価
を

統
一
す
る
。

20 ｰ 

21
　
社
会
教
育
関
係
事
業

一　

�

公
民
館
事
業
、
文
化
会
館
事
業
及
び
各
種
行
事
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
現
行
の
と
お
り
実
施
し
、

地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
生
か
し
、
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

二　

�

成
人
式
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
速
や
か
に
調
整
す
る
。

三　

�

図
書
館
（
室
）
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
も

当
分
の
間
現
行
の
と
お
り
と
し
、
随
時
調
整
す
る
。

四　

�

各
市
町
村
の
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

20 ｰ 

22
　
社
会
体
育
関
係
事
業

一　

�

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
教
室
、
大
会
等
の
社
会
体

育
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
速
や
か
に

調
整
す
る
。
な
お
、
体
育
大
会
に
つ
い
て
は
、
恵

那
市
の
例
に
よ
る
。

二　

�

体
育
指
導
委
員
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

の
規
定
に
よ
り
新
市
に
移
行
後
、
新
た
に
設
置
す

る
。

三　

�

社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

四　

�

学
校
施
設
開
放
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

20 ｰ 

23
　
姉
妹
都
市
、
国
際
交
流
関
係
事
業

姉
妹
都
市
交
流
、
地
域
間
交
流
及
び
国
際
交
流
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。
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平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26

大井 13,186 13,245 13,234 13,352 13,324 13,278 13,273 13,376 13,302 13,250 13,184

長島 10,252 10,217 10,181 10,134 10,025 10,012 9,959 9,935 9,919 9,879 9,774

東野 1,794 1,801 1,817 1,813 1,825 1,830 1,832 1,784 1,783 1,757 1,746

三郷 2,743 2,742 2,720 2,679 2,661 2,639 2,630 2,603 2,579 2,561 2,552

武並 3,348 3,339 3,335 3,345 3,330 3,309 3,264 3,250 3,224 3,212 3,190

笠置 1,587 1,567 1,557 1,544 1,526 1,488 1,464 1,426 1,404 1,369 1,343

中野方 1,914 1,896 1,839 1,827 1,818 1,808 1,767 1,762 1,738 1,708 1,691

飯地 845 823 821 813 791 776 771 753 721 711 698

岩村 5,556 5,502 5,479 5,462 5,392 5,375 5,379 5,370 5,324 5,297 5,246

山岡 5,368 5,313 5,249 5,172 5,081 5,033 4,937 4,873 4,762 4,678 4,587

明智 6,865 6,672 6,573 6,453 6,328 6,266 6,189 6,120 6,043 5,941 5,816

串原 989 971 962 940 908 878 855 839 827 819 835

上矢作 2,686 2,644 2,583 2,524 2,464 2,414 2,353 2,287 2,235 2,171 2,116

旧恵那 35,669 35,630 35,504 35,507 35,300 35,140 34,960 34,889 34,670 34,447 34,178

全体 57,133 56,732 56,350 56,058 55,473 55,106 54,673 54,378 53,861 53,353 52,778

平成27 平成28 平成29 平成30 平成31 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

大井 13,090 13,076 12,979 12,999 12,927 12,790 12,665 12,518 12,369 12,184

長島 9,723 9,613 9,497 9,347 9,305 9,265 9,178 9,135 9,047 8,826

東野 1,739 1,714 1,703 1,701 1,691 1,656 1,638 1,631 1,613 1,598

三郷 2,494 2,455 2,409 2,406 2,365 2,327 2,305 2,256 2,229 2,196

武並 3,141 3,116 3,082 3,017 2,965 2,941 2,898 2,840 2,814 2,775

笠置 1,324 1,292 1,273 1,245 1,210 1,200 1,185 1,162 1,129 1,115

中野方 1,643 1,626 1,590 1,551 1,544 1,516 1,484 1,456 1,413 1,382

飯地 675 660 636 619 627 610 584 578 563 533

岩村 5,143 5,058 4,970 4,902 4,807 4,749 4,648 4,570 4,510 4,431

山岡 4,506 4,404 4,332 4,243 4,128 4,002 3,902 3,856 3,740 3,636

明智 5,712 5,573 5,412 5,275 5,182 5,051 4,950 4,819 4,668 4,511

串原 813 808 798 766 754 735 713 682 662 642

上矢作 2,056 1,986 1,926 1,857 1,795 1,731 1,660 1,591 1,518 1,445

旧恵那 33,829 33,552 33,169 32,885 32,634 32,305 31,937 31,576 31,177 30,609

全体 52,059 51,381 50,607 49,928 49,300 48,573 47,810 47,094 46,275 45,274

注）日本人のみ　4月1日時点

人口の推移
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● 15 歳以上就業者の産業（大分類）別比率の推移

平成22年
26,528人

平成17年
28,369人

平成12年
29,487人

資料：各年国勢調査

0%

5.7%

7.0% 9.3% 26.9% 16.8%

4.8%

29.4%

2.0% 3.3% 0.4%

7.9% 28.1% 14.3% 5.6% 31.4%

2.3% 3.1% 1.6%

平成27年
25,767人 5.6% 7.3% 28.1% 19.4% 5.0% 28.2%

2.3% 3.2% 0.9%

令和2年
24,171人 4.8% 7.2% 28.4% 13.5% 5.3% 34.3%

2.1% 3.3% 1.1%

20% 40% 60% 80% 100%

6.3% 11.8% 29.1% 18.5% 5.9%

2.1% 3.6% 0.0%

22.8%

農林漁業 鉱業・建設業 製造業 卸・小売業・飲食店

電気・ガス
運輸・通信業

金融・保険
不動産業 分類不能

公務サービス業
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● 産業別事業所数、従業者数とその推移

16
887

2,189

89

9,801

12,205

【3,092】

【22,095】

人

20 33 29 28
824 761 715 623

2,383 2,345
2,016 1,969

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成18年平成16年 平成21年 平成24年 平成28年

147 413 393 315

9,554 9,493 8,924 8,488

15,527 16,890
13,807 13,774

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

【22,577】

【26,796】

【3,139】

第1次産業
第2次産業

第3次産業

第3次産業

第2次産業

第1次産業

【3,227】

【25,228】

【2,760】 【2,620】

【23,124】

資料：各年経済センサス-基礎調査
各年経済センサス-活動調査

事
業
所
数

従
業
者
数
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● 産業別従業員数、事業所数と構成比

　資料：各年経済センサス-活動調査
　　　　　　　　　　　　　　各年事業所・企業統計調査

建設業
11.4%

製造業
12.3%

卸・小売業
23.2%

飲食店・
宿泊業
13.7%

医療・
福祉
6.8%

サービス業
28.2%

その他
4.4%

事業所数
（平成28年）
2,620

建設業
6.1%

製造業
31.4%

卸・小売業
17.2%

飲食店・
宿泊業
10.1%

医療・
福祉
10.4%

サービス業
18.9%

その他
5.7%

従業員数
（平成28年）
22,577人

建設業
11.5%

製造業
12.9%

卸・小売業
23.3%

飲食店・
宿泊業
13.5%

医療・
福祉
6.1%

サービス業
28.6%

その他
4.1%

事業所数
（平成26年）
2,708

建設業
6.7%

製造業
30.5%

卸・小売業
19.0%

飲食店・
宿泊業
10.2%

医療・
福祉
8.5%

サービス業
19.6%

その他
5.3%

従業員数
（平成26年）
22,871人

建設業
12.4%

製造業
11.6%

卸・小売業
23.8%

飲食店・
宿泊業
12.1%

医療・
福祉
5.5%

サービス業
19.0%

その他
15.5%

事業所数
（平成21年）
3,139

建設業
7.2%

製造業
28.1%

卸・小売業
17.7%

飲食店・
宿泊業
9.5%

医療・
福祉
9.2%

サービス業
12.8%

その他
15.5%

従業員数
（平成21年）
26,796人

建設業
13.1%

製造業
12.2%

卸・小売業
24.4%

飲食店・
宿泊業
12.2%

医療・
福祉
5.3%

サービス業
17.3%

その他
15.5%

事業所数
（平成18年）
3,227

建設業
8.0%

製造業
29.7%

卸・小売業
18.7%

飲食店・
宿泊業
8.7%

医療・
福祉
7.6%

サービス業
11.5%

その他
15.8%

従業員数
（平成18年）
25,228人

※業種は、公務を除く
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● 産業別事業所数、従業者数、年間商品販売額とその構成比（％）

事業所数
（平成28年）

516

従業員数
（平成28年）
3,301人

年間商品販売額
（平成28年）
79,743百万円

資料：各年経済センサス-活動調査、各年商業統計調査

飲食料品卸売業　4.1 

建築材料・鉱物・　
金属材料卸売業　6.2 

機械器具卸売業　2.5 
その他の卸売業　2.7 

織物・衣服身の回り品小売業　10.1 

飲食料品
小売業
23.8 

機械器具
小売業
12.0 

その他の
小売業
37.0 

無店舗小売業　1.6 
飲食料品卸売業　4.0

建築材料・鉱物・　
金属材料卸売業　5.9

機械器具卸売業　2.1
その他の卸売業　1.5

織物・衣服身の回り品小売業　7.1

飲食料品
小売業
36.0

機械器具
小売業
10.3

その他の
小売業
30.1

無店舗小売業　3.0
飲食料品卸売業　1.8

建築材料・鉱物・　　
金属材料卸売業　13.5

機械器具卸売業　3.6
その他の卸売業　4.8

織物・衣服身の回り品小売業　4.4

飲食料品
小売業
23.7

機械器具
小売業
18.0

その他の
小売業
26.5 

無店舗小売業　3.9 

事業所数
（平成24年）

556

従業員数
（平成24年）
3,349人

年間商品販売額
（平成24年）
66,724百万円

飲食料品卸売業　4.1 

建築材料・鉱物・  　
金属材料卸売業　5.8

機械器具卸売業　1.8
その他の卸売業　3.2

織物・衣服身の回り品小売業　11.2

飲食料品
小売業
25.5

機械器具
小売業
11.0

その他の
小売業
35.6

無店舗小売業　1.8 
飲食料品卸売業　3.9

建築材料・鉱物・　　
金属材料卸売業　6.7

機械器具卸売業　1.4
その他の卸売業　1.9

織物・衣服身の回り品小売業　7.1

飲食料品
小売業
35.2

機械器具
小売業
9.7

その他の
小売業
31.7

無店舗小売業　2.4
飲食料品卸売業　5.3

建築材料・鉱物・　　
金属材料卸売業　16.7

機械器具卸売業　2.0
その他の卸売業　7.0

織物・衣服身の回り品小売業　4.7

飲食料品
小売業
22.9

機械器具
小売業
11.1

その他の
小売業
27.6

無店舗小売業　2.6

商店数
（平成19年）

763

従業員数
（平成19年）
4,376人

年間商品販売額
（平成19年）
8,811,364万円

飲食料品卸売業　5.0

建築材料・鉱物・  　
金属材料卸売業　5.2

機械器具卸売業　1.6
その他の卸売業　2.1

織物・衣服身の回り品小売業　11.0
各種商品小売業　0.3

飲食料品
小売業
29.1

自動車・自転車小売業　5.8
家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業　9.0

その他の
小売業
30.9

飲食料品卸売業　4.3

建築材料・鉱物・  　
金属材料卸売業　6.3

機械器具卸売業　1.2
その他の卸売業　2.0

織物・衣服身の回り品小売業　6.8
各種商品小売業　4.3

飲食料品
小売業
34.0

自動車・自転車小売業　6.1
家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業　5.4

その他の
小売業
29.5

飲食料品卸売業　4.4

建築材料・鉱物・  　
金属材料卸売業　14.4

機械器具卸売業　2.4
その他の卸売業　7.5

織物・衣服身の回り品小売業　4.4

飲食料品
小売業
23.0

自動車・自転車小売業　7.8
家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業　6.0

その他の
小売業
30.0
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● 産業別従業者数、事業所数とその構成比

資料：各年工業統計調査

食品関連製造業　6.6%
繊維工業　1.1%
木材関連製造業　1.6%

窯業･土石関連
製造業
15.0%

機械関連
製造業
32.3%

金属関連
製造業
11.6%

その他製造業　0.7%印刷関連製造業　10.4%

化学関連
製造業
20.8%

14.4%

2.6% 3.9%

13.1% 10.9% 18.8% 10.5% 24.0%

1.7%

食品関連製造業　5.9%
繊維工業　1.2%
木材関連製造業　1.6%

窯業･土石関連
製造業
14.5%

機械関連
製造業
31.8%

金属関連
製造業
13.4%

その他製造業　0.8%印刷関連製造業　10.8%

化学関連
製造業
19.9%

13.7%

2.5% 4.4%

15.2% 10.3% 16.2% 11.3% 25.0%

1.5%

食品関連製造業　7.9%
繊維工業　1.3%
木材関連製造業　1.2%

窯業･土石関連
製造業
14.0%

金属関連
製造業
13.2%

機械関連
製造業
28.9%

その他製造業　0.8%
パルプ・紙関連製造業　9.3%

印刷関連製造業　1.4%

化学関連
製造業
22.0%

15.0%

2.8% 3.3%

11.7% 12.2% 14.4% 11.7% 23.9%

2.2%2.8%

食品関連製造業　7.9%
繊維工業　1.3%
木材関連製造業　1.2%

窯業･土石関連
製造業
14.0%

金属関連
製造業
13.2%

機械関連
製造業
28.9%

その他製造業　0.8%
パルプ・紙関連製造業　9.3%

印刷関連製造業　1.4%

化学関連
製造業
22.0%

15.0%

2.8% 3.3%

11.7% 12.2% 14.4% 11.7% 23.9%

2.2%2.8%

100

食品関連製造業　6.2%
繊維工業　1.2%
木材関連製造業　0.9%

窯業･土石関連
製造業
16.2%

金属関連
製造業
14.7%

機械関連
製造業
28.6%

その他製造業　0.7%
パルプ・紙関連製造業　7.8%

印刷関連製造業　1.4%

化学関連
製造業
22.2%

9.9%

2.5% 2.5%

9.9% 14.3% 16.8% 13.7% 26.1%

1.9%2.5%

0

事業所数
(令和２年)
161

従業者数
(令和２年)
6,882人

事業所数
(平成22年)
204

従業者数
(平成22年)
6,779人

事業所数
(平成20年)
229

従業者数
(平成20年)
7,525人

事業所数
(平成26年)
180

従業者数
(平成26年)
6,582人
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水道事業の沿革（平成16年10月25日　市町村合併以降）

旧
恵
那
市

上水道
合併創設認可� S62.3.27
計画給水人口� 34,384 人

毛呂窪簡水
給水開始� H23.4.1
計画給水人口� 600 人

中野方簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 2,220 人

中野方簡水
変更認可� H18.3.27
計画給水人口� 2,230 人

飯地簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 931 人

旧
岩
村
町

岩村簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 3,900 人

岩村簡水
統合認可� H23.3.29
計画給水人口� 4,781 人

飯羽簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 2,250 人

旧
山
岡
町

山岡西簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 920 人

原簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 2,000 人

山岡東簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 2,950 人

山岡簡水
統合認可� H23.3.29
計画給水人口� 4,652 人

田代長沢簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 520 人

山岡北簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 230 人

上水道
統合� H29.4.1
計画給水人口� 49,420 人

旧
明
智
町

明智簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 4,850 人

吉良見簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 960 人

静波簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 910 人

静波簡水
変更認可� H24.3.27
計画給水人口� 710 人

横通阿妻簡水
給水開始� H17.4.1
計画給水人口� 192 人

旧
串
原
村

大平簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 600 人

上川簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 240 人

中沢簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 160 人

閑川簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 170 人

旧
上
矢
作
町

上矢作簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 1,800 人

上矢作簡水
変更認可� H24.3.27
計画給水人口� 1,410 人

下原田簡水
合併創設認可� H16.10.25
計画給水人口� 790 人
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地

区

名
称

指
定

備
考

大

井

町

浅
間
七
福
漫
才

市

岡
瀬
沢
浅
間
神
社
祭
礼

獅
子
舞

市

大
井
長
島
金
毘
羅
神
社
祭
礼

大
井
文
楽

市

大
井
栄
舞

市

送
り
神

市

東

野

東
野
歌
舞
伎

染
戸
の
虫
送
り

島
の
送
り
神

小
野
川
の
百
万
遍

三

郷

町

三
郷
歌
舞
伎

重
箱
獅
子

市

野
井
武
並
神
社
祭
礼

武

並

町

宿
の
祇
園
送
り

道
笛

笠

置

町

剣
の
舞

市

蘇
原
神
社
祭
礼

中
野
方
町

め
れ
た
噺
子

市

雨
乞
い
・
祭
礼
の
囃
子

飯

地

町

飯
地
五
毛
座
歌
舞
伎

地

区

名
称

指
定

備
考

岩

村

町

岩
村
町
秋
祭
行
事

県

岩
村
武
並
神
社
祭
礼
の
渡
御
行
列

岩
村
町
獅
子
舞

県

岩
村
武
並
神
社
祭
礼

雅
楽

市

岩
村
武
並
神
社
祭
礼

山

岡

町

山
岡
歌
舞
伎

市

下
手
向
の
獅
子
芝
居

県

白
山
比
咩
神
社
祭
礼

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
煙
火

市

八
月
一
六
日

明

智

町

明
智
歌
舞
伎

明
智
太
鼓

市

八
王
子
神
社
祭
礼

太
子
講

市

串

原

串
原
歌
舞
伎

市

中
山
太
鼓

県

中
山
神
社
祭
礼

害
気
の
神
送
り

上
矢
作
町

上
矢
作
歌
舞
伎

横
道
獅
子
舞

市

全

域

恵
那
歌
舞
伎

伝
統
芸
能
一
覧
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年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成11年
（1999）

7
市
長
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が
改
正
（
平
成
一
六
年
度
末
期
限
の

合
併
特
例
債
を
柱
と
す
る
財
源
措
置
の
創
設
）�

平成 13年
（2001）

2
岐
阜
県
市
町
村
広
域
行
政
検
討
委
員
会
が
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査

報
告
書
」
作
成

3
岐
阜
県
が
「
市
町
村
合
併
支
援
要
綱
」
作
成

平成 14年
（2002）

5
（
16
）�「
え
な
郡
南
部
地
域
合
併
問
題
検
討
会
議
」
が
恵
那
市
へ
合
併
協
議

申
し
入
れ

6
（
4
）�

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
、
上
矢
作
町
の

六
市
町
村
で
「
恵
那
市
・
恵
南
町
村
合
併
検
討
協
議
会
（
任
意
協

議
会
）�」
を
設
置

平成 15年
（2003）

1
（
16
）�

第
八
回
検
討
協
議
会
に
て
、
法
定
協
議
会
の
設
立
に
合
意

（
31
）�

六
市
町
村
議
会
が
法
定
協
議
会
設
置
議
案
を
議
決

2
（
3
）�

恵
那
市
・
恵
南
市
町
村
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
規
約
が
施

行
さ
れ
、
事
務
局
を
設
置

（
19
）�

第
一
回
法
定
協
議
会
開
催

3
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
作
成
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

9～10
住
民
説
明
会
を
一
九
会
場
で
開
催
（
延
べ
一
四
八
三
人
出
席
）

平成 16年
（2004）

3
（
18
）�

第
二
一
回
法
定
協
議
会
に
て
、
合
併
の
期
日
を
除
く
全
て
の
合
併

協
定
項
目
を
確
認

4
住
民
説
明
会
を
一
五
開
場
で
開
催
（
延
べ
一
五
五
一
人
出
席
）�

（
28
）�

合
併
協
定
に
調
印

5
（
10
）�

六
市
町
村
議
会
に
お
い
て
合
併
に
関
す
る
議
案
を
議
決

（
12
）�

岐
阜
県
へ
廃
置
分
合
申
請
書
を
提
出

7
（
8
）�

岐
阜
県
議
会
が
廃
置
分
合
議
案
を
議
決
、
県
知
事
に
よ
る
廃
置
分

合
の
決
定

年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成16年
（2004）

7
（
26
）�

総
務
大
臣
が
六
市
町
村
の
廃
置
分
合
を
告
示

10
（
25
）�

新「
恵
那
市
」誕
生　

恵
南
五
町
村
の
消
防
団
が「
恵
那
市
南
消
防
団
」

に
統
合

11
（
28
）�

第
一
回
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙　

初
代
市
長
に
可
知
義
明
就
任

12
（
14
・
15
）�

第
一
回
市
議
会
臨
時
会　

初
代
市
議
会
議
長
に
後
藤
薫
廣
、

副
議
長
に
山
田
幸
典
が
就
任　

各
行
政
委
員
会
の
委
員
を
選

任

（
15
）�

恵
那
市
体
育
連
盟
と
恵
南
町
村
体
育
協
会
が
統
合
協
定
に
調
印

平成 17年
（2005）

1
（
25
）�

恵
那
市
地
域
自
治
区
条
例
を
制
定
し
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に

六
地
域
自
治
区
を
設
置

3
（
6
）�

毛
呂
窪
保
育
園
閉
園
式
、
毛
呂
窪
小
学
校
閉
校
式

4
（
1
）�「
恵
那
市
消
防
団
」
と
「
恵
那
市
南
消
防
団
」
が
統
合 

新
「
恵
那
市
体
育
連
盟
」
が
事
業
開
始

5
（
17
）�

恵
那
市
自
治
連
合
会
が
発
足

10
（
12
）�

恵
那
市
火
葬
場
え
な
斎
苑
が
完
成

（
8
）�

市
制
一
周
年
記
念
式
典　

市
の
花
に
さ
さ
ゆ
り
、
市
の
木
に
ハ
ナ

ノ
キ
を
制
定

12
（
3
）�

岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

平成 18年
（2006）

2
（
2
）�

恵
那
市
文
化
振
興
会
と
恵
南
地
区
文
化
協
会
が
、
新
「
恵
那
市
文

化
振
興
会
」
に
統
合

４
（
1
）�

教
育
委
員
会
が
岩
村
振
興
事
務
所
庁
舎
へ
移
動　

恵
那
市
恵
南
商

工
会
が
発
足　

岩
村
警
察
署
が
恵
那
警
察
署
へ
統
合

（
18
）�

武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

6
（
1
）�

市
内
の
観
光
協
会
が
「
恵
那
市
観
光
協
会
」
に
統
合

10
（
2
）�

市
民
課
住
民
係
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
を
午
後
六
時
ま
で
に
延
長

12
（
8
）�

山
岡
細
寒
天
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

恵
那
市
合
併
前
後
か
ら
の
年
表
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年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成19年
（2007）

2
（
1
）�

恵
那
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
が
開
所

4
（
1
）�

廃
棄
物
処
理
手
数
料
、
ご
み
袋
の
形
状
を
市
内
統
一

（
6
）�
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
開
局

（
8
）�
恵
那
南
高
等
学
校
が
開
校

6
（
1
）�

水
道
・
下
水
道
料
金
の
統
一
に
着
手
（
平
成
二
五
年
ま
で
移
行
期
間
）

7
（
7
）�

恵
那
市
中
央
図
書
館
が
開
館

12
（
3
）�

名
誉
市
民
に
伊
藤
喜
美
を
推
挙

平成 20年
（2008）

1
（
18
）�

図
書
館
跡
に
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が
開
所

3
（
21
）�

中
野
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

（
25
）�

武
並
保
育
園
が
新
た
に
完
成

（
27
）�

藤
へ
き
地
保
育
園
が
閉
園
式

11
（
16
）�

第
二
回
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙　

市
長
に
可
知
義
明
が
再
選
、

市
議
会
は
定
数
が
三
〇
人
か
ら
二
四
人
と
な
り
、
市
内
全
域
を
一

選
挙
区
と
し
て
実
施

（
25
）�

明
知
鉄
道
「
極
楽
駅
」
が
開
業

平成 21年
（2009）

3
（
2
）�

恵
那
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
が
運
用
を
開
始
し
、
一
一
九
番
通
報

受
信
や
消
防
団
出
動
要
請
な
ど
が
一
括
対
応
に
な
る
。
市
内
全
域

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
が
完
成
し
、
全
世
帯
に
音
声
告
知
器
を

設
置 

南
地
域
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が
「
恵
那
地
域
救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
」
に
統
合

4
け
い
な
ん
斎
苑
が
え
な
斎
苑
に
統
合

（
1
）�

岩
村
診
療
所
内
に
透
析
セ
ン
タ
ー
が
開
設

11
（
8
）�

市
制
五
周
年
記
念
式
典

平成 22年
（2010）

4
（
1
）�

市
民
三
学
運
動
が
始
ま
る　

ご
み
処
理
施
設
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
あ
お
ぞ
ら
が
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
に
統
合　
　

（
9
）�

県
立
恵
那
特
別
支
援
学
校
が
大
井
町
か
ら
岩
村
町
へ
移
転

（
22
）�

恵
那
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
笠
置
町
に
完
成

6
（
27
）�

国
重
要
文
化
財
の
武
並
神
社
本
殿
の
大
規
模
修
理
が
完
了

年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成22年
（2010）

7
（
26
）�

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
三
期
拡
張
工
事
が
完
成

8
（
23
）�

木
造
の
山
岡
小
学
校
が
完
成

9
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
議
会
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
を
開
始

（
17
）�

恵
那
駅
前
の
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
恵
那
を
改
修
し
、
観
光
物
産
館
「
え

な
て
ら
す
」
が
オ
ー
プ
ン

11
（
27
）�

実
践
女
子
学
園
と
の
連
携
協
定
を
締
結

平成 23年
（2011）

1
（
9
）�

合
併
後
初
め
て
、
成
人
式
を
統
一
開
催

4
（
1
）�

生
涯
学
習
都
市
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
を
宣
言

（
1
）�

市
総
合
計
画
後
期
計
画
と
市
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
が
ス
タ
ー

ト

7
（
31
）�

大
正
一
〇
〇
年
を
記
念
し
、
大
正
百
年
改
元
記
念
式
典
を
開
催

11
（
1
）�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
室
を
設
置

平成 24年
（2012）

1
（
28
～
30
）�

第
六
七
回
国
民
体
育
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
を
県

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
開
催

3
（
25
）�

大
正
村
広
場
を
整
備

4
（
20
）�

３
Ｒ
推
進
施
設
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

10
（
6
～
9
）�

第
六
七
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
会
を
ま
き
が
ね
公
園
で

開
催

11
（
18
）�

第
三
回
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙　

市
長
に
可
知
義
明
が
三
選
、

市
議
会
は
定
数
が
二
四
人
か
ら
二
〇
人
と
な
る

12
（
1
）�

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、
恵
那
駅
前
中
央
通
り
に
中
山
道
大
井

宿
広
場
を
整
備

平成 25年
（2013）

2
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
の
開
始

（
4
）�

上
矢
作
振
興
事
務
所
が
上
矢
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

3
（
23
）�

岩
村
町
本
通
り
の
電
柱
類
地
中
化
工
事
完
成
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年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成26年
（2014）

3
（
15
）�

吉
田
小
学
校
が
閉
校
、
明
智
小
学
校
と
統
合

9
（
30
）�

恵
那
市
こ
ど
も
園
設
置
条
例
が
可
決

10
（
11
）�

市
制
一
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
催
、公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー
ナ
」

を
発
表

11
（
21
）�
市
役
所
西
庁
舎
が
完
成

（
25
）�
教
育
委
員
会
が
市
役
所
西
庁
舎
へ
移
動

平成 27年
（2015）

3
（
29
）�

市
内
一
六
園
で
認
定
こ
ど
も
園
が
ス
タ
ー
ト

5
（
3
）�

竹
下
景
子
が
日
本
大
正
村
の
三
代
目
村
長
に
就
任

6
（
7
）�

健
幸
都
市
を
宣
言

8
（
21
）�

東
雲
大
橋
が
開
通

平成 28年
（2016）

1
（
22
）�

教
育
大
綱
・
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

3
（
17
）�

地
域
防
災
計
画
に
市
内
全
地
区
の
防
災
計
画
を
規
定

4
（
1
）�

第
二
次
総
合
計
画
と
第
三
次
行
財
政
改
革
が
ス
タ
ー
ト

11
（
13
）�

第
四
回
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙　

初
代
市
長
可
知
義
明
が
退
任
、

新
市
長
に
小
坂
喬
峰
が
就
任
、
市
議
会
は
定
数
が
二
〇
人
か
ら

一
八
人
と
な
る

（
21
）�

新
市
立
恵
那
病
院
が
開
院

平成 29年
（2017）

4
（
1
）�

簡
易
水
道
事
業
お
よ
び
飲
料
水
供
給
事
業
を
、
上
水
道
事
業
に
経

営
統
合

8
（
28
）�「
は
た
ら
く
」
と
「
く
ら
す
」
を
押
し
進
め
る
相
談
拠
点
「
恵
那
く

ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所

10
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。」
の
ロ
ケ
が
岩
村
町
で
行
わ

れ
る

11
（
25
～
26
）�

世
界
初
の
女
性
ラ
リ
ー
「
Ｌ
１ 

Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ 

ｉ
ｎ
恵
那
」
を
開
催

12
（
3
）�

国
道
一
九
号
瑞
浪
恵
那
道
路
着
工 

全
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布

平成 30年
（2018）

1
（
28
）�

毎
月
最
終
日
曜
日
に
休
日
開
庁
が
始
ま
る

4
（
2
）�

中
野
方
救
急
分
遣
所
を
開
設

8
全
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布

年

月
（
日
付
）　

出
来
事

平成31年
（2019）

2
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）�

が
発
生
し
市
内
全
六
農
場
が
被
害

4
（
1
）�

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
条
例
を
廃
止
し
、
市
独
自
の

地
域
自
治
区
条
例
を
制
定

（
1
）�

三
月
に
長
島
こ
ど
も
園
と
二
葉
こ
ど
も
園
が
閉
園
し
、
お
さ
し
ま

二
葉
こ
ど
も
園
と
し
て
新
築
移
転

（
21
）�

飯
地
高
原
自
然
テ
ン
ト
村
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

令和元年
（2019）

9
正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
が
お
お
む
ね
完
了

（
12
）�

笠
置
峡
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
連
盟
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
定

10
（
19
）�

市
制
一
五
周
年
記
念
式
典
を
開
催

令和 2年
（2020）

1
（
11
）�「
麒
麟
が
く
る　

ぎ
ふ
恵
那　

大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
開
館

（
16
）�

地
域
商
社
「
一
般
社
団
法
人
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
」
を
設
立

3
（
29
）�

恵
那
峡
の
再
整
備
が
完
了
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

4
（
16
）�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
る

（
24
）�

恵
那
中
央
出
張
所
え
な
え
ー
る
が
オ
ー
プ
ン

11
（
15
）�

第
五
回
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙　

市
長
に
小
坂
喬
峰
が
再
選

令和 3年
（2021）

1
（
27
～
31
）�

第
七
六
回
国
民
体
育
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
を
県

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
開
催

5
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る

7
（
18
～
31
）�

笠
置
峡
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ヌ
ー
連
盟
が
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
を
開
催

令和 4年
（2022）

3
（
17
）�

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

（
23
）�「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
え
な
」
を
宣
言

4
（
27
）�

根
の
上
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
恵
那 

保
古
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
オ
ー
プ
ン

5
（
20
）�「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
る

10
（
22
～
23
）�

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
恵
那
大
会
を
開
催

11
（
13
）�
Ｆ
Ｉ
Ａ
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト
・

ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
」
を
開
催
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年

月
（
日
付
）　

出
来
事

令和5年
（2023）

6
（
12
）�「
恵
那
岩
村
の
山
城
・
城
下
町
と
農
村
景
観
め
ぐ
り
」
が
岐
阜
未
来

遺
産
に
認
定
さ
れ
る

11
（
25
～
26
）�

全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

恵
那
市
立
小
中
学
校
一
覧

学
校
名	

所
在
地

中
野
方
小
学
校	

恵
那
市
中
野
方
町
二
三
五
三
番
地
一

恵
那
北
小
学
校	

恵
那
市
長
島
町
久
須
見
一
七
七
番
地
一

飯
地
小
学
校	

恵
那
市
飯
地
町
二
六
番
地
四

武
並
小
学
校	

恵
那
市
武
並
町
竹
折
一
〇
五
九
番
地
九
一

長
島
小
学
校	

恵
那
市
長
島
町
永
田
四
六
一
番
地
一

大
井
小
学
校	

恵
那
市
大
井
町
八
五
一
番
地
一

東
野
小
学
校	

恵
那
市
東
野
一
三
四
六
番
地

大
井
第
二
小
学
校	

恵
那
市
大
井
町
一
九
八
二
番
地
一

三
郷
小
学
校	

恵
那
市
三
郷
町
佐
々
良
木
一
八
二
二
番
地

岩
邑
小
学
校	

恵
那
市
岩
村
町
一
五
二
四
番
地
一

山
岡
小
学
校	

恵
那
市
山
岡
町
下
手
向
一
八
三
一
番
地

明
智
小
学
校	

恵
那
市
明
智
町
一
二
二
番
地
二

串
原
小
学
校	

恵
那
市
串
原
四
〇
八
三
番
地
二

上
矢
作
小
学
校	

恵
那
市
上
矢
作
町
一
七
九
八
番
地
一

恵
那
西
中
学
校	

恵
那
市
長
島
町
中
野
一
二
六
九
番
地
二
六
一

恵
那
東
中
学
校	

恵
那
市
大
井
町
一
〇
七
三
番
地
一

恵
那
北
中
学
校	

恵
那
市
笠
置
町
河
合
九
八
〇
番
地

岩
邑
中
学
校	

恵
那
市
岩
村
町
一
二
七
三
番
地
一

山
岡
中
学
校	

恵
那
市
山
岡
町
下
手
向
一
八
二
番
地
四

明
智
中
学
校	

恵
那
市
明
智
町
六
〇
番
地
一

串
原
中
学
校	

恵
那
市
串
原
四
〇
八
三
番
地
二

上
矢
作
中
学
校	
恵
那
市
上
矢
作
町
漆
原
六
七
番
地
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盤
整
備
計
画
資
料
編
（
案
）』
恵
那
市
、
令
和
元
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/kensetsubu/

linearm
achizukurika/iinkai/2202.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九

月
）

『
恵
那
市
農
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』
恵
那
市
、
令
和
四
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/gyoseiiinkai/kanko_

sangyo_business/3525.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
四
年
三
月
）

『
恵
那
市
農
業
活
性
化
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
二
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/norim

bu/
noseika/1/4/5726.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
市
た
べ
る
推
進
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
四
年�
https://w

w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/kouki17/10536.htm

l

（
最
終
閲
覧　

令
和
六
年
九
月
）

『
も
う
か
る
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
恵
那
市
、
平
成
三
〇
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/gyoseiiinkai/kanko_

sangyo_business/3525.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
市
の
林
業
の
現
状
と
課
題
』
恵
那
市
、
平
成
二
九
年

『
恵
那
市
森
林
整
備
計
画
変
更
計
画
書
』
恵
那
市
、
平
成
三
一
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/norim

bu/
hayashiseika/pabukom

e/12365.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
四
年
三

月
）

『
恵
那
の
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
四
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/norim

bu/
hayashiseika/3/2209.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
の
森
林
づ
く
り
実
施
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
四
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/norim

bu/
hayashiseika/3/2209.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

「
恵
那
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/index.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
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月
）

『
恵
那
市
の
工
業
に
関
す
る
現
状
分
析
と
課
題
』
恵
那
市
、
平
成
二
九
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/shokokankobu/

shokoka/3/2176.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
市
産
業
振
興
会
議
設
置
要
網
』
恵
那
市
、
平
成
二
九
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/shokokankobu/

shokoka/3/2205.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

「
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
一
般
社
団
法
人
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那�

https://w
w
w
.zivascrum

ena.com
/

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
四
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/kouki17/9629.htm

l

（
最
終
閲
覧　

令
和
六
年
九
月
）

『
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
地
域
新
電
力
事
業
に
つ
い
て
』
環
境
省
、
令
和
三
年�

https://chubu.env.go.jp/earth/post_20.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和

六
年
九
月
）

「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ｏ 

Ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ 

ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｅ
Ｎ
Ａ
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
恵
那
く

ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

https://peraichi.com
/landing_pages/view

/sozoena

（
最
終
閲

覧　
令
和
六
年
九
月
）

『
恵
那
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/8/5639.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和

六
年
九
月
）

『
恵
那
市
ア
ウ
ト
レ
ジ
ャ
ー
推
進
計
画
』
恵
那
市
、
令
和
三
年�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/8/8247.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和

六
年
九
月
）

「
恵
那
市
公
式
観
光
サ
イ
ト
え
～
な
恵
那
」
一
般
社
団
法
人
恵
那
市
観
光
協
会�
https://w

w
w
.kankou-ena.jp/

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

第
二
部　

第
四
章

『
第
二
次
恵
那
市
総
合
計
画
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/

m
achizukurikikakubu/kikakuka/1/2/2/2095.htm

l

（
最
終
閲
覧　

令
和
六
年
九
月
）

『
第
二
次
恵
那
市
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/6/3497.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和

六
年
九
月
）

『
恵
那
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/keikaku_shisaku_

m
achizukuri/keikaku_shisaku/13/3489.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和

六
年
九
月
）

『
第
二
次
恵
那
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
』
恵
那
市
、
平
成
二
六
年

『
令
和
三
年
版
恵
那
市
統
計
書
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/koho_kocho/sasshi_

kankobutsu/3436.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

「
恵
那
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/index.htm

l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
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月
）

『
広
報
え
な
』
恵
那
市�

https://w
w
w
.city.ena.lg.jp/shiseijoho/koho_kocho/

kohoena/index.htm
l

（
最
終
閲
覧　
令
和
六
年
九
月
）

『（
仮
称
）
恵
那
南
地
区
中
学
校
地
域
説
明
会
報
告
』
恵
那
市
、
令
和
五
年

『
心
に
残
る
言
葉
』
岐
阜
県
小
中
学
校
校
長
会
、
平
成
二
六
年

『
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
』
恵
那
市
教
育
委
員
会
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監
修
者 �

　

丸
山
幸
太
郎
（
岐
阜
女
子
大
学
教
授
・
地
域
文
化
研
究
所
長
）

執
筆
者 �

　

恵
那
市
議
会
議
長	
鵜
飼　
伸
幸
（
令
和
四
年
度
）

	

千
藤　
安
雄（
令
和
四
年
一
一
月
二
八
日
～
）

恵
那
市
文
化
財
保
護
審
議
会
代
表
者	

森
川　
彰
夫

大
井
地
域
自
治
区
会
長	

前
川　
　
登
（
令
和
四
年
度
）

	

柘
植　
恒
雄
（
令
和
五
・
六
年
度
）

長
島
地
域
自
治
区
会
長	

和
仁　
　
誠

東
野
地
域
自
治
区
会
長	

岡
本　
光
美
（
令
和
四
年
度
）

	

保
母　
鎖
利
（
令
和
五
年
四
月
二
七
日
～
）

三
郷
地
域
自
治
区
会
長	

坪
井
弥
榮
子
（
令
和
四
年
度
）

	

小
木
曽
信
夫
（
令
和
五
・
六
年
度
）

武
並
地
域
自
治
区
会
長	

纐
纈　
錬
一
（
令
和
四
年
度
）

	

渡
辺　
武
彦
（
令
和
五
・
六
年
度
）

笠
置
地
域
自
治
区
会
長	

石
原　
甲
喜
（
令
和
四
・
五
年
度
）

	

𠮷
田　
健
市
（
令
和
六
年
度
）

中
野
方
地
域
自
治
区
会
長	

柘
植　
昭
男

飯
地
地
域
自
治
区
会
長	

纐
纈　
佳
恭

岩
村
地
域
自
治
区
会
長	

西
尾　
公
男
（
令
和
四
年
度
）

	

原
田　
英
明
（
令
和
五
・
六
年
度
）

山
岡
地
域
自
治
区
会
長	

若
森　
慶
隆

明
智
地
域
自
治
区
会
長	

杉
山　
　
淳

串
原
地
域
自
治
区
会
長	

平
林　
道
博

上
矢
作
地
域
自
治
区
会
長	

安
藤　
常
雄

恵
那
市
総
務
部
長	

鷹
見　
健
司
（
令
和
四
年
度
）

	

加
藤　
元
章
（
令
和
五
年
度
）

	

柘
植　
克
久
（
令
和
六
年
度
）

恵
那
市
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長	

安
藤　
克
典
（
令
和
四
年
度
）

	

柘
植　
克
久
（
令
和
五
年
度
）

	

伊
藤　
　
豊
（
令
和
六
年
度
）

恵
那
市
議
会
事
務
局
長	

原
田　
義
巳
（
令
和
四
年
度
）

	

熊
谷　
春
彦
（
令
和
五
・
六
年
度
）

関
係
者
一
覧

第
一
部　
合
併
の
概
要　
山
村
茂
美
智　
　
序
章
、
第
一
章
、
第
二
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
部　
良
治　
　
第
三
章

第
二
部　
新
市
の
変
遷　
山
内　
正
一　
　
第
一
章
、
第
二
章
第
一
節
～
第
五
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
板　
忠
昭　
　
第
二
章
第
六
節
～
第
七
節
、
第
三
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅　
勝
義　
　
第
四
章

編
纂
委
員 �
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市
史
編
さ
ん
事
務
局 �

恵
那
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
令
和
六
年
度
よ
り
文
化
課
）

　
課　
　
長　
　
柄
沢　
史
枝
（
令
和
四
・
五
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
服
藤　
知
晃
（
令
和
六
年
度
）

　
事
務
局
員　
　
三
宅　
唯
美　

　
　
　
　
　
　
　
三
宅　
英
機　

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
智
穂
（
令
和
四
・
五
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
塚
本　
恵
伍
（
令
和
六
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木　
奏
恵
（
令
和
四
・
五
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
不
破　
朱
音
（
令
和
六
年
度
）

執
筆
協
力
者
・
機
関
（
五
十
音
順
） �

 

伊
藤
常
光

中
津
川
・
恵
那
広
域
行
政
推
進
協
議
会

一
般
社
団
法
人
恵
那
青
年
会
議
所

一
般
社
団
法
人
恵
那
市
観
光
協
会

岐
阜
県
立
恵
那
高
等
学
校

岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校

岐
阜
県
立
恵
那
南
高
等
学
校

恵
那
警
察
署

恵
那
市
国
際
交
流
協
会

恵
那
市
壮
健
ク
ラ
ブ
連
合
会



325



326

や

安江コレクション� ������������� 115
安江赳夫� ����������������� 265
安主村� ����������������� 2、9
岩竹村� ����������������� 2、9
矢作川� ��� 7 〜 11、48、189、200、208、223
山岡駅� ��������������� 120、159
山岡駅かんてんかん� ���������� 7、213
山岡おばあちゃんの手づくりの店� ������ 120
山岡学校給食センター� ���������88、248
山岡元気プロジェクト� ����������� 121
山岡交流広場� ���������������� ii
山岡こども園� ������������ 134、238
山岡コミュニティセンター� ��������� 256
山岡小学校、山岡小� ��� vi、68、78、89、120、 

121、134、166、186、245、247
山岡振興事務所� i、55、86、88、120、121、267
山岡診療所� ��������������88、131
山岡中学校� ������������� 121、234
山岡町地域自治区運営協議会� �������� 121
山岡町文化協会� �������������� 261
やまおかふるさとまつり� ���������� 267
山岡保育園� ���������������� 236
山岡夢未来実行委員� ������������ 120
山口村合併検討協議会� ������������ 1
山田大助� ����������������� 265
やまびここども園� ���������� 134、238
やまびこ保育園� �������������� 237
山本栄一� ����������������� 265
山本誠之助� ���������������� 265
山本芳翠� ���� 9、68、221、244、262 〜 265
山本芳翠顕彰会� ����������� 262、263

ゆ

ゆず組合� ����������������� 113

よ

洋式化� ������ 109、125、238、247、279
與運橋� ������������������� 7
横通村� ����������������� 2、9
横通・阿妻簡易水道� ������������ 66
横道獅子舞� �������������� 62、99
横道村� ����������������� 2、11
吉田こども園� ������������ 123、237
吉田小学校� �� 70、122、230、231、250、257

吉田小学校・明智小学校統合実行委員会� ��� 230
吉田村� ���������������2、9、123
予防接種� �������������� 130、143
よやくる号� ��������������72、121

ら

ラッパ隊� �������������� 148、272
ラッピング列車� ����������� 221、222
ラリージャパン活用推進実行委員会� ����� 73

り

リコーえなの森� �������������� 105
リサイクルプラザ� ������������� 84
笠周� �������� 91、112、114、155、188
笠周地域振興計画� ���� 112、114、117、155
立地促進条例� ��������������� 66
リニア中央新幹線� ���� 63、68、70、73、74、

80、81、86、90、109、156、157、158、161、
192、195、215、216

リニア中央新幹線対策協議会� �������� 72
リニアまちづくり基盤整備計画、リニアまちづくり

構想に掲げる基盤整備計画、リニア基盤整備計画
� ���������� 73、80、158、175、176

リニアまちづくり構想� � 69、70、90、158、161
林産物� ����174、177、179、188、193、200

る

ルンビニー保育園� ������������� 238

ろ

良弁� ������������������� 127
六次産業� �������� 127、181、182、250
ロマン学園構想� �������������� 250

わ

ワカサギ釣り� ��������������� 207































　恵那市史　平成合併編
　　　令和 6 年 10 月 11 日　印刷
　　　令和 6 年 10 月 20 日　発行

編纂　恵那市史編纂委員会
発行　恵 那 市
印刷　株式会社サン・ライン



山岡町山岡町

明智町明智町

串原串原

上矢作町上矢作町

岩村町岩村町




